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喜
び
の
寿
を
記
念
し
て

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）、
鈴
木
中
は

神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
体
育
教
諭
と
し
て
赴
任
。

同
時
に
サ
ッ
カ
ー
部
指
導
者
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
。

い
き
な
り
県
予
選
で
優
勝
し
国
体
へ
出
場
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

以
後
の
多
岐
に
わ
た
る
実
績
に
つ
い
て
は
本
編
を
ご
参
照
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）、
昭
和
天
皇
崩
御
直
後
の

正
月
の
全
国
大
会
に
23
年
ぶ
り
に
出
場
を
果
た
し
た
の
だ
が
、

そ
れ
を
節
目
と
す
る
か
の
よ
う
に
湘
南
高
校
を
退
い
た
。

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
生
ま
れ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
で
77
歳
を
迎
え
る
。

喜
の
字
を
草
書
体
で
書
く
と
「
七
十
七
」
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら

こ
の
歳
は
喜
寿
と
さ
れ
る
。

大
病
を
契
機
と
し
て
鈴
木
中
は
素
人
画
師
と
な
っ
た
。

海
辺
を
、
寺
社
を
、
都
市
を
、
季
節
を
精
力
的
に
描
き
は
じ
め
た
。

か
た
わ
ら
、
湘
南
サ
ッ
カ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
文
章
を
寄
せ
る
。

こ
ち
ら
は
も
っ
ぱ
ら
サ
ッ
カ
ー
論
で
あ
る
。

画
と
文
は
本
人
も
お
ど
ろ
く
ほ
ど
降
り
積
も
っ
た
。

ど
う
で
す
か
、「
喜
び
の
寿
」
の
記
念
に
一
冊
に
ま
と
め
て
み
て
は
。

は
ん
ぶ
ん
軽
口
、
は
ん
ぶ
ん
本
気
で
教
え
子
が
そ
そ
の
か
し
た
。

ば
か
い
え
、
そ
ん
な
も
ん
、
と
言
い
捨
て
た
の
だ
が

い
つ
の
ま
に
か
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
至
る
心
境
に
つ
い
て
は

次
ペ
ー
ジ
「
私
の
湘
南
高
校
半
世
紀
」
に
ゆ
ず
る
が
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
ま
こ
と
に
真
剣
な
本
づ
く
り
を
推
し
進
め
た
。

そ
し
て
、
計
画
ど
お
り
「
喜
び
の
寿
」
に

間
に
合
っ
て
か
た
ち
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
編
集
と
は
程
遠
い
が
、

や
は
り
こ
こ
に
は
ひ
と
り
の
人
間
の
歳
月
が
確
実
に
籠
っ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
と
い
う
生
き
方
が
匂
っ
て
い
る
。

「
中
さ
ん
の
絵
本
」
編
集
部
（
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
O
B
）

＊
表
紙
・
扉
の
絵
は
、
鈴
木
中
作
品
「
湘
南
高
校
」

67　



89　

私
の
湘
南
高
校
半
世
紀
（
サ
ッ
カ
ー
人
生
）

　

１
９
６
１
年
昭
和
36
年
5
月
に
京
都
か
ら
突
然
の
赴
任
だ
っ
た
。
当
時
の

名
物
校
長
香
川
幹
一
氏
に
呼
ば
れ
、
初
め
て
見
る
湘
南
の
地
に
や
っ
て
き
た
。

そ
の
頃
ま
だ
藤
沢
駅
前
は
静
か
な
田
舎
町
と
い
う
感
じ
で
、
駅
前
旅
館
が
２

軒
（
稲
毛
屋
・
角
若
松
）
だ
け
だ
っ
た
と
思
う
。
東
海
道
線
沿
い
で
は
大
船

の
観
音
像
が
新
し
く
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
だ
と
記
憶
し
て
い
る
。
あ
れ
か

ら
２
０
１
１
年
で
満
50
年
が
過
ぎ
た
、
記
念
す
べ
き
年
に
な
っ
た
。

　

湘
南
の
教
員
生
活
が
28
年
、
そ
の
間
の
事
は
「
湘
南
サ
ッ
カ
ー
実
戦
譜
」

１
９
８
９
年
９
月
に
発
行
さ
れ
た
、
記
念
誌
に
多
く
の
卒
業
生
か
ら
激
励
文

を
頂
い
た
。
あ
れ
か
ら
で
も
既
に
20
数
年
に
な
る
。
管
理
職
荏
田
高
校
教
頭
・

平
安
高
校
・
海
老
名
高
校
校
長
を
経
て
退
職
、
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
理

事
長
・
会
長
・
名
誉
会
長
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
と
は
縁
が
あ
っ
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
「
中
メ
ー
ル
・
続
中
メ
ー
ル
・
続
々
中
メ
ー
ル
」
を
１
２
４
回
、
浅
倉
君
の

協
力
で
O
B
会
の
H
P
に
掲
載
し
て
10
年
が
過
ぎ
た
。
ま
た
趣
味
で
描
き

出
し
た
「
水
彩
画
」
も
約
10
年
、
正
式
に
記
録
し
た
作
品
も
約
３
０
０
点
に

達
し
た
。
卒
業
生
の
H
P
（
湘
南
の
画
伯
た
ち
）
に
乗
せ
た
作
品
も
２
０
０

点
ほ
ど
に
な
っ
た
。
色
々
の
節
目
を
迎
え
、い
よ
い
よ｢

喜
寿｣

77
歳
に
な
る
。

そ
こ
で
何
ら
か
の
形
で
ひ
と
区
切
り
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

昨
年
あ
る
会
合
で
サ
ッ
カ
ー
の
講
演
を
頼
ま
れ
、
自
分
の
「
水
彩
画
」
を

8

東京オリンピックプログラム表紙

ス
ク
リ
ー
ン
に
出
し
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
好
評

だ
っ
た
の
で
こ
れ
に
味
を
し
め
「
中
メ
ー
ル
」｢
水
彩
画｣

を
一
つ
に
す
る

手
法
を
使
っ
て
「
自
分
史
」
的
な
も
の
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し

た
。
プ
ロ
の
画
家
で
も
な
く
、
プ
ロ
の
も
の
書
き
で
も
な
い
私
が
、
思
い
つ

き
だ
け
で
や
る
の
は
無
謀
と
い
う
も
の
で
、
ま
し
て
何
も
判
ら
ぬ
老
人
が
一

人
で
粋
が
っ
て
も
無
理
な
話
だ
と
解
か
っ
て
は
い
る
が
。

　

こ
の
話
を
あ
る
酒
席
で
O
B
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
書
く
の
は
恥
ば
か

り
だ
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
は
日
本
一
を
自
認
す
る
プ
ロ
だ
と
思
っ
て
い

る
。」
と
い
う
事
で
実
現
に
動
き
出
し
た
。
内
容
は
あ
く
ま
で
も
77
年
の
節
目

を
迎
え
た
「
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
の
指
導
者
」
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
。
そ

れ
は
古
い
理
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
誰
よ
り
も
日
本
の
教
育
の
原
点
に
た
ち
、

日
夜
苦
労
を
し
な
が
ら
実
践
を
通
し
て
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
、
味
の
あ
る

内
容
に
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
書
い
た
も
の
な
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

大
き
く
分
け
る
と｢

サ
ッ
カ
ー
の
技
術
指
導
に
関
す
る
こ
と｣

「
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
関
す
る
こ
と
」「
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
批
判
」｢

日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
組
織｣

「
ア
マ
チ
ュ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
・
大
学
・
社
会
人
・
高
校
・
女

子
・
少
年
」「
湘
南
高
校
現
役
の
状
況
」「
湘
南
高
校
ス
ペ
イ
ン
遠
征
報
告
」

｢

海
外
の
サ
ッ
カ
ー
事
情｣｢

湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
O
B
の
活
躍｣

「
私

の
生
き
方
」「
健
康
に
つ
い
て
」「
老
後
の
問
題
」「
そ
の
他
」「
中
メ
ー
ル
」

１
２
０
回
分
の
中
か
ら
、
何
回
分
か
を
選
出
、
作
品
約
50
点
、
参
考
資
料
数

点
を
掲
載
し
た
。
尚
O
B
諸
氏
か
ら
の
原
稿
を
数
人
に
お
願
い
し
快
く
引
き

受
け
て
い
た
だ
い
た
。
最
初
に
御
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。

　
　
　
　
　
　

     

鈴
木　

中

9

日本協会功労賞

2010 年　ヨット船上から

2007 年　横浜市内でのスケッチ



1011

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
び
の
寿
を
記
念
し
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2

　
　
　
　
　
　
　
　

私
の
湘
南
高
校
半
世
紀
（
サ
ッ
カ
ー
人
生
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
基
本
の
キ  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

　
　
　
　
　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
物
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

　
　
　
　
　
　
　
　

描
く
楽
し
さ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

　
　
　
　
　
　
　
　

書
く
事
・
描
く
事
の
難
し
さ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

　
　
　
　
　
　
　
　

50
回
の
区
切
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
６
年
の
抱
負
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

　
　
　
　
　
　
　
　

オ
シ
ム
の
サ
ッ
カ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

　
　
　
　
　
　
　
　

本
当
に
サ
ッ
カ
ー
は
面
白
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32

　
　
　
　
　
　
　
　

還
暦
の
祝
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

　
　
　
　
　
　
　
　

脳
の
活
性
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
中
先
生
と
湘
南
高
校
に
捧
げ
る
賛
歌

倉
岡
誠
親
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
寿
に
寄
せ
て

宇
野　

勝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
寿
の
お
祝
い
に
際
し
て

牧
村
英
樹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
41

　
　
　
　
　
　
　
　

半
世
紀
の
付
き
合
い

小
泉
親
昂  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
41

　
　
　
　
　
　
　
　

之
を
楽
し
む
者
に
し
か
ず

飯
田
志
農
夫  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
42

　
　
　
　
　
　
　
　

中
さ
ん
へ
の
手
紙

山
田
仁
夫  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
43

　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
港
に
吹
く
風

植
松
二
郎  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

　
　
　
　
　
　
　
　

祝
喜
寿

関
口　

真  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
45

　
　
　
　
　
　
　
　

45
回
生
還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

浅
倉　

泰  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
先
生
、
喜
寿
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

湯
浅
健
二  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

　
　
　
　
　
　
　
　

中
さ
ん
：
カ
リ
ス
マ
先
生
の
足
練
口
管
？

鈴
木
啓
介  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
47

　
　
　
　
　
　
　
　

中
先
生
の
水
彩
画
を
見
な
が
ら

細
川
周
平  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

　
　
　
　
　
　
　
　

中
さ
ん
の
掌
の
中

関　

佳
史  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

　
　
　
　
　
　
　
　

湘
南
サ
ッ
カ
ー
と
仲
人

沢
田
ミ
ツ
ル  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

　
　
　
　
　
　
　
　

我
が
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
雑
感

水
戸
将
史  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
寿
に
あ
た
っ
て

八
木
啓
太  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

　
　
　
　
　
　
　
　

初
代
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

小
泉
治
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

　
　
　
　
　
　
　
　

人
に
囲
ま
れ
て
生
き
る
こ
と
の
シ
ア
ワ
セ

本
島
玲
子  
…
…
…
…
…
…
…
52

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宮
井
真
純  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
52

10

中
賛
記
、中
祝
記
か
ず
か
ず

蹴
球
を
語
り
、水
彩
を
描
く

11

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
が
、
僕
ら
の
、
夢
だ
っ
た

篠
塚　

毅  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
53

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ペ
イ
ン
遠
征
で
湘
南
生
が
得
る
も
の

篠
塚
貴
志  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
54

　
　
　
　
　
　
　
　

親
子
で
体
験
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部

榊
原
和
久  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ペ
イ
ン
遠
征
の
思
い
出

榊
原
和
洋  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

　
　
　
　
　
　
　
　

俊
邦
の
カ
ミ
サ
ン
か
ら

故
鈴
木
俊
邦
令
夫
人  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

　
　
　
　
　
　
　
　

御
礼

故
山
口
晴
夫
令
夫
人  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
59

　
　
　
　
　
　
　
　

伝
え
る
こ
と
、
継
続
し
て
い
く
こ
と

若
木　

均  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
60

　
　
　
　
　
　
　
　

国
立
を
目
指
す
！

田
村
直
也
…
…
…
…
…
…
…
…
…
61

　
　
　
　
　
　
　
　

文
武
両
道
の
象
徴  

鈴
木
中
先
生
へ
の
感
謝
と
湘
南
サ
ッ
カ
ー
へ
の
期
待

川
井　

陽
一
…
…
…
…
…
…
…
…
61

　
　
　
　
　
　
　
　

出
会
い

小
林
周
太
郎  

…
…
…
…
…
…
…
…
62

　
　
　
　
　
　
　
　

中
先
生
の
喜
寿
に
寄
せ
て

藤
塚
久
雄  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
63

　
　
　
　
　
　
　
　

90
周
年
記
念
祝
賀
会
…
…
…
…
…
…
…
66

　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
と
ア
マ
の
違
い
…
…
…
…
…
…
…
68

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
た
た
び
90
周
年
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
70

　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
雑
感
…
…
…
…
…
…
…
72

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
サ
ッ
カ
ー
の
行
方
…
…
…
…
…
…
…
74

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
０
シ
ー
ズ
ン
…
…
…
…
…
…
…
80

　
　
　
　
　
　
　
　

今
は
昔
…
…
…
…
…
…
…
82

　
　
　
　
　
　
　
　

父
鈴
木
幾
雄　
落
語
家
柳
家
小
さ
ん
師
匠  

…
…
…
…
…
…
…
83

　
　
　
　
　
　
　
　

舌
切
り
雀
の
た
わ
ご
と
…
…
…
…
…
…
…
86

　
　
　
　
　
　
　
　

湘
南
高
校
健
在
な
り
…
…
…
…
…
…
…
88

　
　
　
　
　
　
　
　

現
役
情
報
…
…
…
…
…
…
…
90

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
…
…
…
…
…
…
…
90

　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
」
兄
と
の
関
係
と
感
謝
の
言
葉

鈴
木　

宝
（
実
弟
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
92

　
　
　
　
　
　
　
　

安
堵
、
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す

鈴
木
渥
子
（
妻
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
92

　
　
　
　
　
　
　
　

看
板

鈴
木　

理　
（
長
男
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
93

　
　
　
　
　
　
　
　
「
蹴
球
道
」
三
村
恪
一  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
６
９
年
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会
メ
ン
バ
ー
の
集
い  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
56

　
　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
94

　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
後
記    

相
羽
克
治
／
鈴
木　

中
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
96

興
に
乗
り
、も
っ
と
遠
く
へ        



1213

大船観音　

1961 年 5 月、湘南へ初めて顔を出した時東海道線の車窓から見た景色で「観音様」が妙に印象に残っていた。その後眺
める事が多かったが、絵を描き出して数年後、何とかあのお顔を描いてみたいと挑戦しているが、難しい。

東京駅丸の内口　

私の高校時代 (都立豊多摩高校 )1953年第 31回全国大会（西ノ宮）へ出場、ここで壮行会を開き、夜行列車で大阪へ。
教育大学時代九州、四国、他数回の合宿へ、天皇杯決勝 (広島 )大会へ夜行列車で出発・その他思い出多数あり

蹴
球
を
語
り
、水
彩
を
描
く

　
　
　
　
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
の
こ
と
や

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
な
ど
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サ
ッ
カ
ー
基
本
の
キ

（
中
メ
ー
ル
No・14　

２
０
０
１・11
）1

　

私
が
習
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
基
本
は
デ
ッ
ト
マ
ル
・
ク
ラ
マ
ー
氏
の
ド
イ
ツ

サ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。

　

解
り
や
す
い
ド
イ
ツ
な
ま
り
の
英
語
を
何
回
も
繰
り
返
し
「
足
首
の
固
定
」

を
強
調
し
た
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
の
指
導
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
に
習
っ

た
も
の
を
中
心
に
整
理
し
た
幾
つ
か
を
拾
い
上
げ
て
見
た
。

「
攻
撃
」

○
シ
ュ
ー
ト
を
打
っ
た
瞬
間
、
ゴ
ー
ル
へ
詰
め
ろ
。
打
っ
た
選
手
も
、
フ
ォ
ロ
ー

の
選
手
も
こ
の
習
慣
を
守
れ
。

○
敵
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
内
は
ド
リ
ブ
ル
で
抜
こ
う
と
す
る
こ
と
が
有
効

な
プ
レ
ー
で
あ
る
。
守
る
側
に
P
K
の
恐
れ
あ
り
。　
　
　
　
　

○
ボ
ー
ル
に
ど
れ
だ
け
寄
っ
て
シ
ュ
ー
ト
を
打
て
る
か
が
そ
の
選
手
の「
力
」だ
。

○
ゴ
ロ
の
シ
ュ
ー
ト
は
C
K
が
一
番
防
ぎ
に
く
い
。

○
味
方
エ
ン
ド
で
の
パ
ス
は
味
方
選
手
の
足
元
へ「
簡
単
に
」「
正
確
に
」が
ベ
ス
ト
。

○
得
点
ま
で
の
パ
ス
の
本
数
は
多
く
て
４
～
５
本
く
ら
い
だ
。

○
相
手
ゴ
ー
ル
前
に
つ
め
る
時
は
、
横
一
線
で
は
い
る
な
。
段
違
い
に
な
っ
て

つ
め
て
行
け
。

○
パ
ス
を
貰
う
時
に
大
切
な
事
は
「
タ
メ
」
を
作
る
事
。
ス
ペ
ー
ス
を
生
か
す
た

め
に
。

○
攻
め
の
ス
ピ
ー
ド
は
ゴ
ロ
の
パ
ス
が
一
番
速
い

横浜国際競技場（現日産スタジアム）
2002・日韓共同ワールドカップ決勝会場。この時クラマーさんは77歳。新しい奥様（韓国人）を連れてお二人で観戦に来
られた。決勝はドイツ１－２ブラジルの優勝だった。歴史に残る素晴らしいゲームだった。

○
敵
の
D
F
が
守
る
ゴ
ー
ル
へ
向
い
て
い
て
、
G
K
と
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
へ
と

後
ろ
か
ら
ラ
ス
ト
パ
ス
を
入
れ
る
の
が
一
番
得
点
し
や
す
い
。

○
セ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
・
C
K
の
弱
く
浮
い
た
高
い
ボ
ー
ル
は
カ
ウ
ン
タ
ー
さ
れ

る
事
が
多
い
。

○
低
い
位
置
で
D
F
か
ら
ト
ッ
プ
に
く
さ
び
の
パ
ス
が
ど
れ
だ
け
通
る
か
が
現

代
の
サ
ッ
カ
ー
。

○
前
方
と
横
に
フ
リ
ー
な
味
方
が
い
れ
ば
パ
ス
は
前
方
を
選
べ
。

「
守
備
」

○
マ
ー
ク
し
て
い
る
敵
へ
パ
ス
さ
れ
た
時
、第
一
に
パ
ス
カ
ッ
ト
を
狙
い
、駄
目

な
場
合
次
は
前
を
向
か
せ
な
い
様
に
、そ
れ
が
駄
目
な
ら
ワ
ン
サ
イ
ド
へ
追
う
。

○
大
き
く
ク
リ
ア
ー
で
き
そ
う
な
時
は
、真
上
で
も
良
い
、高
く
蹴
れ
。
時
間
を

稼
げ
。

○
し
っ
か
り
と
マ
イ
ボ
ー
ル
に
す
る
の
が
守
備
の
最
高
の
プ
レ
ー
。
マ
イ
ボ
ー

ル
に
す
る
タ
ッ
ク
ル
も
練
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
守
備
で
、
敵
の
近
く
に
つ
い
て
い
る
時
は
自
分
の
裏
へ
の
パ
ス
に
「
ヤ
マ
」
を

か
け
、
離
れ
て
つ
い
て
い
る
時
は
敵
の
足
元
へ
の
パ
ス
を
狙
う
。

○
少
し
位
の
敵
の
チ
ャ
ー
ジ
で
倒
れ
る
な
。
な
か
な
か
倒
れ
な
い
選
手
は
良
い

選
手
だ
。

○
守
備
で
戻
り
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
方
向
は
味
方
P
K
マ
ー
ク
だ
。

○
味
方
エ
ン
ド
で
サ
イ
ド
を
か
え
る
長
い
パ
ス
は
す
ご
く
危
険
な
パ
ス
で
あ
る
。

○
守
備
で
ボ
ー
ル
を
い
つ
ま
で
も
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
一
番
危
な
い
。

○
敵
の
セ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
や
シ
ュ
ー
ト
に
対
す
る
守
備
は
空
中
で
足
に
当
て
る

技
術
を
練
習
せ
よ
。　

神奈川県協会で講演・参加者と記念写真

2002・6・20・W杯開催中、デットマル・クラマー氏は体育センターを見学しグリーンハウスにも寄り、大変懐かしがら
れ、その後県協会の会議室でお話を聞いた。湘南40回生・矢沢君の作品・鎌倉彫を記念に贈呈した。
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グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
物
語

（
続
々
中
メ
ー
ル
４
月
号　

２
０
０
１・４・１
）1

　

今
回
の
テ
ー
マ
が
「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
物
語
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年

に
入
り
善
行
雑
学
大
学
か
ら
、
表
題
の
冊
子
が
刊
行
さ
れ
私
の
手
元
に
送
ら

れ
て
き
た
。
こ
の
冊
子
に
つ
い
て
の
説
明
は
長
く
な
る
の
で
省
く
が
、
内
容

は
戦
前
の
名
門
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
歴
史
が
中
心
で
、
戦
後
神
奈

川
県
の
体
育
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
合
宿
所
と
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
使
わ
れ
て
き

た
歴
史
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

今
は
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
長
沼
・
平
木
・
コ
ン
ビ
で
ク
ラ
マ
ー
氏
の
サ
ッ
カ
ー

を
後
世
に
伝
え
て
き
た
功
績
は
大
き
い
。
藤
沢
の
体
育
セ
ン
タ
ー
・
グ
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
で
、
ク
ラ
マ
ー
監
督
に
よ
る
日
本
代
表
（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

最
初
の
合
宿
が
行
わ
れ
た
の
が
１
９
６
０
年
だ
っ
た
と
思
う
。
当
時
は
現
在

の
教
育
セ
ン
タ
ー
の
あ
た
り
が
グ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
。
当
時
を
偲
ぶ
サ
ッ
カ
ー

の
話
が
こ
の
冊
子
に
幾
つ
か
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

私
の
記
憶
の
中
に
あ
る
の
が
、
１
９
６
１
年
日
本
代
表
の
合
宿
の
時
、
毎

日
、
藤
沢
本
町
の
氷
屋
で
大
き
な
氷
を
買
っ
て
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
だ
事
、
当

時
初
め
て
練
習
後
の
ア
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
こ
と
、
怪
我
人
の
打
撲
や

捻
挫
を
直
ぐ
冷
や
し
た
こ
と
だ
。

　

そ
の
時
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
達
で
思
い
出
す
の
が
、
長
沼
、
岡
野
、
平
木
、

八
重
樫
氏
ら
の
顔
で
あ
る
。

グリーンハウス正面

1962 年・東京オリンピックの準備でサッカー日本代表が合宿をした時に使用した合宿所である。数々の思い出があるが、
古い芝生のグランドで湘南高校が冬の選手権大会に優勝をして2回も神奈川県代表になった記憶は忘れがたい。

　

１
９
７
０
年
代
は
、
神
奈
川
県
国
体
選
抜
選
手
の
合
宿
で
よ
く
使
わ
せ
て

も
ら
っ
た
。
そ
し
て
湘
南
高
校
の
夏
の
合
宿
で
も
何
回
も
お
世
話
に
な
っ
た
。

ま
た
湘
南
の
学
校
行
事
の
「
陸
上
競
技
大
会
」
で
は
、
必
ず
陸
上
競
技
場
を

使
用
し
、
管
理
棟
に
な
っ
た
「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
」
を
利
用
し
た
。
こ
の
中

に
入
っ
て
い
る
「
食
堂
の
玉
屋
さ
ん
」
の
先
代
の
オ
ヤ
ジ
さ
ん
と
は
長
い
お

付
き
合
い
で
あ
っ
た
。
又
管
理
人
の
オ
ジ
サ
ン
と
も
お
付
き
合
い
が
長
か
っ

た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
記
憶
に
残
る
の
は
、
１
９
８
１
年
「
昭
和
５
６
年
全
国

総
合
体
育
大
会
」
を
神
奈
川
県
で
開
催
し
た
折
、
サ
ッ
カ
ー
の
事
務
局
を
こ

の
「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
」
に
置
き
、数
ヶ
月
間
準
備
の
為
こ
こ
で
仕
事
を
し
た
。

こ
の
年
は
勝
沢
監
督
率
い
る
清
水
東
高
校
が
強
く
、
多
く
の
優
秀
選
手
を
そ

ろ
え
優
勝
し
た
が
、
こ
の
時
三
ツ
沢
で
初
の
ナ
イ
タ
ー
を
実
施
し
た
と
い
う

懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
建
物
を
描
く
だ
け
で
、
沢
山
の
思
い
出
と
「
物
語
」

が
あ
る
。
私
の
描
く
作
品
に
も
歴
史
物
語
が
あ
り
、
沢
山
の
思
い
出
が
甦
っ

て
く
る
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
に
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
。
毎

日
T
V
で
放
映
さ
れ
る
、
地
震
と
津
波
の
生
々
し
い
記
録
、
加
え
て
福
島

原
発
の
大
惨
事
、
何
を
見
て
も
痛
ま
し
い
事
ば
か
り
、
こ
の
年
寄
り
が
何
を

す
れ
ば
良
い
の
か
、
思
い
悩
み
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
せ
な
い
の
が
悲
し
い

が
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
何
と
か
早
く
復
興
で
き
る
事
を
祈
り
、
亡
く
な
ら

れ
た
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

グリーンハウス南側　

こちらの景色は神奈川県国体選抜チームの合宿、湘南高校の夏の合宿の記憶が甦ってくる。二段ベットの4人部屋の宿泊所
お粗末な部屋だったが当時は何も不満を言うものも無く気持ちよく宿泊できたと思っている。
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描
く
楽
し
さ

（
中
メ
ー
ル
No・47　

２
０
０
４・６
・22
）1

　

標
題
に
生
意
気
な
題
名
を
つ
け
た
が
、
最
近
時
間
に
余
裕
が
出
来
た
の
で

少
し
下
手
な
絵
を
描
き
だ
し
た
。
別
に
絵
心
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

描
き
出
す
と
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
い
し
、
集
中
で
き
る
。
下
手
の
横
好

き
と
言
う
奴
で
、
何
も
解
ら
ず
夢
中
で
描
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
う
ち
に
挫

折
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
訳
で
最
近
は
地
方
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
行
く
と
、
絵
に
な
り
そ
う

な
場
所
を
探
し
て
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
く
る
。
先
日
も
関
東
高
校
サ
ッ
カ
ー

大
会
が
栃
木
県
で
あ
っ
た
の
で
、
朝
早
く
散
歩
を
し
て
、
絵
に
な
る
場
所
を

探
し
て
描
い
て
き
た
。（
こ
れ
か
ら
は
も
う
少
し
本
格
的
に
描
い
て
み
た
い
）

今
回
の
本
題
は
絵
の
話
よ
り
関
東
大
会
の
話
で
あ
る
。

　

さ
て
関
東
高
校
大
会
も
今
年
で
47
回
に
な
る
が
昭
和
33
年
に
私
が
大
学
を

出
た
時
に
始
ま
っ
た
大
会
で
９
０
％
近
く
付
き
合
っ
て
き
た
大
会
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
る
「
栄
光
の
記
録
」
を
見
る
と
、
浦
和
市
立
、
習
志
野
、

浦
和
南
、
古
河
一
、
帝
京
、
市
立
船
橋
、
優
勝
常
連
高
、
の
中
に
湘
南
の
名

前
も
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。

　

そ
し
て
出
場
回
数
も
７
回
・
優
勝
１
回
・
準
優
勝
１
回
の
記
録
は
す
ば
ら

ひょうたん駅（御殿場線・上大井駅）

2008年初期の作品で何も解らず、天気の良い日は出かけて描くのが楽しい時期だった。友人の住む御殿場線の無人駅 ｢上
大井駅 ｣別名 ｢ひょうたん駅 ｣とも呼ばれ、駅構内に瓢箪棚があり、見事な瓢箪がぶら下がっていた。懐かしい景色である。

し
い
。
こ
の
大
会
も
回
を
重
ね
、
時
代
の
流
れ
か
ら
随
分
と
変
化
し
て
き
た
。

特
に
今
年
は
定
着
し
て
き
た
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
と
の
関
係
で
、
チ
ー
ム
事
情
、

県
内
予
選
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
等
で
必
ず
し
も
そ
の
県
の
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
が
出
場
し
て
い
な
い
県
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

大
会
の
発
展
に
つ
い
て
高
体
連
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
解
ら
な

い
が
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
て
上
に
繋
が
ら
な
い
大
会
な
の
だ
か
ら
、
各

県
の
２
番
手
チ
ー
ム
を
集
め
て
大
会
を
盛
り
上
げ
る
の
も
一
つ
の
方
法
か
も

し
れ
な
い
。
以
前
各
県
代
表
４
校
で
大
会
を
開
催
し
た
時
代
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
時
も
同
じ
ね
ら
い
が
あ
っ
た
様
に
記
憶
し
て
い
る
。

　

結
果
は
準
決
勝
、桐
光
０
対
１
前
商
、流
経
大
柏
Ⅰ
対
０
佐
野
日
大
、決
勝
、

前
商
対
流
経
、
で
流
経
の
優
勝
で
終
わ
っ
た
が
、
か
な
り
高
校
生
の
試
合
と

し
て
は
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
神
奈
川
県
代
表
の

桐
光
学
園
は
対
帝
京
戦
、
対
市
立
船
橋
戦
の
２
試
合
は
良
い
試
合
を
や
っ
て

い
た
の
で
高
く
評
価
出
来
る
だ
ろ
う
。

相模線入谷駅から大山を望む

こちらも相模線 (茅ヶ崎～橋本 )の無人駅 (入谷駅 )前、駅舎の向こうに大山が見え、田んぼの畦道からのスケッチは楽しかっ
た。稲藁のつみ重ねてあるものを、土地の農家の方が教えてくれた名は「いなむら」とこの辺では言っていた。これも懐か
しい景色である。
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書
く
事・描
く
事
の
難
し
さ

（
中
メ
ー
ル
No・31　

２
０
０
３
・２・20
）1

　

毎
度
下
手
な
文
章
を
載
せ
て
い
る
が
、
我
な
が
ら
い
つ
も
反
省
ば
か
り
だ
。

モ
ノ
を
書
く
の
は
本
当
に
難
し
い
。
私
の
よ
う
に
文
才
が
無
く
、
語
彙
も
豊

で
な
い
人
間
が
こ
の
様
な
文
章
を
書
く
の
は
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
こ
と
し
き
り
だ
。
特
に
「
H
P
」
は
世
界
へ
発
信
さ
れ
、

知
人
や
教
え
子
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
全
く
知
ら
な
い
人
に
見
ら
れ
て
い
る
と

思
う
と
冷
や
汗
が
出
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
れ
だ
け
責
任
あ
る
モ
ノ
だ
と
思
う
と
筆
が
進
ま
な
く
な
る
。
O
B
の

Y
氏
の
よ
う
に
次
か
ら
次
へ
と
横
文
字
が
出
て
き
て
難
解
な
文
章
表
現
で

売
っ
て
い
る
の
も
「
プ
ロ
の
モ
ノ
書
き
」
は
凄
い
な
と
も
思
う
し　

ほ
と
ほ

と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
が
、
こ
ち
と
ら
別
に
銭
を
貰
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
と
割
り
切
っ
て
何
と
か
筆
を
進
め
て
い
る
。
氾
濫
す
る
「
カ
タ
カ
ナ
語
」

と
言
わ
れ
て
い
る
が
次
の
文
章
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村
俊
輔
に
つ
い
て
H
P
の
一
節　

（
シ
ン
プ
ル
）
な
展
開
（
パ
ス
プ
レ
ー
）
と
勝
負
（
プ
レ
ー
）
の
（
バ
ラ
ン
ス
）

広
い
動
き
が
噛
み
合
い
始
め
た
俊
輔　

今
の
（
レ
ッ
ジ
ー
ナ
）
で
は
（
コ
ア

プ
レ
ー
ヤ
ー
）
の
一
人
で
す
。
ま
あ
（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
貢
献
度
で
は
最
終

勝
負
（
シ
ー
ン
）
で
の
（
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）
や
（
ア
タ
ッ
ク
）
な
ど
大
き

キングの塔（神奈川県庁）

この作品が私の絵を本格的に描こうとする大きなきっかけとなった。（石坂浩二の三塔物語、開港150記念展覧会）へ出品
して ｢優秀賞 ｣を頂いた。

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

只
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
書
い
た
も
の
で
「
サ
ッ
カ
ー
人
」
の
参
考
に
な
る
も

の
は
殆
ど
な
い
と
言
う
事
。
ま
し
て
や
テ
レ
ビ
で
解
説
し
て
い
る
人
種
は
殆

ど
タ
レ
ン
ト
の
部
類
で
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
い
る
人
達
「
コ
ー
チ
」
に
対
し

て
は
参
考
に
な
る
話
な
ど
全
く
聞
け
な
い
と
言
う
現
実
を
見
る
と
、
何
か
参

考
に
な
る
事
を
少
し
で
も
書
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
来
る
。
そ
の

程
度
の
も
の
だ
と
理
解
し
て
下
さ
い
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
「
倉
岡
先
生
」
昭
和
40
年
代
に
湘
南
高
校
定
時
制
に

お
ら
れ
て
O
B
の
何
人
か
サ
ッ
カ
ー
を
教
わ
り
、
当
時
講
師
で
「
相
工
大

附
属
」
に
行
か
れ
サ
ッ
カ
ー
部
を
作
っ
た
方
。
そ
の
後
出
身
地
の
広
島
に
帰

え
ら
れ
て
、
母
校
「
舟
入
高
校
」
で
定
年
退
職
さ
れ
た
。
懐
か
し
い
先
生
の

作
品
で
す
。（
30
・
31
ペ
ー
ジ
他
参
照
）

　

彼
は
「
版
画
」「
水
彩
画･

油
絵
」
が
専
門
で
、
広
島
の
県
展
で
何
度
か

優
秀
賞
を
頂
い
て
い
る　

プ
ロ
顔
負
け
の
先
生
で
す
。
１
昨
年
退
職
記
念
で

「
個
展
」
を
開
か
れ
た
の
で　

わ
ざ
わ
ざ
広
島
ま
で
行
っ
て
見
て
き
ま
し
た

が
、
さ
す
が
、
と
感
心
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
は
私
も
密
か
に
「
絵
」
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
が　

こ
ち
ら
も
奥
が
深

く
て
ま
だ
ま
だ
で
す
。
彼
の
作
品
と
私
の
「
駄
作
」
と
比
較
し
て
貰
え
れ
ば

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

ジャックの塔（開港記念会館）
2007・11・22・同じくこの時に描いた作品であるが、後から見ると本当に雑で素人丸出しの作品である。只あまり余計な
知識もなく怖いもの知らずで描くタッチは後から見るとそれなりに魅力のある作品だとも言える。



2223

50
回
の
区
切
り

（
中
メ
ー
ル
No・50　

２
０
０
４・10・10
）1

　

２
０
０
１
年
17
回
・
２
０
０
２
年
・
10
回
・
２
０
０
３
年
・
12
回
・

２
０
０
４
年
・
11
回
で
こ
の
メ
ー
ル
も
50
回
に
な
っ
た
。「
湘
南
高
校
の
現

役
の
様
子
」
を
中
心
に
、
神
奈
川
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
、
国
体
の
こ
と
、
日
本

の
サ
ッ
カ
ー
、
世
界
の
サ
ッ
カ
ー
、
技
術
論
を
主
に
言
い
た
い
こ
と
を
並
べ

て
き
た
。
そ
し
て
最
近
は
個
人
的
な
「
絵
画
の
世
界
」
ま
で
発
展
し
た
。

　

２
０
０
１
年
・
5
月
に
書
き
始
め
た
「
中
メ
ー
ル
」
も
50
回
年
を
迎
え
、

此
処
で
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
少
し
休
ま
せ
て
貰
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

本
心
は
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
た
い
の
だ
が
、
別
紙
に
50
回
の
内
容
を
ま
と
め

て
み
た
が
な
か
な
か
バ
ラ
イ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
結
構
O
B
に
も
読
ん
で
い

た
だ
き
色
々
反
応
が
あ
る
の
で
、
取
り
敢
え
ず
休
刊
と
し
た
い
。

　

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
事
情
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
、
現
職
の
「
サ
ッ

カ
ー
協
会
・
会
長
」
の
立
場
か
ら
現
実
を
逸
脱
し
た
事
も
書
け
な
い
の
で
、

色
々
苦
労
し
て
い
る
。
即
ち
親
元
の
「
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
」
が
急
速
に
変

化
す
る
の
で
、
つ
い
て
行
く
の
が
大
変
で
あ
る
。

　

大
学
卒
業
後
も
京
都
の
大
学
で
毎
日
「
筋
電
図
」
を
眺
め
「
キ
ネ
シ
オ
ロ

ジ
ー
」
の
世
界
に
首
を
突
っ
込
み
キ
ッ
ク
の
分
析
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
勉
強

グッゲンハイム美術館（スペイン ･ ビルバオ市内）

スペインのバスクが誇る、何とも馬鹿でかい、スケールの大きな建物とピカソを中心の抽象的、前衛派、の作品展示、訳の
解らないものばかりだったが、何となく気持ちはスカッとした。

し
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
書
を
仲
間
と
一
緒
に
執
筆
し
た
の
が
昭
和
34
年

だ
っ
た
。
そ
ん
な
経
験
を
通
し
て
学
ん
だ
物
を
湘
南
に
赴
任
し
て
現
場
に
生

か
し
始
め
た
の
が
昭
和
36
年
に
な
る
。

　

未
だ
そ
の
頃
は
神
奈
川
の
高
校
も
参
加
校
が
24
～
36
チ
ー
ム
だ
っ
た
と

思
う
。
サ
ッ
カ
ー
の
専
門
家
も
２
、３
人
で
全
て
私
一
人
で
運
営
し
て
き
た
。

審
判
・
技
術
・
大
会
運
営
全
般
⁝
試
合
も
W
・
M
シ
ス
テ
ム
を
殆
ど
の
学

校
が
や
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
代
に
始
め
て
４
人
バ
ッ
ク
で
ス
イ
ー
パ
ー
を

置
い
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
昭
和
40
年
に
関
東
大
会
で
優
勝
し
た
。
あ
れ
か

ら
40
年
経
ち
高
校
サ
ッ
カ
ー
も
随
分
と
様
変
わ
り
し
た
。

　

今
年
は
３
月
に
現
役
と
一
緒
に
ス
ペ
イ
ン
遠
征
に
参
加
し
て
、
あ
の
バ
ス

ク
地
方
独
特
の
「
ア
ス
レ
チ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ル
バ
オ
」
の
純
血
主
義
・
１
０
０

年
の
伝
統
「
お
ら
が
サ
ッ
カ
ー
」
を
見
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ッ
カ
ー

の
本
質
を
垣
間
見
て
来
た
。
湘
南
高
校
の
生
徒
に
は
こ
の
経
験
は
凄
い
財
産

に
な
っ
た
と
確
信
し
て
帰
っ
て
き
た
。

　
「
百
聞
は
一
見
」
見
る
事
・
経
験
す
る
事
・
湘
南
高
校
生
徒
の
将
来
を
考

え
て
、
こ
の
遠
征
は
隔
年
で
あ
っ
て
も
継
続
さ
せ
た
い
事
業
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
後
６
月
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
ま
で
行
き
「
ユ
ー
ロ
２
０
０
４
」
準
決

勝
を
観
戦
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
ッ
カ
ー
１
０
０
年
の
歴
史
を
理
解
出
来
た
よ

う
な
気
が
し
て
い
る
。

アスレチック ･ ビルバオ練習用グランド（ビルバオ郊外）

バスクが誇る100年以上もスペインリーグ1部を堅持し、優勝8回が自慢のアスレチックビルバオの素晴らしい練習グラ
ンド（天然芝5面、人工芝2面）
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選手宿舎（スペイン・ビルバオ郊外）

静かな田舎町にある、いわゆるスポーツシューレ（気の利いた合宿所）
気持ちの良い快適な１週間の合宿生活が出来た。

プレンシア ･ 豪邸（スペイン ･ ビルバオ郊外）

この町の川沿いの屋敷は大変ゴージャスな家ばかりが立ち並んでいた。
(日本の逗子、葉山、鵠沼 )を思わせる大西洋 ･カンタブリア海に面した港町。



2627

２
０
０
６
年
の
抱
負

（
中
メ
ー
ル
No・８　

２
０
０
６
・１・１
）1

﹁
生
涯
サ
ッ
カ
ー
人
・
指
導
者
・
コ
ー
チ
﹂

﹁
良
い
指
導
者
の
出
現
を
願
っ
て
﹂

　

私
の
宝
物
の
一
つ
に
１
冊
の
本
が
あ
る
。「
昭
和
36
年
発
行
・
学
芸
出
版

社
・
京
都
市
」、「
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
新
体
育
ス
ポ
ー
ツ
選
書
６
・
サ
ッ

カ
ー
」
著
者
・
竹
内
京
一
（
協
力
・
瀬
戸
進
・
田
辺
喬
・
鈴
木
中
）
と
な
っ

て
い
る
が
、
殆
ど
は
大
学
の
同
窓
（
東
京
教
育
大
学
）
の
３
人
で
原
稿
を
書

い
た
記
憶
が
あ
る
。
京
都
市
内
の
喫
茶
店
で
毎
週
会
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
議
論
し
て
書
き
上
げ
た
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
。

　

教
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
時
期
に
大
先
輩
竹
内
先
生
（
京
都
学
芸

大
学
教
授
）
の
指
導
の
も
と
に
夢
中
で
研
究
し
燃
え
て
い
た
時
に
書
い
た
こ

の
本
は
、
今
に
し
て
思
え
ば
た
い
し
た
物
で
も
な
い
が
、
そ
の
時
の
情
熱
を

思
う
と
胸
が
熱
く
な
っ
て
く
る
。
京
都
大
学
の
生
理
学
の
研
究
室
で
筋
電
図

の
機
械
と
取
り
組
み
、
人
体
解
剖
を
見
学
し
て
、
筋
肉
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
勉

強
し
、
キ
ッ
ク
で
使
う
筋
肉
は
？
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
と
は
何
か
？
を
毎
日
の

よ
う
に
夜
遅
く
ま
で
議
論
し
た
時
代
だ
っ
た
。

　

指
導
者
の
資
質
を
問
う
時
、
最
近
は
何
か
ラ
イ
セ
ン
ス
だ
け
が
先
走
り
し

京
都
時
代
の
出
版
物(

昭
和
36
年
発
刊)

大
学
卒
業
後
直
ぐ
に
京
都
へ
赴
任
（
昭
和
33
〜
36
年
）
3
人
の
仲
間
と
書
い
た
苦
心

の
作
品
。
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
に
教
わ
っ
た
全
て
が
中
心
で
あ
っ
た
。
加
え
て
筋
電
図
や

ら
分
解
写
真
や
ら
今
に
し
て
思
う
と
本
当
に
若
き
日
の
旺
盛
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
た

と
思
う
。

て
、
手
先
の
方
法
論
ば
か
り
を
論
じ
て
い
る
様
な
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
来
は
そ
の
人
の
持
つ
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
情
熱
と
か
ビ
ジ
ョ
ン
、
人
間
性

か
ら
来
る
哲
学
が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
指
導
力
が
コ
ー
チ
の
資
質
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
私
の
尊
敬
す
る
指

導
者
（
３
名
）
の
名
前
を
あ
げ
て
見
た
。

　

先
ず
思
い
出
さ
れ
る
の
が
京
都
に
赴
任
し
た
時
（
昭
和
33
年
・
紫
光
ク
ラ

ブ
監
督
と
し
て
）
指
導
を
受
け
た
、
前
述
し
た
竹
内
京
一
先
生
（
現
在
82
歳

お
元
気
）
湘
南
に
赴
任
し
た
時
（
昭
和
37
年
）
に
お
会
い
し
た
デ
ッ
ド
マ
ル
・

ク
ラ
マ
ー
氏（
今
年
で
80
才
）。
現
在
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
技
術
委
員
、

現
役
の
三
村
恪
一
氏
（
現
厚
木
マ
ー
カ
ス
・
コ
ー
チ
）
こ
の
３
方
が
３
指
に

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
お
三
方
と
も
に
ビ
ジ
ョ
ン
と
哲
学
の
あ
る
情
熱
家
で
あ
り
、

確
固
た
る
信
念
を
持
っ
た
理
論
家
で
も
あ
る
。

　

さ
て
そ
の
本
「
サ
ッ
カ
ー
の
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
」
に
つ
い
て
、
取
り
た
て

て
ど
う
と
言
う
内
容
で
は
無
い
が
、
40
年
以
上
も
前
に
取
り
組
ん
で
書
き
上

げ
た
物
と
し
て
は
非
常
に
立
派
だ
と
も
思
う
し
、
何
よ
り
も
現
代
サ
ッ
カ
ー

に
十
分
通
用
す
る
内
容
で
あ
る
事
も
褒
め
た
い
と
思
う
。
当
時
は
サ
ッ
カ
ー

の
技
術
を
目
で
見
る
物
が
何
も
無
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
議
論
し
て

書
き
上
げ
た
若
き
指
導
者
の
姿
勢
と
情
熱
が
こ
の
本
を
見
る
度
に
伝
わ
っ
て

く
る
。「
私
の
一
冊
の
宝
物
で
あ
る
」

本：「サッカー」中ページ

サ
ッ
カ
ー
「
本
の
内
容
と
紹
介
」

基
礎
技
術
・
応
用
技
術
・
ゲ
ー
ム
・
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
私
は
基
礎
技
術
を
担
当

し
た
と
思
う
。
半
世
紀
も
前
の
話
で
記
憶
が
薄
れ
て
い
る
が
、中
心
は﹁
正
し
く
蹴
る
、

正
確
に
止
め
る
、
相
手
の
逆
を
取
る
、﹂
が
ボ
ー
ル
扱
い
の
基
本
で
あ
る
と
言
う
、
ク

ラ
マ
ー
の
教
え
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
親
切
な
パ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
、

シ
ョ
ー
ト
、
ロ
ン
グ
、
の
組
み
合
わ
せ
、
4
対
２
、
5
対
2
、
の
パ
ス
練
習
、
ス
ル

ー
パ
ス
の
出
し
方
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ボ
ー
ル
の
質
と
か
走
る
姿
勢
、
ス
テ
ッ
プ
、
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
な
ど
、
き
め
細
か
く
基
本
の
キ
を
強
調
し
、
こ
れ
は
現
代
サ
ッ
カ

ー
に
も
通
じ
る
理
論
だ
と
も
言
え
る
。特
に
私
は
現
代
サ
ッ
カ
ー
の﹁
ク
サ
ビ
の
パ
ス
﹂

の
出
し
方
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
そ
の
当
時
か
ら
苦
心
し
て
き
た
事
が
う
か
が
え

る
。
そ
し
て
蹴
ら
れ
た
ボ
ー
ル
の
質
が
﹁G

ood

﹂
か
ど
う
か
が
サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味

だ
と
思
っ
て
い
る
。(

最
近
の
基
礎
技
術
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
か
？)　
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オ
シ
ム
の
サ
ッ
カ
ー

（
続
中
メ
ー
ル
No・21　

２
０
０
７
・７
・７
）1

　

今
回
は
７
が
３
つ
並
ん
だ
め
で
た
い
日
で
あ
る
。
何
か
良
い
こ
と
が
あ
れ

ば
等
と
考
え
る
。

　

ど
う
も
年
の
せ
い
か
そ
ん
な
事
が
気
に
な
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
周
り

を
見
渡
す
と
バ
タ
バ
タ
と
サ
ッ
カ
ー
の
仲
間
が
亡
く
な
ら
れ
る
。
そ
し
て
病

で
倒
れ
る
話
が
多
く
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
湘
南
O
B
・
ペ
ガ

サ
ス
の
70
歳
以
上
が
元
気
に
蹴
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
感
心
し
て
い
る
。
す
ご

い
事
で
あ
る
。

　

６
月
末
に
湘
南
高
校
44
回
生
合
同
・
同
期
会
が
卒
業
後
38
年
ぶ
り
に
行
わ

れ
た
。
百
数
十
名
の
盛
大
な
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
担
任
で
も
無
い
私
が
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
既
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
先
生
が
「
石
井
（
ポ
ケ
サ
ン
・

数
学
）・
栗
原
（
ク
リ
さ
ん
・
国
語
）・
松
山
（
物
理
）」
の
３
名
、
同
期
の

生
徒
が
10
数
名
も
い
た
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。「
合
掌
」　

幸
い
に
サ
ッ
カ
ー

部
の
同
期
生
は
（
桑
本
・
主
将
、
小
泉
治
子
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
他
・
坂
部
・

小
杉
・
本
庄
・
橋
本
・
溝
口
・
・
・
）
皆
元
気
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

さ
て
本
題
に
入
る
が
「
オ
シ
ム
・
サ
ッ
カ
ー
」
に
つ
い
て
、
彼
の
色
々
な

言
語
録
、
ス
ピ
ー
チ
、
ユ
ー
モ
ア
、
な
ど
な
ど
真
意
は
何
処
に
あ
る
か
直
接

話
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
私
が
感
じ
た
ま
ま
を
書
い
て
み
た
い
。
基
本

YCAC グラｳンド（横浜外国人クラブ）とクラブハウス

筑波大学と YCAC の交歓定期戦が 107 回になる（２０１１・４）明治から 100 年以上も続いている、歴史あるサッカー日
本一の定期戦である。昨年から人工芝になりこれからも益々活発になり続いていくよう努力したい。

的
に
は
「
相
手
よ
り
早
く
、
大
き
く
・
質
の
良
い
動
き
」「
競
り
合
い
に
負

け
る
な
」
そ
し
て
「
パ
ス
で
崩
せ
」。
チ
ー
ム
の
総
合
力
で
相
手
を
上
回
わ

れ
ば
良
い
の
で
、
個
人
の
ス
タ
ー
は
い
ら
な
い
。
独
断
的
指
導
法
か
？

　

こ
の
よ
う
に
書
く
と
40
数
年
前
か
ら
湘
南
生
に
言
い
続
け
て
き
た
私
の

サ
ッ
カ
ー
と
レ
ベ
ル
が
違
っ
て
も
本
質
は
同
じ
よ
う
な
気
が
す
る
。
一
番
の

共
通
点
は
シ
ュ
ー
ト
場
面
で
フ
リ
ー
な
味
方
が
い
れ
ば
パ
ス
を
せ
よ
、
い
な

け
れ
ば
勝
負
す
る
。
即
ち
サ
ッ
カ
ー
の
原
理
原
則
を
大
事
に
す
る
。
こ
の
思

想
は
彼
の
サ
ッ
カ
ー
の
基
本
で
あ
り
本
質
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
は

サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
オ
シ
ム
・
サ
ッ
カ
ー
」
は
多
分
選
手
に
は
嫌
が
ら
れ
る
、厳
し
さ
と
、理
論
、

規
律
、
を
最
重
点
に
置
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
タ
イ
ル
だ
と
す
れ
ば
、
湘
南
の

サ
ッ
カ
ー
も
合
い
通
じ
る
と
こ
ろ
が
有
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
南
米
型
の

ジ
ー
コ
ス
タ
イ
ル
は
湘
南
向
き
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
事
を
感
じ
な

が
ら
、
現
役
は
次
の
チ
ー
ム
に
変
わ
る
為
の
準
備
に
入
り
、
間
も
な
く
冬
の

選
手
権
一
次
予
選
が
始
ま
る
。

　

何
れ
も
ス
ケ
ッ
チ
は
現
場
で
、
仕
上
げ
は
家
で
、
最
近
は
「
デ
ジ
カ
メ
」

の
力
で
現
場
の
再
現
が
出
来
る
の
で
、
う
き
う
き
と
「
お
絵
描
き
」
を
楽
し

ん
で
い
る
。
絵
は
現
場
で
描
か
な
け
れ
ば
と
言
わ
れ
る
先
生
が
多
い
が
、
私

は
あ
ま
り
こ
だ
わ
っ
て
は
い
な
い
が
、「
倉
岡
さ
ん
」
の
絵
は
さ
ら
っ
と
、

現
場
で
描
い
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
あ
る
。

参考作品（倉岡氏作） 砂浜　湘南海岸　1975 年　Ｆ 50 号油彩

辻堂在住時代、湘南海岸が好きでよく散策。この砂浜をモチーフとして広島県美展に10回出品（入選）した中の一点。
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箱根湯本早川の紅葉、

紅葉は今が一番といわれた11月中旬、色付いた山並みを背景に描いていて「日本の秋」を感じた。出来上がった作品を
海外にいる教え子達に送ってやろう、などと思いながら筆を進めた。遠くに見える山並みの紅葉、足元を流れる早川のせ
せらぎが美しかった。

白樺湖スキー・宿舎

昨年の冬（2008年）何１０年振りかでスキーに出掛けた。最近はスキーも短くなり、老人には非常に扱い易くなった。
ゲレンデはがらがら、滑るのも楽しい、滑った後の、温泉良し、酒良し、・・全て気分爽快、良い作品が描ける。
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乗鞍スキー場・ログハウス

宿舎前のレストランで孫達と楽しい昼食、スキーよりアフターの乗鞍温泉での休養は何と言っても楽しい一時であった。

上野岩崎邸

湘南高校、PTA、OBの［ ひばり会 ］と言う年寄りの集まりで、旅行を計画している。今回は上野の岩崎邸の見学だった。
久し振りにお付き合いしたが、モチーフとしてこの建物が素晴らしかったので、皆さんが見学中にスケッチを楽しんだ。
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参考作品（倉岡氏作）　サン・マロ　フランス　　ペン・水彩

昔は港として栄え、現在はリゾート地として有名なサン・マロ。ホテル前の砂浜からの夕日。城壁がシルエットに見え感動
のひと時。

参考作品（倉岡氏作）　モン・サン・ミッシェル　フランス　竹ペン・水彩

海の中の岩山にそびえ立つ修道院。人気の高い世界遺産。この絵は堤防の途中から見た景観。江の島とイメージが重なり合う。
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本
当
に
サ
ッ
カ
ー
は
面
白
い

（
続
中
メ
ー
ル
No・33　

２
０
０
８
・７
・７
）1

　

ユ
ー
ロ
２
０
０
８
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
大
会
）
を
今
年
は
全
て
の
試
合

を
T
V
観
戦
し
た
。
誰
も
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
。
何
で
こ
ん
な
に
面
白

い
の
か
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
面
白
い
け
れ
ど
、
ま
た
違
っ
た
楽
し
さ
を
味

わ
え
る
事
が
で
き
る
。
一
口
で
は
言
い
切
れ
な
い
が
「
歴
史
と
伝
統
に
培
わ

れ
た
、
サ
ッ
カ
ー
文
化
」
が
あ
り
「
お
国
柄
」
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

只
サ
ッ
カ
ー
の
高
度
な
技
術
に
プ
ラ
ス
さ
れ
た
国
民
性
と
か
歴
史
と
言
っ

て
も
解
か
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
う
が
、高
度
な
戦
術
の
中
に
含
ま
れ
る
「
ヒ

デ
ン
グ
魔
術
」
の
よ
う
な
監
督
采
配
あ
り
、
過
去
の
国
と
国
の
戦
争
に
纏
わ

る
歴
史
が
あ
り
、
リ
ー
グ
戦
の
戦
い
方
と
一
発
勝
負
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
方
式

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
戦
い
方
も
あ
る
。
南
米
や
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
等
が
入

ら
な
い
か
ら
面
白
い
と
言
う
見
方
も
あ
る
。

　

予
選
リ
ー
グ
で
の
戦
い
方
か
ら
、
群
を
抜
い
て
い
た
、
オ
ラ
ン
ダ
が
１
対

３
ロ
シ
ア
に
敗
れ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
１
対
１
ト
ル
コ
に
P
K
で
破
れ
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
が
２
対
３
ド
イ
ツ
に
破
れ
、
イ
タ
リ
ヤ
０
対
０
ス
ペ
イ
ン
は
P
K

で
ス
ペ
イ
ン
が
ベ
ス
ト
４
に
上
が
っ
た
。
準
決
勝
は
ト
ル
コ
対
ド
イ
ツ
、
ロ

シ
ア
対
ス
ペ
イ
ン
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
た
色
々
の
意
味
で
面
白
さ
、
興
味
深

さ
が
あ
る
歴
史
に
残
る
試
合
に
な
っ
た
。

サンティティエンヌ駅（パリ、リオン経由 ･ ３時間）

フランスリーグ観戦の地（この地元チームに松井大輔選手が活躍していた）サンティエンヌはプラティニがプロになった
チーム。

　

準
決
勝
の
結
果
は
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
が
勝
ち
あ
が
り
順
当
と
言
え
ば
そ

の
通
り
だ
が
、
ド
イ
ツ
は
ト
ル
コ
に
３
対
２
で
実
力
を
見
せ
付
け
、
ミ
ラ
ク

ル
タ
ー
キ
ー
も
此
処
ま
で
だ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
ロ
シ
ア
に
３
対
０
で
完
勝
、

パ
ス
で
崩
し
、
い
な
し
て
ス
ル
ー
パ
ス
か
ら
シ
ュ
ー
ト
の
得
点
で
、
監
督
の

采
配
も
見
事
に
当
た
り
、
魔
術
師
ヒ
デ
ン
グ
の
ロ
シ
ア
も
完
敗
で
散
っ
て

い
っ
た
。

　

決
勝
戦
は
大
変
興
味
深
く
世
界
中
が
注
目
の
１
戦
に
な
っ
た
。
し
た
た
か

な
ド
イ
ツ
、
技
と
ま
と
ま
り
の
出
て
き
た
ス
ペ
イ
ン
の
一
戦
は
予
想
通
り
見

事
な
試
合
で
あ
っ
た
。
勝
負
強
さ
を
見
せ
付
け
た
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
が
、
や

は
り
サ
ッ
カ
ー
は
技
術
と
戦
術
が
勝
負
を
決
め
、
そ
の
上
例
年
に
は
無
い
ま

と
ま
り
を
見
せ
た
ス
ペ
イ
ン
の
優
勝
は
、
価
値
あ
る
「
賞
賛
に
値
す
る
優
勝
」

だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

３
時
半
起
床
の
W
O
W
O
W
の
T
V
観
戦
に
合
わ
せ
た
６
月
の
生
活
を

元
に
戻
す
の
は
時
間
が
掛
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
70
歳
を
過
ぎ
た
爺
が
連

日
興
奮
し
て
観
る
「
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
」
を
ど
う
説
明
し
て
よ
い
か
判
ら
な

い
。
只
言
え
る
こ
と
は
「
サ
ッ
カ
ー
と
言
う
ス
ポ
ー
ツ
」
は
「
麻
薬
」
の
よ

う
に
犯
さ
れ
て
し
ま
う
と
辞
め
ら
れ
な
い
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
事
は

確
か
で
あ
る
。　

リュミエール美術館（フランス ･ リオン市内）（映画博物館）

同行の TVK・S君の推薦「映画博物館」は中身より外から見た邸宅と眺めは絵になる素晴らしい、景色だった。今回の旅行
で印象に残るベスト3になるだろう。リュミエール兄弟は1895年、初めて映画を上映した。
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還
暦
の
祝
い

（
中
メ
ー
ル
No・36　

２
０
０
８
・10・10
）1

　

今
年
の
高
校
選
手
権
大
会
２
次
予
選
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
チ
ー
ム
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
」
に
湘
南
の
と
こ
ろ
は
「
選
手
権
出
場
６
回
」
文
武
両
道
の
校
風

と
サ
ッ
カ
ー
が
校
技
の
伝
統
校
、
７
年
ぶ
り
の
２
次
予
選
進
出
、
と
書
か
れ

て
あ
っ
た
。
お
お
む
ね
正
解
だ
が
「
文
武
両
道
」「
サ
ッ
カ
ー
が
校
技
」「
伝

統
校
」
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
人
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
。

　

表
題
の
還
暦
の
祝
い
を
「
42
回
生
」
が
11
月
に
行
う
。
厳
密
に
言
う
と
昭

和
42
年
卒
業
は
彼
ら
が
２
年
生
の
時
、
関
西
で
開
催
さ
れ
て
い
た
全
国
高
校

選
手
権
大
会
、
44
回
大
会
に
出
場
し
た
メ
ン
バ
ー
が
全
員
集
ま
る
ら
し
い
。

当
時
の
彼
ら
の
上
の
３
年
生
、
下
の
１
年
生
が
集
合
30
名
ほ
ど
の
「
爺
」
が

集
ま
る
そ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
一
流
大
学
を
出
て
、
一
流
企
業
の
ト
ッ
プ
の
メ

ン
バ
ー
ば
か
り
、
中
に
は
医
者
が
数
名
、
文
武
両
道
の
伝
統
校
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。（
当
時
の
写
真
掲
載
）

　

今
年
の
「
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
」
は
１
部
が
神
奈
川
大
学
、
東
海
大
学
、

と
慶
応
大
学
が
活
躍
し
て
い
る
。
神
大
が
地
元
出
身
選
手
を
中
心
に
関
東
１

部
で
頑
張
っ
て
い
る
、
平
塚
会
場
の
試
合
を
見
る
機
会
が
多
く
な
り
、
又
私

の
母
校
筑
波
大
も
見
る
機
会
が
出
来
て
足
を
運
ん
で
い
る
が
、
未
だ
何
と
な

く
将
来
の
夢
を
託
す
と
い
う
意
味
か
ら
大
学
サ
ッ
カ
ー
は
そ
れ
な
り
に
楽
し

46 年前の紅顔可憐な美少年たち

く
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

彼
岸
を
過
ぎ
る
と
一
気
に
涼
し
く
な
っ
た
。
外
に
出
る
気
分
も
晴
れ
や
か

に
こ
の
秋
は
大
い
に
好
き
な
「
絵
」
の
世
界
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

今
回
掲
載
の
「
湘
南
の
グ
ラ
ン
ド
」
は
正
面
の
新
校
舎
と
、「
歴
史
を
語
る
、

楠
の
古
木
」
彼
ら
の
還
暦
の
お
祝
い
に
贈
る
予
定
。

42 回生

43 回生

44 回生

還
暦
の
会
（
42
回
生
・
・
２
０
０
８
年
11
月
）

上
の
学
年
２
学
年
・
下
の
学
年
２
学
年
、
サ
ッ
カ
ー
部OB

会
会
長
・
副
会

長
を
招
待
し
て
藤
沢
の
ホ
テ
ル
で
50
名
ほ
ど
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
60
歳
と
言
う
区
切
り
の
年
に
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
を
企
画
し
た
事
は

良
か
っ
た
と
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
。



4041　

脳
の
活
性
化

（
続
中
メ
ー
ル
No・50　

２
０
０
９
・12・12
）1

　

今
回
が
50
回
目
で
一
つ
の
区
切
り
で
あ
る
。
そ
し
て
（
中
メ
ー
ル
と
併
せ

て
１
０
０
回
に
な
る
）。
テ
ー
マ
に
「
脳
の
活
性
化
」
と
う
た
っ
た
が
、
特

別
な
事
で
も
な
く
ご
く
自
然
な
事
で
、
年
を
と
っ
た
ら
頭
を
使
い
、
身
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
脳
を
活
発
に
し
て
衰
え
な
い
と
言
う
学
説
が
最
近
の
脳
科

学
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
豊
か
に
日
々
を
重

ね
る
ほ
ど
、
脳
が
成
熟
す
る
そ
う
だ
。

　

別
に
私
の
学
説
で
も
な
く
、
頭
と
身
体
を
使
う
と
言
う
こ
と
な
の
だ
が
、

絵
を
描
く
こ
と
、
文
章
を
書
く
こ
と
が
「
脳
の
活
性
化
」
に
繋
が
る
と
理
屈

で
は
解
る
。「
絵
」
を
描
く
に
は
そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
天
気

が
良
い
、
気
分
が
良
い
、
体
調
が
良
い
、
即
ち
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
で
な

け
れ
ば
良
い
絵
が
描
け
な
い
。
そ
し
て
体
の
良
い
状
態
で
見
る
と
、
同
じ
物
・

者
で
も
美
し
く
見
え
て
く
る
。

　

文
章
を
書
く
場
合
、色
々
な
資
料
を
参
考
に
す
る
。
新
聞
も
雑
誌
も
、サ
ッ

カ
ー
の
試
合
の
観
戦
も
、
国
際
試
合
も
、
子
供
達
の
練
習
も
、
大
学
生
・
高

校
生
の
試
合
も
、
代
表
チ
ー
ム
の
監
督
の
意
見
も
、
世
界
の
T
V
で
の
情

報
を
、
な
ど
あ
ら
ゆ
る
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
の
資
料
を
参
考
に
し
て
、
A
４
一

枚
の
原
稿
が
出
来
上
が
る
の
だ
。
そ
れ
ら
の
活
動
が
「
脳
の
活
性
化
」
に
繋

が
る
わ
け
だ
ろ
う
。

「
蹴
球
道
」　
　
　
　
　
　
三
村
恪
一
（
元
日
本
代
表
）

　

華
道
、
書
道
、
剣
道
、
柔
道
、
な
ど
日
本
に
は
「
道
」
が
つ
く

技
芸
が
多
々
あ
る
。
い
ず
れ
も
専
門
的
な
手
法
、
手
段
が
厳
し
く

求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
反
す
る
も
の
は
外
道
と
さ
れ
る
。
中
先
生
の

教
え
る
、
語
る
、
サ
ッ
カ
ー
は
正
し
く
は
「
蹴
球
道
」
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
攻
撃
は
、
如
何
に
し
て
自
軍
の
攻
め
を
拡
大
す
る

か
、
そ
し
て
守
り
は
、
相
手
の
攻
め
を
ど
う
や
っ
て
狭
め
て
行
く

か
の
術
を
追
及
し
た
指
導
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
を
正
し
く
蹴
る
技
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
何
万
回
か
の
研
鑽
の
先
に
し
か
な
い
と

常
に
口
に
さ
れ
る
。
幾
度
も
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
本
大
会
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
本
格
的
サ
ッ
カ
ー
の
現
場
観
戦
に
よ
り
「
サ
ッ
カ
ー

も
ど
き
」
を
見
抜
く
感
性
が
高
く
、
国
内
で
の
諸
ゲ
ー
ム
の
評
価

の
目
は
鋭
い
。
中
先
生
の
指
導
を
直
接
受
け
ら
れ
た
選
手
と
指
導

者
は
幸
せ
だ
。
横
文
字
サ
ッ
カ
ー
用
語
を
安
易
に
口
に
し
て
中
先

生
の
酒
を
ま
ず
く
し
な
い
事
を
心
が
け
た
い
。　

中
賛
記
、中
祝
記
か
ず
か
ず

　
　
　
　
東
西
南
北
か
ら

　
　
　
　
喜
び
の
寿
を
祝
っ
て
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鈴
木
中
先
生
と

湘
南
高
校
に
捧
げ
る
賛
歌

　
　
　
　

倉
岡
誠
親
（
大
学
の
後
輩
）

　

私
生
活
を
通
じ
て
、
私
の
生
き
方
は
、
湘
南
高
校
に
奉
職
し
た
こ
と
が
大
き

な
基
調
と
な
り
ま
し
た
。
鈴
木
中
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
同
僚
や
先
輩
方
と

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
三
年
で
し
た
が
、
私
は
家
庭
の
事
情
で
広
島

に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
湘
南
高
校
の
生
活
と
思
い
出
は
私
の

第
二
の
故
郷
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
に
ご
縁
を
い

た
だ
い
た
の
は
、教
員
採
用
試
験
で
、宮
原
孝
雄
氏
（
鈴
木
先
生
の
前
の
監
督
）、

鈴
木
中
先
生
の
両
先
輩
と
の
ご
縁
に
よ
り
ま
す
。
鈴
木
先
生
は
、
東
京
教
育
大

学
サ
ッ
カ
ー
部
の
先
輩
と
し
て
、
私
の
在
学
中
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
合
宿
や
試
合
で

親
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
丸
い
大
き
な
眼
、
説
得
力
の
あ
る
語
り
口

が
印
象
で
し
た
。
私
た
ち
後
輩
は
、
親
し
み
を
込
め
て
「
チ
ュ
ン
さ
ん
、
チ
ュ

ン
さ
ん
」
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
員
採
用
試
験
に
際
し
て
も
、
鈴
木
先
生
の
お
世
話
に
な
り
、
新
婚
間
も
な

い
新
居
に
泊
ま
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
若
く
清
楚
な
奥
様
の
暖
か
い
お
も
て
な
し

を
受
け
ま
し
た
。
試
験
合
格
後
、
鈴
木
先
生
の
お
世
話
で
、
当
時
、
湘
南
高
校

の
校
長
で
あ
っ
た
香
川
幹
一
先
生
に
お
会
い
で
き
、「
私
が
面
倒
見
よ
う
」
と

い
う
一
言
で
、
定
時
制
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
着
任
し
て
、
湘
南
高

校
が
全
国
有
数
の
進
学
校
で
あ
り
、
文
武
両
道
に
輝
い
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
、
び
っ
く
り
し
、
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

定
時
制
に
は
、
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
岩
淵
二
郎
先
生
（
英
語
科
）、
山
田

勉
先
輩
（
湘
南
出
身
で
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
名
手
）、
添
田
徳
積
先
生
（
主
事
・

湘
南
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
長
）
は
じ
め
多
士
済
々
の
皆
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
私
も
「
良
く
遊
び
、
良
く
学
ぶ
」
時
代
で
し
た
。
全
日
制
、
通
信
制
、
定

時
制
の
別
な
く
、
親
し
く
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
絵

の
好
き
な
同
僚
の
小
嶋
忠
先
生
（
数
学
科
）
と
い
っ
し
ょ
に
油
絵
具
一
式
を
買

い
求
め
、
私
の
油
絵
の
第
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
先
生
と
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
生
の

サ
ッ
カ
ー
の
指
導
法
は
、
ク
ラ
マ
ー
氏
（
ド
イ
ツ
人
）
の
基
礎
重
視
の
理
論
的

な
も
の
で
し
た
。
自
分
で
プ
レ
ー
を
や
っ
て
見
せ
て
指
導
す
る
姿
は
、
昼
間
に

相
模
工
業
大
学
付
属
高
校
（
現
湘
南
工
科
大
学
）
の
新
設
サ
ッ
カ
ー
部
を
指
導

し
て
い
た
私
に
と
っ
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
で
特
に
思
い

出
す
の
は
、昭
和
42
年
の
関
東
大
会
で
、当
時
と
し
て
は
革
新
的
な
ス
イ
ー
パ
ー

シ
ス
テ
ム
の
戦
術
を
使
っ
て
、
湘
南
高
校
を
優
勝
に
導
か
れ
た
こ
と
で
す
。
藤

沢
駅
か
ら
高
校
ま
で
歩
い
て
凱
旋
パ
レ
ー
ド
さ
れ
た
こ
と
は
、
鮮
明
な
記
憶
と

な
っ
て
い
ま
す
。
絵
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
先
生
が
校
長
を
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
、

多
忙
の
合
間
、
デ
ッ
サ
ン
に
励
ん
で
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
先
生
が
絵
に

親
し
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
先
生
と
の
ご
縁
が
さ
ら
に
深

ま
り
ま
し
た
。
先
生
が
発
信
さ
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
中
メ
ー
ル
」
に
は
、
湘

南
高
校
へ
の
愛
校
心
、
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
の
分
析
と
解
説
、
そ
れ
を
支
え
る

情
熱
に
心
打
た
れ
る
も
の
を
拝
見
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
湘
南
の
海
と
神
奈

川
の
風
景
が
添
え
て
あ
り
ま
す
。
先
生
の
絵
は
、
素
朴
で
、
味
わ
い
の
あ
る
描

参考作品（倉岡氏作）　エギナ島　ギリシア　　ペン・水彩

エーゲ海クルーズでエギナ島へ。港の近くのカフェテラスで紅茶を飲みながらスケッチ。青空、赤い
屋根、紺碧の海と舟が調和。

き
方
で
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
い
ま
す
。
そ
の
風
景
に
は
懐
か
し
い
郷
愁

を
感
じ
ま
す
。
時
に
は
、
私
の
絵
も
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て
、
大
き
な
励
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

定
年
退
職
し
た
と
き
、
私
は
、
広
島
県
美
展
の
入
選
作
品
を
中
心
に
広
島
市

内
の
会
館
で
個
展
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
節
は
、
鈴
木
先
生
と
奥
様
お
二
人
で
、

わ
ざ
わ
ざ
広
島
ま
で
激
励
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
遠
路
の
ご
来
場
に
感

激
し
、
い
ま
も
先
生
の
暖
か
い
お
心
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
生
は
ス
ケ
ッ
チ

に
出
か
け
る
こ
と
を
「
お
絵
か
き
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
い
「
お
絵
か
き
」
を
重
ね
て
下
さ
い
。
奥
様
と
の
お
幸
せ
な
日
々
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　
　

補
記

こ
の
文
章
を
見
れ
ば
誰
で
も
お
感
じ
に
な
る
と
思
う
が
、
本
当
に
真
面
目
な
私

と
は
全
く
イ
メ
ー
ジ
の
違
う
堅
物
の
先
生
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
人

間
の
本
性
は
判
ら
な
い
も
の
で
す
。
本
当
は
彼
の
作
品
を
見
れ
ば
お
解
り
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
優
雅
な
自
由
奔
放
な
人
間
味
あ
ふ
れ
る
性
格
が
、
湘
南
に

居
た
数
年
の
間
に
美
し
い
湘
南
レ
デ
ィ
ー
を
射
止
め
て
故
郷
の
広
島
で
シ
ア
ワ

セ
な
家
庭
を
築
き
、最
近
は
二
人
で
世
界
を
飛
び
歩
き
奥
様
は
「
詩
吟
の
先
生
」

本
人
は
「
名
画
伯
」
と
し
て
老
後
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
羨
ま
し
い
限
り

で
す
。
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喜
寿
に
寄
せ
て

　
　
　
　

宇
野　

勝
（
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
）　

　

喜
寿
、
金
婚
式
そ
し
て
湘
南
高
校
奉
職
五
〇
年
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

　

日
本
全
国
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
、『
私
は
、
神
奈
川
県
出
身
で
、
チ
ュ
ン
先

生
の
教
え
子
で
す
！
』
と
、胸
を
張
っ
て
言
う
多
く
の
人
々
に
合
う
都
度
、チ
ュ

ン
さ
ん
の
偉
大
さ
を
感
じ
、
先
生
と
は
こ
う
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
改
め

て
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
立
派
な
先
生
だ
と
い
う
事
を
奥
様
は
、
ご
存
じ
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
半
世
紀
の
間
、
真
実
に
ご
苦
労
様
で
し
た
！
！

　

今
は
、
夫
唱
婦
随
で
水
泳
に
良
く
行
か
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
奥
様
の

シ
ニ
ア
ー
水
泳
全
国
大
会
で
の
活
躍
ぶ
り
を
良
く
自
慢
し
て
お
ら
れ
ま
す
。『
よ

く
、
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
ヨ
～
』
と
、
嬉
し
そ
う
に
語
ら
れ
る
そ
の
姿
を
見
る

に
つ
け
、
近
頃
は
、
奥
様
の
勝
ち
か
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
・
・
・

　

い
つ
ま
で
も
お
二
人
で
、
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
る
事
を
心
か
ら
お
祈
り
し

な
が
ら
、
私
の
個
人
的
な
思
い
出
話
「
三
つ
の
シ
ョ
ッ
ク
」
を
認
め
、
お
祝
い

の
言
葉
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

シ
ョ
ッ
ク
１
：
・
・
・（
註
／
紙
面
の
都
合
で
「
補
足
」
に
て
説
明
）

シ
ョ
ッ
ク
２
：
画
伯
と
し
て
の
チ
ュ
ン
さ
ん

　

依
頼
状
で
曰
く
：
喜
寿
を
記
念
す
る
作
品
集
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、「
中
メ
ー

ル
」
の
内
容
で
勝
負
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
下
手
な
水
彩
画
」
で
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
か
・
・
・

　
『
チ
ュ
ン
メ
ー
ル
』
で
勝
負
を
し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

文
章
の
方
は
と
も
か
く
、『
50
の
手
習
い
で
始
め
た
。』
と
謙
遜
さ
れ
ま
す
が
、

「
海
、
山
を
卒
業
し
、
最
近
は
建
物
に
興
味
を
も
っ
て
筆
を
持
つ
」
と
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
、
近
頃
の
水
彩
画
を
拝
見
す
る
と
、
当
時
を
知
る
者
に
は
信
じ
ら
れ

な
い
上
達
ぶ
り
で
驚
い
て
お
り
ま
す
。（
失
礼
！
）

シ
ョ
ッ
ク
３
：
勝
負
師
の
ミ
ス
キ
ャ
ス
ト

　

挙
げ
る
と
枚
挙
の
な
い
数
々
の
業
績
を
残
し
て
こ
ら
れ
た
、（
社
）
神
奈
川

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
会
長
を
70
歳
の
定
年
を
迎
え
ら
れ
て
退
任
さ
れ
る
時
、
い

と
も
簡
単
に
「
次
は
、
お
前
、
や
れ
！
」
と
言
わ
れ
た
時
も
ま
た
驚
き
ま
し
た
。

何
の
業
績
も
な
く
、
若
輩
者
の
私
に
出
来
る
は
ず
が
な
い
し
、
み
な
さ
ん
の
信

頼
を
得
る
は
ず
も
な
い
と
お
断
り
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
術
中
に
は

ま
っ
て
し
ま
い
大
任
を
託
さ
れ
る
身
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

き
っ
と
心
の
中
で
は
「
ミ
ス
キ
ャ
ス
ト
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
そ
れ
な
り
に
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
わ
っ
た
と
お
り
、『
勝
負
師
ら
し
く
、
開
き
直
っ
て
』
任
期
を
全
う
致
し

ま
す
の
で
、
個
人
的
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
を
こ

れ
か
ら
も
長
く
ご
指
導
下
さ
い
。

　
　
補
記

実
は
「
シ
ョ
ッ
ク
１
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
残
念
な
が
ら
カ
ッ

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
20
年
も
前
の
話
で
新
幹
線
の
車
中
、
二

人
で
「
花
札
の
勝
負
」
を
し
て
、
私
が
勝
っ
て
随
分
と
悔
し
い
思
い
を
さ
せ
た

懐
か
し
い
思
い
出
話
が
縷
々
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

喜
寿
の
お
祝
い
に
際
し
て

　
　
　
　

牧
村　

英
樹
（
37
回
生
・
O
B
会
会
長
）　

　

男
性
の
平
均
寿
命
と
言
わ
れ
ま
す
「
喜
寿
」
を
心
身
共
に
ご
健
康
で
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
、
な
に
よ
り
と
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に　

心
よ
り
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
て
先
生
と
顔
合
わ
せ
を
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
昭
和
36
年
、
先
生
が
湘

南
高
校
に
赴
任
さ
れ
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
と
な
ら
れ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い

た
私
が
職
員
室
に
呼
び
出
さ
れ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
校
技
で
あ
り
、
長
い
歴
史

を
歩
ん
で
き
た
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
と
は
い
え
、
前
年
度
の
関
東
大
会
準
優

勝
を
除
け
ば
、
長
き
に
亘
り
戦
績
と
し
て
は
芳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
先
生
の
ご
着
任
に
伴
い
新
し
い
練
習
方
法
が
導
入
さ
れ
、
熱
意
あ
る
ご

指
導
の
賜
物
に
よ
り
早
々
に
も
ご
着
任
初
年
度
に
サ
ッ
カ
ー
部
と
し
て
何
十
年

ぶ
り
と
な
る
「
国
体
」
そ
し
て
「
全
国
大
会
」
に
出
場
す
る
栄
誉
を
得
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
た
い
し
た
力
量
も
な
か
っ
た
私
達
に
と
っ
て
厳
し
い
監
督
で
あ

り
同
時
に
良
き
兄
貴
的
存
在
で
し
た
。
秋
田
国
体
で
の
思
い
出
、
全
国
大
会
時

の
西
宮
～
京
都
で
の
思
い
出
、
今
で
も
懐
か
し
く
そ
し
て
楽
し
か
っ
た
一
時
が

思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
先
生
か
ら
見
れ
ば
最
初
の
教
え
子
と
な
る
私
達
も
相
応
の

年
と
な
り
そ
の
間
多
く
の
人
達
と
の
出
会
い
を
重
ね
て
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま

す
が
、
多
く
の
出
会
い
の
中
で
、
そ
の
後
の
私
の
人
生
に
大
き
く
影
響
を
受
け

た
と
て
も
大
切
な
出
会
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
鈴
木
先
生

は
私
に
と
り
ま
し
て
は
そ
の
中
の
お
一
人
で
あ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
出

会
い
に
対
し
感
謝
の
念
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
多
分
最
後
ま
で
今
ま
で
同
様
、
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
者
で
あ
り
続
け
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
先
生
に
教
え
て
頂
い
た
サ
ッ
カ
ー
を
可
能
な
限
り
楽
し

み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
喜
寿
」
は
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

　
〝
い
つ
ま
で
も　

若
々
し
さ
を
‼　

そ
し
て
心
豊
か
な
毎
日
を
‼
〟　

念
じ
つ

つ
…
…

半
世
紀
の
付
き
合
い

　
　
　
　
小
泉
親
昂
（
39
回
生
）

　

昭
和
三
六
年
五
月
鈴
木
中
さ
ん
が
京
都
か
ら
湘
南
に
赴
任
し
て
き
た
。
最
初

の
練
習
の
と
き
、
当
時
一
年
生
で
あ
っ
た
私
は
お
ず
お
ず
と
「
母
が
退
院
す
る

の
で
今
日
の
練
習
休
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
の
が
鈴
木
中
さ
ん
と
口
を

聞
い
た
は
じ
め
で
あ
っ
た
。
以
来
五
十
年
余
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
お
付
き
合
い
が

続
い
て
い
る
。
国
体
へ
二
度
、
全
国
大
会
、
関
東
大
会
と
出
場
さ
せ
て
も
ら
っ
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た
こ
と
も
い
い
思
い
出
で
あ
る
。

　

そ
の
間
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
法
も
学
び
、
後
輩
の
指
導
や
藤
沢
、
鎌
倉
の
小
学

校
を
回
り
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
種
ま
き
を
し
た
の
も
今
に
な
れ
ば
、
中
さ
ん
か

ら
サ
ッ
カ
ー
の
イ
ロ
ハ
を
学
ん
だ
、
も
っ
と
も
口
頭
で
は
あ
ま
り
教
え
ら
れ
た

と
い
う
記
憶
は
な
く
、
そ
ば
に
い
て
盗
ん
だ
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
が
。

　

そ
の
後
、
３
級
審
判
員
と
し
て
神
奈
川
リ
ー
グ
を
吹
く
機
会
も
与
え
ら
れ
、

サ
ッ
カ
ー
と
関
わ
っ
て
き
た
が
、
考
え
る
こ
と
が
あ
り
政
治
の
道
に
進
み
三
十

年
、
市
会
議
員
、
県
会
議
員
と
し
て
政
治
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
た
ま
に
グ
ラ

ン
ド
に
出
て
ボ
ー
ル
を
蹴
る
程
度
の
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
。
中
さ
ん
が
定
年

を
迎
え
る
と
き
、
第
二
の
人
生
の
場
を
先
生
の
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
斡
旋
し
ま

し
ょ
う
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
中
さ
ん
は
「
俺
は
県
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
仕
事

を
す
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
お
り
、
そ
の
後
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
が
社
団
法
人
に
な
る
と
き
に
側
面
か
ら
お
手
伝
い
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
は
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
理
事
を
仰
せ
つ
か
り
、
サ
ッ

カ
ー
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
い
る
こ
と
も
中
さ
ん
と
の
出
会
い

の
お
か
げ
と
思
っ
て
い
る
。

　

最
近
地
域
の
福
祉
活
動
や
自
治
会
の
活
動
を
し
て
い
る
が
、
リ
タ
イ
ア
し
た

男
性
が
ど
う
生
き
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
て
い
る
。
中
さ
ん
の
生
き
方
を
見
て
い
る
と
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
さ
ま
ざ

な
人
々
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
好
き
な
こ
と
で
一
生
が
送
れ
る
こ
と
は

大
変
幸
せ
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

之
を
楽
し
む
者
に
し
か
ず

　
　
　
　

飯
田
志
農
夫
（
39
回
生
）

　

湘
南
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
の
は
、
半
世
紀
も
昔
の
遠
き
こ
と
だ
が
、
今
に
至

る
ま
で
鮮
烈
な
想
い
出
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
は
、
赴
任
さ
れ
た
ば
か
り
の

鈴
木
先
生
の
も
と
で
の
夏
合
宿
。
猛
練
習
は
ま
さ
に
体
力
、
気
力
の
限
界
へ
の

挑
戦
。
こ
の
厳
し
さ
は
、
何
か
を
モ
ノ
に
す
る
に
は
不
可
欠
な
こ
と
と
知
っ

た
。
さ
ら
に
当
時
の
私
が
苦
し
ん
で
い
た
不
眠
と
鬱
的
気
分
が
治
っ
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
以
後
の
人
生
で
苦
境
を
乗
り
越
え
る
上
で
力
に
な
る
実
体
験
に
な
っ

た
。
鈴
木
先
生
の
指
導
方
法
は
、
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
効
果
的
、
効
率
的
な
も

の
。
先
生
自
ら
の
実
技
見
本
と
明
解
な
解
説
付
き
で
、
指
導
は
実
践
的
で
具
体

的
。
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
の
あ
り
方
と
し
て
、
後
年
自
分
が
仕
事
を
し
て
い
く
上

で
基
準
、
見
本
と
な
っ
た
。

最
初
の
夏
の
終
わ
り
、
国
体
の
神
奈
川
予
選
で
優
勝
し
た
時
、「
楽
し
か
っ
た

ろ
う
。
ま
た
や
ろ
う
ぜ
」
と
鈴
木
先
生
は
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
サ
ッ
カ
ー
は

厳
し
い
け
ど
楽
し
い
、
と
実
感
し
た
。
や
る
気
が
わ
い
た
。
先
生
が
長
年
に

わ
た
り
絵
を
描
い
て
お
ら
れ
る
の
を
知
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
だ

が
、そ
の
楽
し
そ
う
な
様
子
を
拝
見
す
る
た
び
に
、人
生
「
楽
し
む
」
の
が
一
番
、

と
い
う
思
い
を
深
く
す
る
。

中
さ
ん
へ
の
手
紙

　
　
　
　

山
田
仁
夫
（
40
回
生
）

　

ガ
ン
さ
ん
の
墓
の
前
に
ど
っ
か
り
と
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
手
を
合
わ
せ
る
中
さ

ん
の
写
真
が
あ
る
。
春
は
桜
も
満
開
。
少
し
酔
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ガ
ン
さ
ん

の
命
日
で
あ
る
。
私
に
は
ち
ょ
っ
と
「
痛
い
写
真
」
だ
。
ガ
ン
さ
ん
・
中
さ
ん
・

仁
、
と
敷
か
れ
た
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
レ
ー
ス
を
暴
走
し
、
脱
線
し
た
。
時
代
を
繋

ぐ
連
結
器
が
ひ
と
つ
外
れ
る
と
ダ
イ
ヤ
は
な
か
な
か
取
り
戻
せ
な
い
。

　

久
し
ぶ
り
の
湘
南
高
校
。
練
習
グ
ラ
ン
ド
で
見
か
け
た
中
さ
ん
は
ひ
た
す
ら

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
脇
の
ド
ラ
ム
缶
に
薪
を
く
べ
て
い
た
。
こ
れ
も
滲
み
た
。

　

私
の
知
っ
て
い
る
ガ
ン
さ
ん
は
、
時
折
グ
ラ
ン
ド
に
立
ち
、
卵
を
抱
え
た
皇

帝
ペ
ン
ギ
ン
の
よ
う
に
い
っ
し
ょ
に
ボ
ー
ル
を
蹴
り
、
試
合
の
前
日
に
は
明
日

の
ゲ
ー
ム
へ
の
喝
も
入
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
中
さ
ん
の
お
膳
立
て
だ
。
中
さ
ん
に

は
膳
も
な
か
っ
た
。
そ
の
用
意
は
私
の
役
割
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
脇
の
中
さ
ん
は
、
血
迷
っ
た
後
続
の
機
関
車
に
後
を
絶
た
れ
、

な
お
も
次
の
出
発
へ
の
火
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
薪
を
く
べ
つ
づ
け
る
老
機
関
士
の

よ
う
に
思
え
た
。
今
も
滲
み
る
、
遠
い
昔
の
湘
南
高
校
で
の
冬
の
日
の
光
景
だ
。

　

ガ
ン
さ
ん
の
命
日
か
ら1

週
間
後
、
前
日
の
雨
も
上
が
り
、
墓
の
桜
も
散
り

終
え
た
気
持
の
よ
い
春
の
日
だ
っ
た
。
湘
南
高
校
現
役
の
関
東
大
会
予
選
。
今

日
か
ら
シ
ー
ド
校
と
の
対
戦
だ
。
そ
の
日
の
会
場
は
ま
る
で
大
き
な
鳥
籠
の
よ

う
な
高
い
金
網
に
囲
ま
れ
た
グ
ラ
ン
ド
で
、
鳥
籠
の
入
り
口
に
ち
ょ
こ
ん
と

取
っ
て
つ
け
た
よ
う
に
置
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
に
中
さ
ん
は
座
っ
て
い
た
。
中
さ

ん
の
手
招
き
で
鳥
籠
に
入
り
、
ふ
た
り
肩
を
並
べ
て
試
合
を
観
る
こ
と
に
な
っ

た
。
母
校
を
応
援
し
つ
つ
ボ
ー
ル
を
追
い
、
選
手
た
ち
の
流
れ
を
追
っ
て
戦
況

を
見
守
っ
た
。
ふ
と
…
…
遠
い
昔
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
な
か
っ
た
よ
う
な
。
目

の
前
の
サ
ッ
カ
ー
と
交
錯
し
た
不
思
議
な
時
間
だ
っ
た
。
な
ぜ
か
そ
の
時
間
が

無
性
に
嬉
し
か
っ
た
。
そ
の
後
も
２
羽
の
鳥
は
首
を
左
へ
右
へ
と
動
か
し
な
が

ら
、サ
ッ
カ
ー
談
議
と
い
う
餌
を
つ
い
ば
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
試
合
は
負
け
た
。

雨
上
が
り
の
霞
の
せ
い
か
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
て
柔
ら
か
い
一
日
だ
っ
た
。
私

は
鳥
籠
を
持
ち
帰
り
、
今
も
部
屋
の
片
隅
に
吊
る
し
て
あ
る
。

　

こ
う
し
た
私
の
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
苦
い
思
い
出
を
、
中
さ
ん
は
私
に
面

と
向
か
っ
て
一
言
も
触
れ
た
こ
と
は
な
い
。
言
葉
の
選
び
よ
う
も
な
い
が
、
あ

り
が
と
う
。

　

２
０
１
２
年
６
月
16
日
。
総
体
予
選
。
桐
蔭
に
負
け
た
。
終
了
後
、
県
協
会

の
グ
ラ
ン
ド
建
設
予
定
地
を
ふ
た
り
で
見
に
行
っ
た
。
雨
の
そ
ぼ
降
る
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
現
場
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
中
さ
ん
の
最
後
の
仕
事
で
あ

り
、
ま
た
夢
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
つ
つ
私
も
濡
れ
な
が
ら
付
き
合
っ

た
。
線
路
を
挟
ん
だ
す
ぐ
向
か
い
側
に
特
別
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
と
伝
え
る
と

見
に
行
く
と
言
っ
て
車
を
回
し
門
を
く
ぐ
っ
た
。職
員
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
、

「
こ
こ
か
ら
な
ら
（
グ
ラ
ン
ド
が
）
見
え
る
だ
ろ
う
」

　

と
言
っ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
で
も
ら
っ
て
い
た
。
こ
の
オ
ッ
サ
ン
、
ど
う
や

ら
本
気
ら
し
い
。

 　
　

補
記
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仁
君
は
何
故
か
最
近
ま
と
も
な
顔
を
し
て
湘
南
の
グ
ラ
ン
ド
に
顔
を
出
す
よ
う

に
な
っ
た
。
卒
業
後
４
０
数
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。
還
暦
を
過
ぎ
る
と
人
間
ま
た
元

に
戻
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
指
導
者
と
し
て
の
血
が
騒
ぐ
の
か
・
・
後
輩
が
可

愛
い
の
か
？
現
役
選
手
の
前
に
立
つ
と
、
流
石
に
的
を
得
た
事
を
言
っ
て
い
る
。

本
人
の
最
大
の
自
信
で
あ
る
、
ボ
ー
ル
を
相
手
か
ら
奪
う
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ヘ
デ
ィ

ン
グ
の
競
り
合
い
、
等
守
る
と
い
う
技
術
を
是
非
伝
え
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

る
。横

浜
港
に
吹
く
風

　
　
　
　

植
松
二
郎
（
41
回
生
）

　

鈴
木
中
画
伯
の
作
品
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　

中
さ
ん
は
あ
る
と
き
か
ら
絵
筆
を
握
り
は
じ
め
た
。
幼
少
の
と
き
か
ら
素
養

が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、う
わ
さ
を
聞
い
た
者
（
と
り
わ
け
サ
ッ

カ
ー
関
係
者
）
は
寝
耳
に
水
で
あ
っ
た
。
よ
せ
ば
い
い
の
に
酔
狂
な
、
と
い
う

批
評
も
な
く
は
な
か
っ
た
（
私
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

し
か
し
、
ひ
と
つ
言
え
る
の
は
中
さ
ん
の
そ
の
一
念
発
起
が
よ
く
あ
る
「
定

年
退
職
後
の
暇
つ
ぶ
し
」
と
い
う
動
機
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
平
成3

年
、

中
さ
ん
は
舌
腫
瘍
の
切
除
手
術
を
し
た
。
そ
の
2
年
前
に
局
部
の
み
を
取
り
26

回
の
放
射
線
治
療
を
施
し
た
が
、
全
治
せ
ず
つ
い
に
５
分
の
３
の
摘
出
と
な
っ

た
。「
手
術
の
夜
、
閻
魔
様
に
舌
を
抜
か
れ
た
夢
を
見
た
」
な
ど
と
強
が
り
の

ホ
ラ
を
吹
い
て
い
た
が
、
そ
の
消
耗
は
想
像
を
超
え
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

手
術
を
終
え
、
よ
う
や
く
水
が
喉
を
通
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
病
室
の
窓
か

ら
見
え
る
丹
沢
山
塊
の
景
色
に
息
を
の
ん
だ
。
と
つ
ぜ
ん
強
い
絵
心
に
襲
わ
れ

た
。
生
死
の
境
の
川
を
往
復
さ
せ
ら
れ
て
還
っ
て
き
た
ひ
と
が
「
い
ま
ま
で
の

桜
と
ち
が
う
桜
に
見
え
る
」
と
い
う
の
は
よ
く
聞
く
話
だ
が
、
病
室
か
ら
の
丹

沢
山
塊
も
そ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
中
さ
ん
の
絵
筆
開
眼
に
は
、
な
ん

と
い
お
う
、
い
の
ち
の
や
り
と
り
が
係
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

中
さ
ん
の
作
品
が
あ
る
絵
画
賞
に
入
選
し
た
と
い
う
の
は
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
。
展
示
会
が
横
浜
港
の
大
桟
橋
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
と
聞
い
て
出
か
け

た
。
港
の
海
の
香
り
が
こ
こ
ち
よ
い
会
場
、
そ
の
な
か
に
中
さ
ん
の
作
品
が
晴

れ
が
ま
し
く
展
示
さ
れ
て
い
た
。
横
浜
市
内
に
あ
る
県
庁(

キ
ン
グ
の
塔)

を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
ほ
う
っ
と
声
を
あ
げ
た
。
絵
の
中
に
陽
が
さ
ん

さ
ん
と
降
り
そ
そ
ぎ
、
気
持
の
よ
い
風
が
吹
い
て
い
る
の
だ
。
な
ん
と
も
、
ほ

の
ぼ
の
し
て
い
る
。
知
ら
な
い
人
が
見
た
ら
、
こ
の
作
者
は
い
ま
ま
で
一
度
も

憎
ま
れ
口
を
聞
か
ず
、
い
つ
も
温
和
で
穏
や
か
な
人
に
ち
が
い
な
い
と
誤
解
し

た
だ
ろ
う
。
そ
う
、
知
ら
な
い
人
が
見
た
な
ら
ば
。

　

私
は
し
ば
ら
く
ぼ
ん
や
り
眺
め
た
。
高
校
時
代
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
向
か
っ
て
振
り
下
ろ
さ
れ
た
身
震
い
す
る
よ
う
な
叱
咤
。
あ
れ
は
地
獄
の

門
番
の
よ
う
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
優
勝
し
た
第
８
回
関
東
大
会
、
帝
京
高
校
と

の
決
勝
戦
１
対
０
で
リ
ー
ド
し
た
ま
ま
あ
と
残
り
数
分
と
い
う
と
き
の
ベ
ン
チ

前
の
仁
王
立
ち
。
あ
れ
が
見
え
た
と
き
、
お
れ
た
ち
は
勝
っ
た
ぞ
と
確
信
を
し

た
も
の
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
横
浜
港
で
長
い
時
間
、

画
伯
の
ほ
の
ぼ
の
し
た
絵
を
眺
め
て
い
た
。

　

私
た
ち
の
代
と
中
さ
ん
と
は
干
支
が
同
じ
で
あ
る
。
ひ
と
ま
わ
り
ち
が
い
だ
。

30
歳
の
監
督
は
18
歳
の
少
年
に
と
っ
て
き
わ
め
て
お
っ
か
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
77
歳
と
65
歳
だ
と
ど
ち
ら
も
同
じ
爺
さ
ん
で
あ
る
。

　
　

 

補
記

私
は
植
松
二
郎
君
の
作
品
が
大
好
き
だ
。「
織
田
作
之
助
賞
」
受
賞
の
（
春
陽

の
ベ
リ
ー
ロ
ー
ル
）
は
古
典
落
語
を
感
じ
さ
せ
る
洒
落
の
利
い
た
一
味
違
う
作

品
だ
っ
た
。
他
に
も
「
毎
日
児
童
文
学
賞
」
を
受
賞
し
た
作
品
も
読
ま
せ
て
も

ら
っ
た
し
、
他
に
も
新
幹
線
の
座
席
に
置
か
れ
た
冊
子
に
も
何
回
か
名
前
が
出

て
い
た
。
ま
だ
ま
だ
若
い
か
ら
私
の
生
き
て
い
る
う
ち
に
又
大
き
な
賞
？
の
受

賞
を
期
待
し
て
い
る
。

祝
喜
寿

　
　
　
　

関
口　

真
（
42
回
生
）

　

還
暦
後
す
で
に
３
年
を
経
過
、
今
も
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め
て
い
る
原
点
は
中

先
生
を
始
め
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
あ
る
。
故
岩
淵
先
生
の
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
、

走
法
指
導
、
中
先
生
の
パ
ス
＆
ゴ
ー
攻
守
の
切
替
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
教
え
は
そ
の
質
と
技
術
が
整
え
ば
、
あ
の
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
」
を
髣

髴
さ
せ
る
も
の
が
・
・
と
思
う
。
そ
れ
は
、
全
日
本
、
な
で
し
こ
、
シ
ル
バ
ー
、

ペ
ガ
サ
ス
e
t
c
プ
ロ
で
も
遊
び
で
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
組
み

合
わ
せ
、
程
度
に
よ
り
楽
し
み
方
、
関
わ
り
方
も
違
う
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
面
白

さ
の
本
質
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
理
解
し
て
い
る
。
基
礎
的
に
は
３
対
２
の

練
習
で
創
造
、
反
復
さ
れ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
長
年
の
湘
南
の
歴
史
と
共
に
連

綿
と
し
て
培
わ
れ
て
来
て
い
る
。
私
は
関
西
よ
り
、
毎
年
の
蹴
球
祭
に
参
加
す

る
こ
と
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
現
役
指
導
、
O
B
会
運
営
に
携
わ
る

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
る
中
先
生
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
湘
南
サ
ッ
カ
ー
O
B
会
の
永
続
を
心
よ
り
祈
念
し
て
い
る
一
人
で

あ
る
。

（
第
８
回
関
東
大
会
優
勝
の
思
い
出
）

　

思
い
出
と
し
て
は
第
８
回
関
東
大
会
に
お
い
て
優
勝
出
来
た
事
で
あ
る
。
湘

南
の
得
意
と
す
る
パ
ス
サ
ッ
カ
ー
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
個
性
を
生

か
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
賜
物
と
言
え
る
。
会
場
は
茨
城
県
の
水
戸
市
、
１
回

戦
は
東
京
の
大
泉
学
園
、
大
雨
の
中
、
相
手
フ
ォ
ワ
ー
ド
に
G
K
の
目
の
前

で
フ
リ
ー
の
シ
ュ
ー
ト
を
許
す
。
万
事
休
す
と
の
瞬
間
、
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
上
の

水
溜
ま
り
で
ボ
ー
ル
が
ピ
タ
ッ
と
止
ま
り
、
抽
選
勝
ち
（
０
－
０
）。
準
決
勝

で
は
栃
木
宇
都
宮
学
園
を
延
長
の
末
破
る
（
１
－
０
）。
決
勝
で
は
帝
京
高
校

に
左
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
際
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
早
々
に
点
を
入
れ
て
逃
げ
切
り
（
１

－
０
）
強
豪
に
地
団
太
を
踏
ま
せ
た
。
あ
る
者
は
験
を
担
ぎ
、
必
ず
水
戸
駅
ま

で
新
聞
を
買
い
に
行
き
、
雨
で
ド
ロ
ド
ロ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
皆
で
洗
い
助
け

合
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
ま
さ
に
パ
ス
（
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
）、
攻
守

の
切
替
、
パ
ス
＆
ゴ
ー
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
湘
南
の
サ
ッ

カ
ー
教
え
の
結
果
で
あ
る
。
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
の
ご
隆
盛
を
遠
く
大
坂
よ
り
応
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援
し
て
い
る
。

　
　

 
補
記

関
東
大
会
決
勝
戦
の
日
曜
日
の
朝
「
先
生
ご
ミ
サ
に
行
っ
て
き
ま
す
」
と
言
っ

て
水
戸
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
出
か
け
て
行
っ
た
の
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

る
、
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
。
彼
は
私
の
教
え
子
と
し
て
は
最
高
の
選

手
（
C
F
）
だ
っ
た
。
関
東
大
学
リ
ー
グ
で
の
活
躍
、
日
本
代
表
候
補
、
そ
し

て
日
本
リ
ー
グ
住
友
金
属
～
鹿
島
へ
、
現
在
の
J
リ
ー
グ
の
基
礎
作
り
に
貢

献
し
た
功
績
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
世
が
世
な
ら
J
リ
ー
グ
を
背
負
っ
て
立

つ
人
材
だ
っ
た
。

     45
回
生
還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

　
　
　
　

浅
倉　

泰
（
45
回
生
）

　

45
回
生
還
暦
を
祝
う
会
を
平
成
23
年
11
月
に
、
藤
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
42
回
生
が
還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
鈴
木
先
生

を
お
呼
び
し
て
祝
宴
を
や
っ
た
の
が
始
ま
り
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
上
下

２
代
の
O
B
を
呼
ん
で
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
の
先
生
の
発
案
で
２
回
続
き
ま

し
た
が
、
４
回
目
の
今
回
は
ど
う
せ
や
る
な
ら
賑
や
か
に
や
ろ
う
と
言
う
こ
と

で
上
下
３
代
、
42
回
生
か
ら
48
回
生
の
７
代
の
O
B
、
49
名
の
参
加
を
頂
き
盛

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
の
代
は
９
名
で
す
が
、
８
年
前
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
山
口
晴
夫
氏

の
奥
様
、
君
枝
さ
ん
に
参
加
し
て
頂
き
、
紅
一
点
場
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し

た
。
先
生
か
ら
は
『
お
ま
え
ら
は
人
数
が
少
な
い
か
ら
、
全
員
に
絵
を
描
い
て

や
る
』
と
、
当
日
は
抽
選
で
１
人
１
人
思
い
出
深
い
湘
南
高
校
の
風
景
画
と
先

生
が
お
持
ち
に
な
っ
て
い
た
昔
の
記
念
品
を
頂
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
大
変
お
元
気
で
舌
鋒
鋭
く
、
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ
に
突
っ
込
み
を
入

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
と
こ
の
会
が
末
永
く
続
く
事
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

鈴
木
先
生
、
喜
寿
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

　
　
　
　

湯
浅
健
二
（
46
回
生
）

そ
う
か
～
、
チ
ュ
ン
さ
ん
、
も
う
77
歳
か
～
。
考
え
て
み
れ
ば
、
わ
た
し
も
今

年
は
年
男
。
月
日
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
諸
行
無
常
・
・

チ
ュ
ン
さ
ん
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
、
奥
深
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
、

い
ま
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
チ
す
る
対
象
の
ほ
と
ん
ど
が
、
素
人
か
、
そ
れ
に
毛
が
生
え
た
程
度
の
若

者
た
ち
。
そ
れ
も
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
の
サ
ッ
カ
ー
。
い
ま
考
え
れ
ば
、

そ
れ
は
、
と
て
も
大
変
な
仕
事
で
あ
り
、
逆
に
面
白
く
、
楽
し
い
も
の
だ
っ
た

に
違
い
な
い
と
思
え
て
き
ま
す
。

　

湘
南
高
校
の
生
徒
と
は
違
う
目
的
を
も
っ
た
才
能
あ
る
「
上
澄
み
」
の
若
者

た
ち
を
コ
ー
チ
す
る
の
と
は
本
質
的
に
異
な
る
チ
ー
ム
作
り
。
そ
こ
に
は
、
と

て
も
多
く
の
ア
イ
デ
ア
と
苦
労
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。
今
度
は
、

そ
の
視
点
で
、
お
話
を
伺
わ
せ
て
下
さ
い
。

　

チ
ュ
ン
さ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
、
喜
寿
に
な
ら
れ
て
ま
す
ま
す
ご
壮
健
の
こ
と

で
し
ょ
う
。
厳
し
い
原
稿
催
促
の
メ
ー
ル
を
読
み
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
体
感

し
て
お
り
ま
す（
笑
）。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
サ
ッ
カ
ー
を
極
め
て
く
だ
さ
い
。

中
さ
ん
：
カ
リ
ス
マ
先
生
の

足
練
口
管
？

　
　
　
　

鈴
木
啓
介
（
48
回
生
）

　
〝
湘
南
に
行
く
と
全
日
本
ユ
ー
ス
代
表
監
督
に
コ
ー
チ
し
て
も
ら
え
る
〟。

　

中
学
か
ら
の
憧
れ
を
胸
に
、
入
学
前
の
春
休
み
か
ら
練
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ー
ル
バ
ッ
ク
、
日
に
焼
け
た
赤
銅
色
の
お
顔
、
ギ
ョ
ロ
ッ
と
し
た
目
に
魅
入

ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
。
あ
の
頃
、
お
い
く
つ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？
ブ
ル
ー
の

ト
ラ
ン
ク
ス
、
ル
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
周
囲
を
見
な
が
ら
、
柔
ら
か
い
ト
ラ
ッ

プ
で
反
転
し
て
前
を
向
き
、
左
足
の
イ
ン
フ
ロ
ン
ト
に
軽
く
乗
せ
る
だ
け
で

ス
ー
っ
と
糸
を
引
く
よ
う
な
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
ま
だ
ま
だ
掛
け
値
な
し
に
現
役

で
し
た
。

　

こ
の
カ
リ
ス
マ
性
に
加
え
、〝
こ
の
学
年
は
全
国
制
覇
も
夢
で
は
な
い
〟（
後

に
毎
年
恒
例
だ
っ
た
と
判
明
し
た
名
セ
リ
フ
）
を
は
じ
め
、
ガ
キ
ど
も
が
イ
チ

コ
ロ
に
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
手
練
手
管
な
ら
ぬ
〝
足
練
口
管
〟（
読
み
方
不
明
）

で
し
た
。

　

以
下
、
小
生
の
プ
レ
ー
に
対
す
る
中
さ
ん
語
録
で
す
。

　

１
）「
チ
ョ
ロ
ー
ン
と
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
カ
ラ
ダ
を
張
れ
！
」

　

足
先
だ
け
で
の
プ
レ
ー
へ
の
ご
注
意
。
擬
音
語
（
多
用
さ
れ
て
ま
し
た
）
は

諒
解
し
た
も
の
の
、〝
体
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
張
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
？
〟
若
年

性
の
素
朴
な
疑
問
、
ご
容
赦
。
ち
な
み
に
〝
胸
を
張
る
〟
っ
て
の
く
ら
い
は
常

識
と
し
て
知
っ
て
ま
し
た
が
…

　

２
）「
ケ
ー
ス
ケ
、
何
を
や
っ
と
ん
だ
。
バ
テ
た
ん
な
ら
や
め
ろ
！
ツ
ラ
い

　
　
　

な
ら
や
れ
！
」

　

千
葉
遠
征
、
苦
手
だ
っ
た
雨
中
の
試
合
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
ご
注
意
（
先
日
、

久
々
に
会
っ
た
一
学
年
後
輩
の
相
馬
君
が
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
）。
当

然
、「
ヤ
リ
マ
ス
」
と
答
え
る
ほ
か
な
く
…
。

　

時
を
経
て
、
慶
應
大
学
、
東
京
工
業
大
学
で
体
育
会
系
と
揶
揄
さ
れ
る
研
究

室
を
主
宰
し
、
思
わ
ず
学
生
に
〝
カ
ラ
ダ
を
張
っ
て
や
れ
〟
と
言
っ
て
い
る
自

分
を
発
見
（
苦
笑
）。
か
つ
て
の
グ
ラ
ン
ド
で
の
原
体
験
は
、
日
々
の
言
動
に

色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、昨
今
、〝
○
○
ハ
ラ
〟

と
か
い
う
ヤ
ッ
カ
イ
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
適
用
は
ア
ブ
な
す
ぎ
ま
す
が

…
、
喜
寿
を
お
迎
え
に
な
り
、
ど
う
か
ご
自
愛
の
上
、
悠
々
と
し
た
境
地
を
お

楽
し
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
。
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補
記

数
年
前
に
な
る
が
「
啓
介
先
生
」
の
受
賞
の
お
祝
い
を
し
た
。「
日
本
化
学
・・・

賞
」｢
フ
ン
ボ
ル
ト
賞｣

の
ダ
ブ
ル
受
賞
で
、
将
来
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
だ
と

紹
介
さ
れ
た
が
私
に
は
あ
ま
り
ぴ
ん
と
来
な
か
っ
た
が
、
大
変
な
賞
だ
と
言
う

想
像
は
で
き
た
。
そ
の
後
生
徒
を
（
三
年
生
）
対
象
に
講
演
を
お
願
い
し
た
時

に
知
っ
た
の
だ
が｢

東
工
大
副
学
長｣

だ
と
言
う
肩
書
き
を
聞
か
さ
れ
た
。益
々

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

中
先
生
の
水
彩
画
を
見
な
が
ら

　
　
　
　

細
川
周
平
（
48
回
生
）

　

３
年
前
、
あ
る
賞
を
も
ら
っ
た
の
を
記
念
し
て
中
先
生
の
水
彩
画
を
一
枚
い

た
だ
い
た
。
茅
ヶ
崎
漁
港
か
ら
江
の
島
を
望
む
図
で
、
八
年
前
か
ら
暮
ら
し
て

い
る
京
都
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
玄
関
に
掲
げ
て
い
る
。
艫
を
つ
な
が
れ
た
二
艘
の

漁
船
が
妙
に
「
昭
和
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
４
、５
年
前
、
Ｏ
Ｂ
の
集
ま
り
で
風

景
画
を
描
い
て
い
る
の
を
知
っ
て
以
来
、
何
か
欲
し
か
っ
た
。
数
作
、
候
補
を

上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
な
か
か
ら
、
小
さ
い
頃
か
ら
見
慣
れ
た
江
の
島
を
描
い
た

作
を
所
望
し
た
。
藤
沢
の
実
家
を
よ
く
訪
ね
る
の
で
湘
南
地
方
の
空
気
か
ら
隔

絶
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
馴
染
の
風
景
を
見
る
の
は
心
休
ま
る
。
だ
が
そ
れ

よ
り
も
、
よ
く
知
っ
た
人
の
眼
と
筆
を
通
し
て
描
か
れ
た
絵
で
あ
る
こ
と
が
大

切
だ
。

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
入
学
の
代
な
の
で
、
中
先
生
40
歳
前
後
に
教
え
を

受
け
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
濃
厚
な
メ
ニ
ュ
ー
は
、
前
提
と
な
る
体
力
も
気
力

も
技
術
も
な
い
高
校
生
に
は
大
変
き
つ
か
っ
た
。
絵
を
見
て
い
る
と
思
い
出
す

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
茅
ヶ
崎
漁
港
ま
で
行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
辻
堂
海

岸
ま
で
走
っ
た
（
走
ら
さ
れ
た
）
こ
と
は
あ
る
。
鵠
沼
海
岸
へ
同
級
生
の
サ
ッ

カ
ー
部
員
、
中
嶋
修
君
と
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
３
年
の
体
育
祭
の
前
日
夕
方
、

ク
ラ
ス
の
ボ
ー
ド
の
下
絵
か
ら
本
体
ま
で
を
ほ
ぼ
一
人
で
描
い
た
彼
は
、
海
を

見
よ
う
と
ぼ
く
を
誘
っ

た
の
だ
。
そ
こ
で
二
人

は
放
心
し
涙
し
た
。
あ

あ
青
春
！

仮
に
有
名
な
画
家
が
湘

南
海
岸
を
描
い
て
い
た

と
し
て
も
、
芸
術
性
に

感
心
す
る
だ
け
だ
ろ
う
。

中
先
生
の
絵
は
そ
う
で

は
な
い
。
描
い
た
人
の

顔
も
声
も
歌
も
じ
か
に

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ

し
、
背
に
し
た
敵
を
ま

い
て
一
瞬
の
う
ち
に
前

に
出
る
動
作
や
、
走
り

45 回生　還暦祝い

込
む
味
方
に
そ
っ
と
つ
な
ぐ
柔
ら
か
い
ラ
ス
ト
パ
ス
が
見
え
て
く
る
。
サ
ッ

カ
ー
部
員
が
部
室
で
先
生
の
口
調
を
真
似
し
て
い
た
こ
と
も
思
い
出
す
。
口
真

似
で
な
く
、
あ
の
動
作
の
真
似
を
で
き
た
な
ら
、
ぼ
く
ら
は
も
っ
と
強
く
な
っ

て
い
た
の
に
。
平
和
な
風
景
画
は
、
そ
ん
な
こ
ん
な
を
語
っ
て
く
れ
る
。

　
　

 

補
記

文
中
に
あ
る
賞
・（
第
60
回
読
売
文
学
賞
）・「
遠
く
に
あ
り
て
つ
く
る
も
の
」（
ブ

ラ
ジ
ル
移
民
１
０
０
年
）
の
記
念
作
品
は
か
な
り
の
大
作
で
年
寄
り
が
読
む
の

に
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
る
。
記
憶
に
残
る
一
文
に「
現
地
の
日
本
人
が（
う
ど
ん
）

は
食
べ
る
物
で
あ
る
け
れ
ど
、
故
郷
の
味
で
あ
り
、
郷
愁
で
あ
り
、
日
本
そ
の

も
の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
私
の
実
弟
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
民
し
て
半

世
紀
、
既
に
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
日
本
を
思
う
気
持
ち
は
我
々
に
は

計
り
知
れ
な
い
物
が
あ
る
と
何
時
も
感
じ
て
い
た
。

中
さ
ん
の
掌
の
中

　
　
　
　

関　

佳
史
（
48
回
生
）

　

湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
O
B
会
事
務
局
を
20
数
年
、
ペ
ガ
サ
ス
の
代
表
、
そ
し

て
平
均
し
て
月
に
一
度
は
中
さ
ん
の
鞄
持
ち
。
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
が
こ
れ
程

人
生
に
於
い
て
重
要
に
な
る
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
現
役
で
は
期
待

さ
れ
た
が
チ
ー
ム
は
低
迷
。
大
学
で
体
育
会
に
入
る
自
信
も
な
く
、
湘
南
ク
ラ

ブ
で
プ
レ
ー
を
継
続
。
そ
の
後
、
サ
ッ
カ
ー
を
12
歳
か
ら
45
年
以
上
も
継
続
で

き
た
の
は
、
中
さ
ん
の
３
年
間
の
練
習
の
お
か
げ
だ
。
湘
南
の
教
育
方
針
は
文

武
両
道
。仕
事
と
サ
ッ
カ
ー
の
両
立
も
文
武
両
道
な
の
か
? 
井
上
孝
先
輩
か
ら
、

「
仕
事
を
継
続
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
こ
と
は
実
は
難
し
い
。」
と
改
め
て

教
え
ら
れ
た
。
ペ
ガ
サ
ス
で
も
、
様
々
な
理
由
で
、
プ
レ
ー
を
離
れ
る
人
々
を

沢
山
見
た
。
振
り
返
る
と
中
さ
ん
の
掌
の
中
に
い
て
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
自
分

が
い
る
。
そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
は
定
年
後
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
る
。

湘
南
サ
ッ
カ
ー
と
仲
人

　
　

      

沢
田
ミ
ツ
ル
（
50
回
生
）

　

天
童
、
仙
台
、
さ
い
た
ま
、
鹿
島
、
川
崎
、
横
浜
、
静
岡
、
磐
田
、
名
古
屋
、

神
戸
、
広
島
、
福
岡
、
鳥
栖
。
こ
こ
２
年
間
で
訪
れ
た
、
J
リ
ー
グ
の
ホ
ー
ム

ス
タ
ジ
ア
ム
の
所
在
地
で
す
。

「
お
孫
さ
ん
で
す
か
！
？
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
歳
の
離
れ
た
小
学
生
の
末
っ

子
と
一
緒
に
、
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
＆
ホ
ー
ム
チ
ー
ム
の
タ
オ
ル
マ
フ
ラ
ー
獲
得
に

出
向
い
て
い
ま
す
。
親
父
で
あ
る
僕
は
、
息
子
の
C
S
（
顧
客
満
足
度
）
向
上

を
狙
い
つ
つ(

笑)

、
各
地
の
銘
酒
と
肴
を
楽
し
み
な
が
ら
史
跡
・
名
跡
を
巡

る
旅
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド

の
緑
を
眺
め
、
ぼ
ん
や
り
と
す
る
束
の
間
の
空
間
で
も
あ
り
ま
す
。
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仕
事
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
家
族
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
僕
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
末
っ
子
と
は
な
ん
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
の
も
、

湘
南
サ
ッ
カ
ー
の
お
陰
だ
な
ぁ
ー
、
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

湘
南
サ
ッ
カ
ー
と
い
え
ば
〝
中
さ
ん
〟。
迷
選
手
で
あ
っ
た
僕
は
何
を
教
わ
っ

た
の
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
つ
だ
け
絶
対
に
忘
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
仲
人
を
お
願
い
し
た
こ
と
。

　

お
陰
様
で
、
二
男
二
女
の
子
供
に
恵
ま
れ
、
二
十
余
年
前
に
中
さ
ん
の
ご
自

宅
に
連
れ
て
行
っ
た
長
女
も
既
に
社
会
人
で
す
。
家
内
も
子
供
た
ち
も
、
皆
元

気
で
す
。

　

中
さ
ん
御
夫
妻
に
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、
お
二
人
が
こ
れ
か
ら
も
活
き
活

き
と
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
雑
感

　
　
　
　

水
戸
将
史
（
56
回
生
）

　

昭
和
53
年
４
月
、
隣
の
中
学
校
か
ら
ひ
ょ
い
と
引
っ
越
し
て
き
た
感
覚
で
高

校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
藤
沢
一
中
時
代
の
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
は
知
る
人
ぞ

知
る
「
山
口
晴
夫
」
先
生
。
高
校
に
行
く
と
は
イ
コ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
入

る
こ
と
が
前
提
で
し
た
。

　

コ
ワ
も
て
の
先
輩
達
が
多
く
い
る
中
で
、
我
々
新
入
部
員
は
グ
ラ
ン
ド
に
入

れ
ず
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
。
基
礎
的
な
練
習
で
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
貴
重
で
し
た
。
ま
た
鈴
木
先
生
が
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
言
わ
れ
て
い
た
「
５

対
２
」
の
重
要
性
は
、
後
で
よ
く
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

２
学
年
か
ら
は
試
合
に
出
れ
た
り
出
れ
な
か
っ
た
り
。
ウ
イ
ン
グ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
な
ん
て
柄
じ
ゃ
な
い
と
思
い
つ
つ
、
も
と
も
と
鈍
足
な
自
分
に
と
っ
て

「
突
貫
小
僧
」
で
慣
ら
し
た
鈴
木
先
生
の
足
技
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
真
似
た
も

の
で
し
た
。

　

小
粒
の
選
手
し
か
い
な
か
っ
た
チ
ー
ム
で
、
新
人
戦
の
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

は
意
外
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
…
。
そ
の
後
、
県
大
会
ベ
ス
ト
16
で
負
け
ま
し

た
が
、
戦
友
と
３
年
間
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

喜
寿
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　

八
木 

啓
太
（
52
回
生
）

　

１
９
６
８
年
メ
キ
シ
コ
銅
メ
ダ
ル
で
火
が
つ
き
、
小
・
中
学
校
で
仲
間
た
ち

と
楽
し
く
自
由
奔
放
に
や
っ
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
。
湘
南
に
入
っ
て
中
先
生
と
出

会
い
、
技
術
戦
術
の
指
導
と
い
う
も
の
を
初
め
て
受
け
た
。
指
導
は
受
け
た
が

鋳
型
に
は
め
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
中
先
生
は
正
し
い
技
術
・
サ
ッ
カ
ー

の
常
識
を
重
ん
じ
、
そ
れ
を
指
導
の
要
と
し
な
が
ら
も
、
サ
ッ
カ
ー
を
豊
か
な

も
の
に
す
る
柔
軟
性
、
理
論
で
は
説
明
で
き
な
い
瞬
間
的
な
閃
き
も
大
事
に
し

た
。
も
っ
と
言
う
と
両
方
を
求
め
た
。
硬
軟
併
せ
持
ち
、
手
堅
く
規
律
あ
る
教

育
者
で
あ
り
な
が
ら
、
新
し
い
考
え
、
方
法
論
を
前
向
き
に
取
り
入
れ
た
。

　

そ
の
幅
の
広
さ
、
懐
の
深
さ
が
湘
南
サ
ッ
カ
ー
の
伝
統
を
築
き
、
神
奈
川
を

サ
ッ
カ
ー
先
進
県
に
の
し
上
げ
た
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
思
う
。
そ
の
功
績
の
一

端
は
、
私
も
そ
の
恩
恵
に
浴
し
た
の
だ
が
、
当
時
異
色
の
存
在
で
あ
っ
た
故
・

相
川
F
I
F
A
公
認
コ
ー
チ
の
県
協
会
へ
の
抜
擢
に
も
現
れ
て
い
た
。
鈴
木

中
と
相
川
亮
一
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
二
人
の
偉
大
な
師
か
ら
短
期
間
で

あ
っ
た
が
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
は
、
今
な
お
続
く
私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
の

中
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

ボ
ー
ル
を
蹴
り
始
め
て
早
45
年
。
直
接
指
導
を
受
け
た
の
は
高
校
時
代
の
わ

ず
か
３
年
な
の
だ
が
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
や
は
り
中
「
先
生
」
な
の
で
あ
る
。

師
弟
関
係
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
も
の
で
当
然
な
の
だ
が
、
で
も
、

そ
う
い
う
気
持
ち
は
一
体
ど
こ
か
ら
く
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
る
と
、
53
歳

に
な
る
今
で
も
、「
八
木
の
あ
の
プ
レ
ー
は
よ
か
っ
た
な
」
と
中
さ
ん
に
褒
め

て
も
ら
い
た
い
と
願
う
教
え
子
の
自
分
が
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
こ

の
歳
に
な
っ
て
も
そ
ん
な
青
臭
さ
を
持
っ
て
い
る
の
は
な
か
な
か
の
こ
と
じ
ゃ

な
い
か
と
あ
ら
た
め
て
思
い
、
ま
た
中
さ
ん
に
褒
め
て
も
ら
お
う
と
、
際
限
も

無
く
ひ
た
す
ら
に
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
寄
稿
文
を
こ
れ
か
ら
送
り
ま
す
と
師
の
携
帯
を
な
ら
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
人
は
旭
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
い
ま
湘
南
の
試
合
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
と

言
い
、
携
帯
の
向
こ
う
か
ら
は
選
手
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
た
。
喜
寿
の
そ
の
歳

で
も
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
現
場
に
立
ち
続
け
る
師
の
神
髄
を
感
じ
た
。

　

中
先
生
、
沢
山
の
も
の
を
与
え
て
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
ご
壮
健
で
サ
ッ
カ
ー
界
に
刺
激
を
与
え
続
け
て
く
だ

さ
い
！

初
代
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

　
　
　
　

小
泉
治
子
（
44
回
生
）

　

中
さ
ん
（
と
呼
ば
せ
て
頂
き
ま
す
）、
喜
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
湘

南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
初
代
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
高
校
に
入
っ
た
当
時
の
私
の
ブ
ー
ム
は
、
兄
た
ち
の
影
響
も
あ
り
世
界
で

一
番
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
サ
ッ
カ
ー
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
中
さ

ん
に
サ
ッ
カ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
し
て
頂
い
て
有
頂
天
に
な
っ
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
何
た
る
か
も
全
く
知
ら
ず
、
雑
務
一

辺
倒
、
部
室
の
掃
除
や
ボ
ー
ル
の
紐
の
調
達
（
そ
の
頃
の
ボ
ー
ル
は
紐
で
編
ん

で
い
た
の
で
す
ね
）、
試
合
の
時
の
レ
モ
ン
の
準
備
（
当
時
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な

ど
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
中
さ
ん
に
指
示

さ
れ
た
一
つ
に
高
体
連
の
手
伝
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー
プ
ロ
も
パ
ソ
コ
ン
も

メ
ー
ル
も
な
い
時
代
、
大
会
が
あ
る
た
び
に
各
高
校
へ
の
案
内
状
の
宛
名
書
き
、

郵
便
局
か
ら
の
発
送
が
私
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。
何
回
か
や
っ
て
い
る
う
ち

に
中
さ
ん
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
は
，‘
宛
名
書
き
が
う
ま
く
な
っ
た
な
’
と
い
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う
一
言
で
し
た
．
残
念
な
が
ら
本
当
は
へ
た
く
そ
の
ま
ま
で
し
た
が
中
さ
ん
一

流
の
人
使
い
の
う
ま
さ
（
？
）
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
社
会
に
出
て
も
結
構
使
わ
れ
上
手
に
な
り
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と

で
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
お
目
に
か
か
っ
た
時
に
中
さ
ん
は
30
代
前
半
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
後
た
び
た
び
集
ま
り
で
お
目
に
か
か
っ
て
も
、
あ
の
当
時
に
感
じ
た

怖
さ
と
い
う
か
貫
禄
は
何
年
た
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
。

 

人
に
囲
ま
れ
て
生
き
る
こ
と
の

シ
ア
ワ
セ

　
　
　
　

本
島
玲
子
（
53
回
生)

　

大
学
時
代
以
降
は
殆
ど
実
家
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
き
た
た
め
か
、
た
ま
に
鎌

倉
に
帰
り
、
江
ノ
電
に
乗
る
と
、
高
校
生
く
ら
い
の
気
持
ち
で
周
囲
を
眺
め
て

し
ま
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
実
際
に
は
当
時
の
中
さ
ん
よ
り
10
歳
く
ら
い
年
上
。

時
が
経
つ
の
は
速
い
も
の
で
す
。

　

幸
か
不
幸
か
日
本
人
の
平
均
余
命
は
延
び
る
一
方
で
、
高
齢
者
に
接
し
て
も
、

70
代
は
準
現
役
、
80
代
に
な
っ
て
「
ち
ょ
っ
と
年
を
と
っ
た
か
な
ぁ
」
と
感
じ

さ
せ
る
人
が
多
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
個
人
差

も
あ
る
わ
け
で
、
そ
こ
を
分
け
て
い
る
の
は
物
事
の
捉
え
方
の
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
地
位
だ
の
体
力
だ
の
を
「
失
っ
た
、
で
き
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
喪
失
感
に
苛
ま
れ
る
か
、「
ま
だ
こ
れ
が
で
き
る
、
あ
れ
が
楽
し
み
」
と

前
を
向
い
て
日
々
を
過
ご
せ
る
か
の
違
い
で
す
。

　

そ
の
点
、
中
さ
ん
は
心
配
な
い
で
す
ね
。
53
回
生
全
体
の
同
期
会
で
挨
拶
す

る
幹
事
に
「
話
が
長
く
て
つ
ま
ん
な
い
ぞ
～
」
と
叫
び
、
50
歳
過
ぎ
の
お
じ
さ

ん
お
ば
さ
ん
に
な
っ
た
私
た
ち
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
確
信
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。

喜
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　

宮
井
真
純
（
52
回
生
）

　

私
の
高
校
時
代
の
思
い
出
と
言
え
ば
、
放
課
後
の
練
習
、
紅
茶
や
タ
オ
ル
を

持
っ
て
出
か
け
た
週
末
の
試
合
や
合
宿
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
サ
ッ
カ
ー
部
の
こ

と
ば
か
り
で
す
。
あ
の
頃
は
土
ぼ
こ
り
の
中
を
駆
け
回
る
部
員
と
大
声
で
怒

鳴
っ
て
い
る
中
さ
ん
を
見
て
い
る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
卒
業
後
ド
イ
ツ
に

渡
っ
て
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
熱
は
続
き
、
初
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
本
大
会
出
場
を

果
た
し
た
日
本
チ
ー
ム
を
応
援
に
先
生
ら
一
行
と
パ
リ
で
合
流
。
会
場
に
流
れ

た
「
君
が
代
」
を
一
緒
に
歌
っ
て
い
た
中
さ
ん
の
目
が
潤
ん
で
い
た
の
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
杯
や
Ｗ
Ｍ
ド
イ
ツ
大
会
な
ど
で
、
い
つ

ま
で
も
変
わ
ら
な

い
お
元
気
な
中
さ

ん
と
お
会
い
す
る

機
会
を
持
て
、
と

て
も
嬉
し
く
思
っ

て
き
ま
し
た
。
今

で
は
多
く
の
日
本

人
選
手
が
ド
イ
ツ

の
ブ
ン
デ
ス
リ
ー

ガ
ー
な
ど
で
活
躍

す
る
時
代
を
迎

え
、
私
も
彼
ら
の
番
組
取
材
な
ど
に
関
わ
り
な
が
ら
相
変
わ
ら
ず
サ
ッ
カ
ー
に

夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
数
年
前
か
ら
先
生
が
素
晴
ら
し
い
絵
を
お
画
き
に
な
る
と
い
う
一
面

を
知
り
、
懐
か
し
い
湘
南
の
風
景
な
ど
を
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

　
　

 

補
記

１
９
９
８
年
W
杯
の
時
私
達
が
宿
泊
し
て
い
た
パ
リ
の
２
流
ホ
テ
ル
に
訪
ね
て

き
て
、
森
君
（
54
回
）
と
宮
井
君
と
合
流
し
食
堂
で
美
味
し
い
生
牡
蠣
と
ワ
イ

ン
を
飲
み
な
が
ら
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
て
か
ら
、
既
に
15
年
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
ユ
ー
ロ
２
０
０
０
の
時
に
わ
ざ
わ
ざ
デ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
ま
で
来
て
湘
南
の
0
B
達
と
一
緒
に
昼
食
を
し
た
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。

次
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
に
は
是
非
行
き
た
い
で
す
ね
！｢

写
真｣

ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
で
の
試
合
前
の
様
子
（
中
）

こ
れ
が
、
僕
ら
の
、
夢
だ
っ
た
!

　
　

      

篠
塚　

毅
（
54
回
生
） 

　

さ
て
私
も
「
サ
ッ
カ
ー
の
深
淵
に
引
き
込
ま
れ
た
」
半
生
を
歩
ん
で
参
り
ま

し
た
一
人
で
す
が
、
そ
の
発
端
は
間
違
い
な
く
湘
南
サ
ッ
カ
ー
、
鈴
木
先
生
と

の
出
会
い
で
し
た
。
１
９
７
７~

７
８
当
時
の
主
将
と
し
て
、
選
手
権
県
大
会

を
控
え
重
要
な
学
校
行
事
・
修
学
旅
行
を
集
団
ス
キ
ッ
プ
、
全
教
職
員
の
非
難

の
嵐
か
ら
身
を
挺
し
て
我
々
を
守
っ
て
く
れ
た
鈴
木
先
生
…
そ
れ
で
も
尚
、
全

国
大
会
出
場
と
い
う
先
生
の
思
い
、
我
々
の
夢
を
実
現
で
き
ず
痛
恨
の
準
決
勝

敗
退
…
。
ほ
の
か
な
満
足
感
は
抱
き
な
が
ら
も
、
悔
し
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

高
校
時
代
。
大
学
卒
業
と
伴
に
サ
ッ
カ
ー
か
ら
離
れ
た
自
分
で
し
た
が
、
や
は

り
何
か
忘
れ
物
を
し
た
感
覚
が
残
っ
て
い
た
の
か
、
同
期
の
藤
塚
久
雄
君
が
母

校
の
監
督
と
し
て
全
国
へ
の
夢
を
叶
え
て
く
れ
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
、

折
し
も
プ
ロ
リ
ー
グ
設
立
の
ニ
ュ
ー
ス
に
居
て
も
立
っ
て
も
お
れ
ず
J
リ
ー
グ

設
立
事
務
局
に
転
職
。
１
９
９
３
年
５
月
15
日
、
国
立
競
技
場
、
メ
イ
ン
ス
タ

ン
ド
屋
根
裏
、
新
開
発
の
試
合
記
録
シ
ス
テ
ム
責
任
者
と
し
て
、
涙
を
ボ
ロ
ボ

ロ
流
し
な
が
ら
開
幕
戦
を
記
録
。

　

J
リ
ー
グ
退
職
後
も
縁
あ
っ
て
ラ
グ
ビ
ー
・
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
設
立
、
プ
ロ
野
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球
・
日
本
ハ
ム
札
幌
移
転
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
日
本
リ
ー
グ
改
革
と
国
内

メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
「
変
革
の
現
場
」
に
携
わ
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、私
自
身
が「
サ
ッ
カ
ー
出
身
」と
い
う
事
実
を
差
し
引
い
て
も
、

何
か
不
完
全
燃
焼
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
感
覚
が
付
き
纏
い
ま
す
。
そ
う
…
今

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
の
存
在
の
大
き
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
J
リ
ー
グ
開
幕

に
多
く
の
国
民
が
共
有
し
た
こ
の
「
フ
レ
ー
ズ
」
は
、
鈴
木
先
生
は
じ
め
先
人

達
が
営
々
と
し
て
築
き
上
げ
た
サ
ッ
カ
ー
へ
の
一
途
な
思
い
、
重
み
…
そ
の
土

台
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
本
当
に
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、「
文
化
」
と
呼
べ
る
存
在
に
近
づ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
サ
ッ

カ
ー
に
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
…
と
。

　

こ
の
度
の
記
念
誌
ご
発
行
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
遠
征
で

湘
南
生
が
得
る
も
の

　
　
　
　

篠
塚　

貴
志
（
82
回
生
）

　

２
０
０
３
年
度
に
始
ま
っ
た
湘
南
高
校
の
ス
ペ
イ
ン
遠
征
に
、
学
生
の
身
分

で
あ
り
な
が
ら
私
は
２
０
０
５
年
度
か
ら
３
回
連
続
、
５
回
の
遠
征
の
う
ち
３

回
の
遠
征
を
経
験
さ
せ
て
頂
い
た
。
清
水
先
生
が
発
案
さ
れ
て
３
回
、
小
林
先

生
が
英
国
の
テ
イ
ス
ト
を
加
え
て
２
回
、
遠
征
は
継
続
的
に
内
容
・
質
・
参
加

者
を
増
し
、
価
値
を
高
め
て
き
た
。
ビ
ル
バ
オ
と
い
う
伝
統
的
な
チ
ー
ム
、
そ

し
て
バ
ス
ク
と
い
う
誇
り
高
き
民
族
の
土
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
湘
南
生
が
何

を
感
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
に
向
け
何
を
得
た
の
か
。
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
価
値

が
加
わ
っ
た
２
度
の
遠
征
を
経
て
、
ス
ペ
イ
ン
遠
征
の
価
値
は
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
。

　
「
湘
南
高
校
は
日
本
一
の
高
校
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」
鈴
木
先
生
の
口
癖
。

　
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
ビ
ル
バ
オ
は
ス
ペ
イ
ン
一
の
チ
ー
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。」
バ
ス
ク
人
の
口
癖
。

2004 年スペイン遠征の帰りのパリでの買い物、岩田・寺尾先生と

　

自
分
た
ち
が
一
番
で
あ
る
誇
り
を
持
た
ず
し
て
一
番
に
は
成
り
得
ぬ
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
々
が
、
バ
ス
ク
に
も
い
た
。
湘
南
生
が
持
ち
続
け
る
べ
き
文
武
両

道
の
誇
り
に
似
た
思
い
が
、
バ
ス
ク
に
あ
っ
た
。
サ
ン
マ
メ
ス
を
震
え
上
が
ら
せ

る
バ
ス
ク
人
の
心
は
、
湘
南
生
が
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
心
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
の
２
カ
国
で
の
試
合
・
交
流
・
観
戦
か
ら
得
ら
れ
る

も
の
は
、
湘
南
生
の
将
来
に
生
き
る
宝
物
か
。
10
日
間
の
遠
征
、
そ
れ
は
人
生

の
中
で
一
瞬
の
出
来
事
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
で
の
経
験
に
ロ

ン
ド
ン
で
の
試
合
・
交
流
が
加
わ
っ
た
10
日
間
の
ス
ペ
イ
ン
遠
征
は
湘
南
生
の

心
に
一
つ
の
思
い
を
残
す
。
そ
の
思
い
が
、
ス
ペ
イ
ン
遠
征
の
も
た
ら
す
最
大

の
価
値
。「
も
う
一
度
、
こ
こ
へ
。」
ス
ペ
イ
ン
遠
征
で
の
経
験
か
ら
湘
南
生
が

得
る
も
の
が
、
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
強
化
に
留
ま
ら
ず
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ

の
明
る
い
将
来
と
、
湘
南
高
校
の
継
続
的
な
文
武
両
道
・
日
本
一
へ
と
、
そ
し

て
私
自
身
の
大
き
な
将
来
へ
と
繋
が
ら
ん
こ
と
を
、
心
よ
り
願
う
。

こ
の
度
の
記
念
誌
ご
発
行
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

｢

写
真｣　

バ
ス
ク
自
慢
の
お
ら
が
ビ
ル
バ
オ
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
」
の
ホ
ー
ム

グ
ラ
ン
ド
「
サ
ン
マ
メ
ス
」
は
１
２
０
年
の
伝
統
と
誇
り
の
あ
る
素
晴
ら
し
い

ス
タ
ジ
ア
ム
だ
っ
た
。
同
行
し
た
元
湘
南
の
教
諭
（
岩
田
・
寺
尾
・
先
生
）
と

感
嘆
の
声
を
挙
げ
た
、
懐
か
し
い
記
憶
が
甦
っ
た
。
多
分
生
徒
達
も
多
く
の
物

を
吸
収
し
た
だ
ろ
う
。

親
子
で
体
験
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部

　
　

榊
原
和
久
（
46
回
生
）

　

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
３
月
、
長
男
の
和
洋
が
湘
南
高
校
の
入
学
合
格

通
知
を
も
ら
い
、
早
速
、
恩
師
の
鈴
木
中
先
生
にE-m

ail

で
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、

「
湘
南
の
グ
ラ
ン
ド
に
連
れ
て
来
い
！
」
と
の
指
示
、
天
気
の
良
い
土
曜
日
に

息
子
と
久
し
ぶ
り
に
湘
南
に
出
か
け
、
息
子
と
共
に
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
を
再
び

体
験
で
き
る
楽
し
い
３
年
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
曜
日
の
試
合
は
、
家

内
と
応
援
に
行
く
の
が
楽
し
み
と
な
り
、
中
先
生
の
カ
バ
ン
持
ち
で
、
夏
休
み

の
「
時
の
栖
」
で
の
合
宿
、
春
休
み
の
「
八
千
代
カ
ッ
プ
」
へ
の
応
援
等
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
の
高
校
時
代
と
全
く
同
じ
で
、
①
良
い
指
導

者
、
②
親
切
で
頭
の
良
い
友
人
、
③
素
晴
ら
し
い
サ
ッ
カ
ー
環
境　

に
恵
ま
れ
、

息
子
が
サ
ッ
カ
ー
を
3
年
間
楽
し
く
で
き
、
文
武
両
道
を
目
指
し
、
社
会
に
巣

立
っ
て
行
く
た
め
に
人
間
と
し
て
必
要
な
人
間
性
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
て
く
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43
年
前
の
高
校
生
が
昨
年｢

還
暦｣

を
迎
え
た
。
そ
し
て
鬼
籍
に
入
ら
れ
た

監
督
の
平
木
隆
三
・
コ
ー
チ
の
八
重
樫
茂
夫
氏
そ
し
て
３
人
の
選
手
（
千
葉
・

平
田
・
市
川
）
君
を
偲
び
、
２
０
１
２
・
２
月
に
東
京
で
集
ま
り
を
持
つ
事
が

出
来
た
。
私
が
34
歳
の
若
さ
で
高
等
学
校
側
の
立
場
で
総
務
兼
主
務
雑
用
を
全

て
任
さ
れ
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
「
検
見
川
」
で
の
長
期
合
宿
、
そ
の
前
の
「
藤

枝
」
で
の
選
考
会
、「
正
月
の
大
会
」
で
の
選
手
選
抜
そ
し
て
「
バ
ン
コ
ク
」

で
の
本
大
会（
湘
南
O
B
の
酒
井
さ
ん
に
は
随
分
と
現
地
で
お
世
話
に
な
っ
た
）

年
齢
が
２
歳
も
年
上
の
優
勝
し
た
ビ
ル
マ
の
選
手
と
公
式
の
戦
い
「
マ
レ
ー
シ

ア
」
で
の
親
善
試
合
、
バ
ン
コ
ク
日
本
人
会
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
な
ど
話
は

尽
き
ず
、
又
合
い
ま
し
ょ
う
と
言
う
事
で
再
会
を
約
束
し
た
。
そ
の
後
彼
ら
は
、

日
立
、
古
河
、
鋼
管
、
三
菱
、
東
洋
、
八
幡
、
富
士
通
・
フ
ジ
タ
の
日
本
リ
ー

グ
で
活
躍
し
現
在
の
J
リ
ー
グ
の
基
礎
作
り
に
貢
献
し
た
功
績
は
高
く
評
価
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
東
北
・
埼
玉
・
静
岡
・
広
島
の
選
手
が
多
く
定
年
後
も
皆
「
元

気
な
良
い
サ
ッ
カ
ー
爺
」
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
集
ま
る
こ
と
が
多
く
な
れ
ば

私
も
是
非
老
骨
に
鞭
打
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
故
人
７
名
）（
欠
席
・
平
田(

八
幡)

・
木
本
・
古
前
田
（
フ
ジ
タ
）・
小
原(

東

洋)

・
村
松
・
菅
原
）
６
名

｢

出
席
者
・
写
真｣

荒
井
公
三(

古
河)　

大
谷
榮
一(

三
菱)　

崎
谷
誠
二(

八
幡)　

須
佐
耕
一（
古

河
）
鈴
木
道
雄(

古
河)　

河
野
和
久(

日
立)　

鈴
木　

中
（
総
務
）　

藤
島
信

雄
（
鋼
管
）　

関
久
雄
（
富
士
通
）

1969年アジアユースサッカー大会メンバーの集い
　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　中

「大会参加・JFA 記念ペナント」

れ
た
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
自
身
も
そ
う
で

し
た
が
、サ
ッ
カ
ー
部
時
代
の
友
人
（
上
野
キ
ャ
プ
テ
ン
、松
元
君
、亮
ち
ゃ
ん
、

石
井
親
分
、
廉
隆
君
、
等
）
は
、
人
生
で
の
掛
替
え
の
な
い
親
友
で
す
。
息
子

も
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
で
得
た
交
友
関
係
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
の

道
を
切
り
開
い
て
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
中
先
生
、
こ
れ
か
ら
も
、
親

子
共
々
、
ご
指
導
下
さ
い
！
中
メ
ー
ル
は
こ
れ
か
ら
も
見
た
い
で
す
。
そ
れ
と
、

お
酒
の
宴
席
は
い
つ
で
も
喜
ん
で
準
備
し
ま
す
の
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

て
下
さ
い
。

ス
ペ
イ
ン
遠
征
の
思
い
出

　
　
　
　

榊
原
和
洋
（
85
回
生
）

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
異
文
化
に
触
れ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
が
ス
ペ
イ
ン

遠
征
に
つ
い
て
思
う
こ
と
で
す
。
遠
征
中
は
私
た
ち
が
思
う
”
普
通
”
と
は
違

う
こ
と
が
目
の
前
で
沢
山
起
こ
り
、
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
な
く
な
る
瞬
間

を
多
く
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
非
日
常
的
な
体
験
を
日
常
的
に
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
言
語
も
国
籍
も
関
係
な
く
ピ
ッ
チ
に
た
て
ば
い
つ
も
と
同
じ
よ

う
に
熱
く
、
楽
し
く
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
で
異
国
の
異

文
化
の
中
で
も
人
間
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
、
現
地
の
人
た
ち
と
不
思
議

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

在
、
私
は
将
来
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
り
な
が
ら
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
活
躍
出
来
る

よ
う
日
々
勉
学
と
サ
ッ
カ
ー
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
遠
征
は
こ
の
目

標
を
た
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
私
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
一
つ
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
大
切
に
し
た
い
経
験
で
す
。

　

な
か
な
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
応
援
に
い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
湘
南
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

﹂俊
邦
の
カ
ミ
サ
ン
か
ら

　
　
　
　
故
鈴
木
俊
邦
（
39
回
生
）
令
夫
人

　
「
お
い
お
い
、
君
が
書
く
の
？
」
と
誰
か
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

い
い
ん
で
し
ょ
う
か
中
先
生
。
私
は
片
田
舎
で
育
ち
、
実
は
、
サ
ッ
カ
ー
な
る

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
観
た
こ
と
も
な
く
、
ル
ー
ル
も
皆
目
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
誰
か
さ
ん
こ
と
「
俊
邦
」
な
る
人
に
巡
り
合
っ
た
と
き
、
彼
は
そ
の

こ
と
に
驚
き
、
哀
れ
な
人
を
見
る
よ
う
に
、
サ
ッ
カ
ー
が
い
か
に
面
白
い
か
と

中
学
時
代
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
吉
光
先
生
、
湘
南
の
岩
淵
先
生
と
の
出
会
い
か

ら
語
り
始
め
、
湘
南
入
学
後
の
サ
ッ
カ
ー
の
日
々
を
ほ
ん
と
う
に
楽
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
何
度
聞
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
ち
ゅ
う
さ

ん
」
と
。
当
時
サ
ッ
カ
ー
は
T
V
東
京
が
社
会
人
の
試
合
を
放
送
し
て
い
ま
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し
た
が
、
こ
れ
を
観

な
が
ら
解
説
が
始
ま

る
の
で
す
。
そ
の
間

に
高
校
の
お
仲
間
の

こ
と
、
中
さ
ん
の
こ

と
、
国
体
の
こ
と
懐

か
し
く
て
堪
ら
な
い

と
い
っ
た
様
子
で
話

し
た
も
の
で
す
。
子

供
が
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
た
時
は
、
少
年
審
判
員
の
資
格
も
取
り
、
年
を
経
て
か
ら
は
シ
ニ
ア
の
チ
ー

ム
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
が
w
杯
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

注
目
さ
れ
る
今
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
た
か
っ
た
で
し
ょ
う
に
。
他
界
し
て
７

年
余
、
世
の
中
は
余
り
に
も
多
く
の
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
人
間

と
し
て
、
も
っ
と
現
役
で
い
て
欲
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
先
生
が
「
た
だ
し
」
先
生
だ
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
墓
前
で
「
知
っ
て

た
？
先
生
の
読
み
名
」
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。
先
生
が
茅
ヶ
崎
の
海
岸
か
ら
お

持
ち
下
さ
っ
た
小
石
に
ち
ょ
っ
と
書
き
足
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
た
だ
し
」と
。

　

鈴
木
俊
邦
内　

展
子
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「
俊
邦
」（
と
し
く
に
）
と
私
は
呼
ん
で
い
た
が
、
業
界
（
出
版
関
係
）
の
仲
間

達
に
は
（
し
ゅ
ん
ぽ
う
さ
ん
）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
道
（
・
・
・
社
の
編
集
長
）

と
し
て
か
な
り
有
名
な
実
力
者
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
サ
ッ
カ
ー
を
語
ら
せ
、

書
か
せ
る
と
一
流
だ
っ
た
が
・
・
ボ
ー
ル
を
蹴
ら
せ
る
と
私
の
見
た
と
こ
ろ
？

流
だ
っ
た
。
で
も
高
校
１
年
で
西
宮
の
全
国
選
手
権
大
会
、
２
年
で
秋
田
国
体
、

３
年
で
岡
山
国
体
、
出
場
の
輝
か
し
い
記
録
は
彼
に
と
っ
て
は
語
る
材
料
が
沢

山
あ
っ
た
と
思
う
。
惜
し
い
人
材
を
亡
く
し
た
。
残
念
だ
っ
た
。
あ
る
時
ゴ
ル

フ
帰
り
に
御
殿
場
の
近
く
の｢

小
山
町｣

の
静
か
な
山
合
い
の
菩
提
寺
に
同
級

生
（
山
宮
、
小
杉
、
新
田
）
君
と
私
で
墓
参
り
を
し
て
き
た
。
茅
ヶ
崎
の
海
岸

で
拾
っ
た
石
に
「
中
」
と
書
い
て
置
い
て
来
た
。
又
何
時
か
元
気
に
訪
れ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。(

合
掌)　

  

39 回生ゴルフ（御殿場）

「墓参り」（小川町山合いの菩提寺）

御
礼

　
　
　
　
故
山
口
晴
夫
（
45
回
生
）
令
夫
人

　

中
先
生
と
私
ど
も
の
つ
な
が
り
は
昭
和
52
年
１
月
30
日
、
亡
き
主
人
山
口
晴

夫
と
の
結
婚
式
で
の
出
会
い
か
ら
で
す
。
主
人
が
一
番
大
事
に
考
え
て
い
る
方

と
言
う
認
識
を
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
の
知
ら
な
い
高
校
生
時
代
か
ら
の

サ
ッ
カ
ー
へ
の
関
わ
り
で
し
た
。
そ
れ
は
今
日
ま
で
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
、
人
生
の
師
と
仰
ぎ
湘
南
の
地
に
い
ま
し
た
所
私
ど
も
も
色
々
な

事
を
ず
い
ぶ
ん
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
い
て
決
し
て
威
張
っ
た
と
こ
ろ

な
く
い
つ
も
私
ど
も
に
温
か
な
優

し
い
態
度
で
接
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
馴
れ
馴
れ
し
い
言
葉
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
私
ど
も
は
先
生
を

親
の
よ
う
に
お
慕
い
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

主
人
の
人
生
最
後
の
一

番
の
思
い
出
は
き
っ
と
１
９
９
８

年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
先
生
の

お
か
げ
で
フ
ラ
ン
ス
の
地
で
先
生

と
「
君
が
代
」
を
熱
唱
し
た
事
だ

と
思
い
ま
す
。
私
結
婚
当
初
か
ら

休
日
、
春
、
夏
休
み
の
ほ
と
ん
ど
が
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
で
私
よ
り
中
先
生
と
接

す
る
時
間
が
多
く
常
に
ヤ
キ
モ
チ
を
焼
い
て
い
ま
し
た
が
今
は
そ
れ
が
素
敵
な

思
い
出
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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春
の
彼
岸
の
数
日
前
に
我
が
家
の
墓
参
り
（
鎌
倉
霊
園
）
の
帰
り
の
バ
ス
の
中

で
ふ
と
思
い
出
し
た
。
確
か｢

晴
夫｣

の
菩
提
寺
が
駅
の
近
く
だ
っ
た
は
ず
だ
。

駅
前
の
案
内
所
で
聞
く
と
、「
教
恩
寺
」
は
直
ぐ
で
す
よ
と
教
わ
り
墓
参
り
を

し
て
き
た
。
前
日
に
法
事
で
も
あ
っ
た
の
か
立
派
な
花
束
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。

多
分
お
父
様
と
晴
夫
自
身
の
法
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
想
像
し
た
。
親
よ
り
も
先

に
三
途
の
川
を
渡
っ
た
の
は
無
念
だ
っ
た
と
思
う
が
今
は
二
人
で
楽
し
く
語
り

あ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
（
合
掌
）

伝
え
る
こ
と
、
継
続
し
て
い
く
こ
と

　
　
　
　

若
木　

均
（
64
回
生
）

　
　
　

　

中
学
ま
で
野
球
一
筋
だ
っ
た
私
は
、
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
で
鈴
木
中
先
生

や
藤
塚
先
生
、
諸
先
輩
方
や
同
期
の
み
な
さ
ん
に
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
ち
ま
す
と
鈴
木
先
生
の
教
え
が
浮
か
び

ま
す
。
技
術
面
で
は
、
特
に
ヘ
デ
ィ
ン
グ
と
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
キ
ッ
ク
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
に
あ
っ
た
ペ
ン
デ
ル
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
ヘ
デ
ィ
ン

教恩寺（鎌倉・大町）
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グ
の
基
本
姿
勢
、
ジ
ャ
ン
プ
ヘ
ッ
ド
を
繰
り
返
し
練
習
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
キ
ッ
ク
は
、助
走
は
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
、膝
か
ら
下
の
ふ
り
、

弾
道
は
腰
く
ら
い
の
高
さ
で
30
ｍ
を
蹴
れ
な
い
と
だ
め
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

技
術
面
に
限
ら
ず
、
戦
術
や
取
り
組
む
姿
勢
も
含
め
て
、
鈴
木
先
生
が
〝
伝
え

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
〟
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。そ
の
う
ち
ひ
と
つ
で
も
心
に
残
っ

て
い
る
・
体
に
し
み
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
貴
重
で
得
難
い
こ
と
だ
と

宝物の参加章

64 回生全国大会参加記念額

今
更
な
が
ら
に
感
じ
ま
す
。

　

現
在
、
小
児
科
医
と
な
っ
た
私
は
、
昨
年
総
合
病
院
を
辞
し
目
黒
で
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
医
者
に
は
、
患
者
さ
ん
や
親
御
さ
ん
、

地
域
に
対
し
て
教
育
を
行
っ
て
い
く
役
割
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
ス
ポ
ー
ツ
に
育
て
ら
れ
て
き
た
（
と
思
っ
て
い
る
）
私
は
今
回
、
親
子
で
一

緒
に
か
ら
だ
を
つ
か
っ
て
遊
ぶ
「
親
子
教
室
」
の
活
動
も
始
め
ま
し
た
。
鈴
木

先
生
が
実
践
な
さ
っ
て
い
る
教
育
者
と
し
て
伝
え
・
継
続
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、

素
晴
ら
し
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
つ
つ
、
私
も
〝
伝
え
、
継
続
す
る
〟
こ
と
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
立
を
目
指
す
!

　
　
　
　

田
村
直
也
（
64
回
生
）

　

県
立
の
進
学
校
で
あ
る
湘
南
高
校
が
神
奈
川
県
の
代
表
に
な
る
こ
と
で
さ
え

大
変
な
こ
と
な
の
に
、
さ
ら
に
全
国
4
強
以
上
を
目
標
と
す
る
こ
と
。
高
校
入

学
直
後
の
当
時
の
私
に
と
っ
て
、
鈴
木
先
生
か
ら
最
初
に
聞
い
た
こ
の
言
葉
に

少
々
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
卒
業
し
て
約
22
年
。
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

と
そ
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、
の
ち
に
い
か
に
重
要
で
あ

る
こ
と
な
の
か
を
思
い
知
る
こ
と
に
な
り
、
今
思
い
返
す
と
自
分
の
人
生
観
に

ま
で
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
言
で
す
。

　

小
さ
な
目
標
は
、
越
え
や
す
く
、
堅
実
で
、
苦
労
も
少
な
く
、
時
に
心
地
よ

さ
さ
え
あ
る
。
そ
れ
で
も
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
出
来

る
限
り
の
努
力
を
し
、
楽
し
む
こ
と
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
喜
寿
を
お
迎
え
に
な
る
と
の
こ
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
、ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

文
武
両
道
の
象
徴

　
鈴
木
中
先
生
へ
の
感
謝
と
湘
南
サ
ッ
カ
ー
へ
の
期
待

　
　
　
　

川
井　

陽
一
（
前
校
長
）　

　

ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
遠
征
出
発
の
前
日
、
顧
問
の
小
林
周
太
郎
先
生
か
ら

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
一
言
話
を
す
る
よ
う
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
の
ド
ア
を
開
け
る
と
60
余
名
の
生
徒
の
靴
が
き
れ
い
に
と
い
う
よ
り
見
事
に

揃
え
て
脱
い
で
あ
り
ま
し
た
。
部
員
の
心
構
え
が
象
徴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

春
、
横
須
賀
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
旧
少
年
工
科
学
校
）
の
卒

業
式
に
出
向
き
ま
し
た
。
校
長
先
生
が
京
浜
急
行
に
乗
ら
れ
た
際
、
車
内
で
湘

南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
員
全
員
が
勉
強
に
勤
し
ん
で
い
る
姿
を
見
て
感
銘
を
受
け

た
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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鈴
木
中
先
生
に
は
、
半
世
紀
に
わ
た
り
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
を
支
え
て
い
た
だ

き
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
九
十
周
年
記
念
誌
の
表
紙
を
先
生
の
水
彩
画

で
飾
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
先
生
は
、

『
湘
南
サ
ッ
カ
ー
創
部
90
周
年
特
集
号
』
に
寄
稿
さ
れ
た
文
章
の
中
で
、
指
導

者
が
徳
育
者
で
あ
る
こ
と
、
目
標
は
高
い
ほ
ど
良
い
こ
と
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は

技
術
＋
頭
脳+

精
神
力
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
鈴
木
先
生
の
理

想
と
す
る
サ
ッ
カ
ー
を
、
今
、
小
林
先
生
と
現
役
生
は
間
違
い
な
く
追
求
し
て

い
ま
す
。
冒
頭
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
の
文
武
両
道

の
象
徴
的
存
在
が
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
で
す
。「
サ
ッ
カ
ー
部
が
湘
南
の
価
値
を

高
め
」、
そ
し
て
、「
湘
南
が
サ
ッ
カ
ー
そ
の
も
の
の
価
値
を
高
め
る
」
こ
と
が

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
鈴
木
先
生
に
は
引
き
続
き
の
ご

指
導
と
お
力
添
え
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
会
い

　
　
　
　

小
林
周
太
郎
（
湘
南
高
校
・
現
顧
問
教
諭
）

　

初
め
て
中
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
芝
生
の
上
の
真
剣
勝
負
の
場
、
私
は

ボ
ー
ル
に
走
っ
て
よ
っ
て
は
次
の
プ
レ
ー
と
汗
だ
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
見
な
が
ら
中
先
生
は
脇
か
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
は
ミ
ス
を
誘
う
の

で
し
た
。
そ
う
、
そ
こ
は
ゴ
ル
フ
場
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
会
場
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、

県
の
代
表
を
か
け
て
桐
蔭
・
桐
光
に
負
け
る
姿
を
多
数
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
私
が
何
の
ご
縁
か
、
名
門
湘
南
高
校
へ
と
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り
、

選
手
権
の
出
場
を
目
指
し
て
、
学
力
の
高
い
選
手
と
共
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
磨
き

あ
う
日
々
を
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
赴
任
が
決
ま
っ
た
と
き
に
、
中
先

生
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
頭
の
い
い
生
徒
の
教
え
方
と

注
意
点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
読
み
、
こ
れ
か
ら
の
前
途
多
難
を
考
え
、

ひ
と
ま
ず
不
登
校
に
な
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
人
生
の
勉
強
か
な

と
思
い
前
向
き
に
捉
え
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
い
ざ
指
導
し
て
み
る
と
、

中
先
生
の
言
葉
通
り
、
集
中
力
の
高
さ
と
長
期
目
標
が
持
て
る
こ
と
で
３
年
生

に
な
っ
て
か
ら
、
勝
負
で
き
る
こ
と
に
驚
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
内
外
で
高
い
志

の
あ
る
活
動
が
で
き
る
集
団
に
な
れ
る
と
思
わ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
毎
回
の
遠
征
・
合
宿
に
全
て
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
り
、
湘
南
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
の
全
国
大
会
復
帰
に
並
々
な
ら
ぬ
闘
志
と
情
熱
を
注
ぐ
中
先
生
の

姿
に
、
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
関
係
者
の
中
で
一
番
勝
ち
た
い
ん
だ
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
姿
を
、
監
督
と
選
手
が
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
い
壁

と
思
い
、
ま
た
、
越
え
た
先
に
全
国
が
待
っ
て
い
る
と
思
っ
て
取
り
組
も
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

磨
い
て
こ
そ
光
る
の
が
本
物
だ
と
選
手
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
湘
南
高
校
の

指
導
者
の
役
目
だ
と
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

中
先
生
の
喜
寿
に
寄
せ
て

　
　
　
　

藤
塚　

久
雄
（
54
回
生
・
元
顧
問
教
諭
）

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
喜
寿
を
お
迎
え
に
な
り
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
の

ご
様
子
に
た
だ
た
だ
感
服
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

中
先
生
の
サ
ッ
カ
ー
界
に
お
け
る
業
績
は
多
大
で
あ
り
、
語
り
つ
く
せ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
新
の
業
績
は
、
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
１
９
２
９
年
の

設
立
以
来
の
念
願
で
あ
っ
た
自
前
施
設
「
神
奈
川
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
２
０
１
４
年
開
設
が
今
年
４
月
に
新
聞
発
表
と
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に

現
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
中
先
生
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
先

生
を
囲
む
我
々
湘
南
O
B
も
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ･･･

で
し
た
。
そ
し
て
、

ま
た
何
か
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
と
楽
し
み
が
ま

た
増
え
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
早
い
も
の
で
す
ね
。
私
も
今
年
で
52
歳
で
す
。
湘
南
入
学
以
来
36

年
間
も
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
君
、
時
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
速

さ
で
走
る
も
の
な
の
だ
よ
。」
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
は
『
お
気
に
召
す
ま
ま
』

で
語
っ
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
授
業
を
受
け
る
時
は
長
い
け
ど
、
サ
ッ
カ
ー

に
興
ず
る
時
は
短
い
。
つ
ま
ら
な
い
人
と
い
る
時
間
は
長
い
が
、
尊
敬
で
き
る

人
と
い
る
時
間
は
短
い
。
時
間
は
、
そ
の
人
の
気
持
に
よ
っ
て
流
れ
方
が
変
わ

る
も
の
と
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
先
生
と
過
ご
し
て
き
た
36
年
は
充
実
し
、

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

高
校
時
代
、
選
手
権
を
目
指
し
て
就
学
旅
行
に
参
加
し
な
か
っ
た
我
々
の
た

め
に
春
の
遠
征
先
を
京
都
に
設
定
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当

時
の
遠
征
は
静
岡
が
定
番
で
し
た
し
、
以
降
私
が
赴
任
中
も
春
は
静
岡
遠
征
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
の
思
い
や
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
試
合
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
し
た
が
、
半
日
の
自
由
行
動
が
与
え
ら
れ
み
ん
な
で
京
都
タ
ワ
ー
に

行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
試
合
内
容
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

遠
征
に
は
故
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
山
口
先
輩
が
同
行
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
新
幹
線
の
中
で
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
を
見
に
い
っ
た
り
と
い
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

教
員
と
な
っ
て
か
ら
は
、
昭
和
最
後
、
平
成
最
初
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

に
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
こ
と
や
、
三
県
省
道
ス
ポ
ー
ツ
交
流
韓
国

大
会
に
先
生
が
団
長
、
私
が
監
督
で
臨
み
「
神
奈
川
優
勝
」
を
果
た
し
た
こ
と

な
ど
先
生
と
の
想
い
出
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、改
め
て
振
り
返
っ

て
見
る
と
、
多
く
の
出
来
事
で
先
生
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
先
生
に
は
仲
人
ま
で
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
も
、
日
常
で
は
な
か
な
か
そ
れ
を
伝
え
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
こ
の
文
集
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
よ
い
機
会

を
も
ら
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
今
日
と
い
う
日
は
、
残
り
の
人
生
の
最
初
の
一
日
。」
と
、
映
画
『
ア
メ
リ

カ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
』
の
一
節
で
す
。
過
去
は
、
過
去
。
昨
日
は
、
昨
日
。

決
し
て
残
り
の
人
生
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、今
日
か
ら
始
ま
る
中
先
生
の
〝
米
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寿
〟、〝
白
寿
〟
に
向
け
た
新
た
な
人
生
が
さ
ら
に
輝
き
を
放
つ
こ
と
を
祈
念
し

て
筆
を
置
き
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。　

そ
し
て
、「
蹴
球
小
唄
」「
青
春
時
代
」
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

 

補
記

彼
は
私
の
最
後
の
湘
南
体
育
科
教
諭
の
同
僚
で
も
あ
っ
た
。
全
国
大
会
へ
駒
を

進
め
た
彼
の
教
え
子
達(
64
回
生
以
降)

が
こ
れ
か
ら
の
O
B
会
の
中
心
に

な
る
と
思
う
の
で
是
非
次
の
世
代
の
O
B
会
を
背
負
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
又
別
件
に
な
る
が
P

24
に
描
か
れ
た
「
Y
C
A
C
」
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
は
、
筑
波
大
学
と
横
浜
外
国
人
ク
ラ
ブ
の
定
期
戦
の
会
場
で
あ
る
。

１
０
０
年
以
上
も
続
い
て
い
る
こ
の
大
事
な
歴
史
あ
る
試
合
を
彼
が
毎
年
面
倒

を
見
て
く
れ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
何
と
か
存
続
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
。（
こ
の
試
合
は
日
本
最
古
の
歴
史
あ
る
定
期
戦
で
あ
る
）　

興
に
乗
り
、も
っ
と
遠
く
へ

　
　
　
　
絵
筆
も
ワ
ー
プ
ロ
も

　
　
　
　
さ
ら
に
つ
づ
く
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 90
周
年
記
念
祝
賀
会

（
続・続・中
メ
ー
ル
No・1　

２
０
１
０
・１・１
）1

　

先
ず
は
１
月
10
日
に
行
わ
れ
る
「
90
周
年
記
念
祝
賀
会
」
の
盛
会
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　
「
記
念
誌
・
会
報
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き,

古
い
O
B
の
「
湘
南
へ
の

想
い
と
パ
ワ
ー
」
に
感
心
す
る
と
同
時
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
過
去
の
輝
か
し
い
記
録
は
正
確
に
整
理
し
て
今
後
の
現
役
の
活
動
の
た

め
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
湘
南
に
赴
任
し
て
最
初
に
教
え
た
37
回
・
牧
村
君
の
秋
田
国
体
・
西

ノ
宮
の
全
国
大
会
の
思
い
出
。
住
金
に
行
っ
た
、
42
回
・
関
口
君
の
「
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
」創
設
の
苦
労
話
。
慶
応
大
学
の
総
監
督
と
し
て
現
在
も
チ
ー

ム
作
り
の
41
回
・
福
井
君
の
頑
張
り
。
親
子
で
湘
南
の
グ
ラ
ン
ド
で
汗
を
か

い
た
、
46
回
・
榊
原
君
（
旧
姓
阿
部
）
54
回
・
篠
塚
君
・
・
み
ん
な
素
晴
ら

し
い
話
で
し
た
。
未
だ
何
人
か
書
き
落
と
し
て
し
ま
っ
た
方
も
居
る
よ
う
で

す
（
お
許
し
下
さ
い
）。

　

特
に
直
接
担
当
し
て
き
た
幹
事
の
、相
羽（
41
回
）浅
倉（
45
回
）関（
48
回
）

君
、
他
の
幹
事
の
方
に
は
感
謝
と
そ
の
努
力
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
次
の
１
０
０
周
年
に
向
け
て
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
後
10
年
、
私
も
一
緒
に
頑
張
る
つ
も
り
で
す
）。
そ
こ
で
何
よ
り
も
大
事
な

三嶋神社（樹齢 600 年の御神木のケヤキ）

東海道のスケッチで、松並木を追いかけて三島まで出かけた時美味しい自慢の「うなぎ」と、三嶋神社の御神木のケヤキの
魅力にとりつかれ何時間も眺めた楽しいスケッチ旅行だった。

事
は
「
現
役
の
活
躍
」
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
で
応
援
す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ

と
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
か
ら
「
文
章
＋
絵
画
・
作
品
（
３
～
５
）」
と
し
た
の
は
、絵
画
（
水

彩
画
）
を
石
の
上
に
も
３
年
、（
約
２
０
０
作
）
描
い
て
き
て
、
少
し
上
手

く
な
っ
た
と
O
B
諸
兄
に
煽
て
ら
れ
、
絵
画
作
品
も
掲
載
し
て
く
れ
と
言

う
話
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
向
で
掲
載
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
月
に
３
～
５

点
発
表
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
宜
し
く
ご
笑
覧
下
さ
い
。

　

今
月
は
正
月
に
つ
き
、
幾
つ
か
神
社
を
載
せ
て
み
ま
し
た
。
暮
れ
に
描
き

に
行
っ
た
「
三
島
神
社
」
が
何
点
か
あ
り
ま
す
が
、大
変
印
象
的
で
し
た
。（
三

島
か
三
嶋
か
？
）
神
主
さ
ん
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
古
く
は
（
嶋
）
を

使
い
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
初
期
は
（
島
）」
に
な
り
、
現
在
は
正
面
大

鳥
居
の
横
の
石
塔
に
は
大
き
く
「
三
嶋
神
社
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
こ
の
メ
ー
ル
は
、
毎
月
・
１
日
に
掲
載
発
表
予
定
だ
が
、
本
来

ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ
カ
ー
、
特
に
高
校
、
大
学
を
中
心
に
書
い
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
今
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
年
で
あ
り
、
こ
の
祭
り

も
大
会
が
終
わ
る
ま
で
は
楽
し
み
で
あ
る
。
今
回
は
１
勝
出
来
る
か
？
私
は

次
の
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
へ
の
準
備
を
期
待
し
て
い
る
一
人
で
あ
る
。

　

６
月
ま
で
話
題
は
尽
き
な
い
だ
ろ
う
。

参考作品　（倉岡先生）　２００３年賀状　( カッバドキア・トルコ・ペン・水彩 )

堆積した溶岩や火山灰が長い年月をかけて浸食できた奇岩群は圧巻。広大な岩層の中でひと際高い「ウチヒサルの要塞」は最も絵に
なるスポット。頂上でたなびくトルコ国旗が印象的。
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プ
ロ
と
ア
マ
の
違
い

（
続・続・中
メ
ー
ル
No・5　

２
０
１
０
・５
・１
）1

J
リ
ー
グ
も
開
幕
、
４
月
は
サ
ッ
カ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

私
が
直
接
関
係
し
て
い
る
、「
関
東
社
会
人
リ
ー
グ
戦
」（
神
奈
川
教
員
ク

ラ
ブ
）
も
開
幕
し
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ
カ
ー
の
リ
ー
グ
戦
だ
が
、
頂
点

が
J
リ
ー
グ
１
部
と
な
り
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
の
下
に
位
置
す
るJ

リ
ー
グ
２
部

⇒

J
F
L(

全
国
社
会
人
リ
ー
グ)⇒

地
域
リ
ー
グ
（
関
東
・
関
西
⁝
）
９

地
域
１
部
・
２
部⇒

各
県
リ
ー
グ
・
１
部
・
２
部
⁝

　

プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
・
社
会
人
・
学
生
⁝
全
て
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
日
本

サ
ッ
カ
ー
の
現
状
だ
が
、
私
は
こ
の
組
織
の
あ
り
方
に
、
問
題
あ
り
と
日
頃

か
ら
思
っ
て
い
る
。
関
東
リ
ー
グ
１
部
に
「
海
上
自
衛
隊
、
厚
木
マ
ー
カ
ス
」

と
言
う
チ
ー
ム
が
あ
る
。
自
衛
隊
の
こ
の
チ
ー
ム
も
J
を
目
指
す
目
的
は
無

い
と
思
う
。
同
じ
よ
う
に
２
部
の
教
員
チ
ー
ム
は
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　

此
処
で
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
違
い
を
は
っ
き
り
し
て
お
こ
う
。
プ
ロ
の

サ
ッ
カ
ー
は
飯
の
種
に
し
た
サ
ッ
カ
ー
で
あ
る
が
そ
れ
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の

サ
ッ
カ
ー
と
は
全
く
レ
ベ
ル
の
違
う
内
容
の
中
身
で
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
残
念
な
が
ら
日
本
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
は
ア
マ
チ
ュ
ア
と
あ
ま
り
差
が

無
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
大
変
な
事
だ
と
言
え
る
。

スペイン遠征宿舎（ビルバオ・ゴルリッツ）

第1回・3回の遠征で宿泊したビルバオの別荘地プレンシア、カンタベリヤの海の見える国民宿舎（ゴルリッチ）で絵にな
る景色を描いたのが初めての外国での思い出のスケッチだった。

　

私
が
趣
味
と
し
て
描
い
て
い
る
「
絵
画
」
の
世
界
は
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア

は
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
い
く
ら
背
伸
び
し
て
も
、
道
楽
で
描
い

て
い
る
趣
味
の
世
界
と
、
プ
ロ
の
世
界
は
全
く
違
う
よ
う
に
思
う
。
し
か
し

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
は
明
ら
か
に
ア
マ
と
は
違
う
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
。
日
本
の
プ
ロ
が
ア
マ
と
大
し
て
違
い
が
無
い
の
が
現
実

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
実
は
大
変
な
問
題
だ
と
思
う
、
原
因
は
沢
山
あ
ろ
う
が
ト
ッ

プ
の
プ
ロ
の
レ
ベ
ル
が
低
い
と
言
う
こ
と
は
、
日
本
代
表
も
世
界
レ
ベ
ル
で

無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
日
行
わ
れ
た
対
セ
ル
ビ
ア
と
の
代
表
チ
ー
ム

の
試
合
で
日
本
は
０
対
３
で
完
敗
を
喫
し
た
。
W
杯
前
の
大
事
な
国
際
試
合

で
無
残
な
負
け
方
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
現
在
の
日
本
の
現
実
だ
と
強
く
感
じ

て
い
る
。

茅ヶ崎球場から見た富士山

茅ヶ崎の海岸から見た富士山も美しいがこの野球場のある高台から見た富士山は私の好きなアングルである。松林と民家の
屋根の上にあるどっしりとした姿は描いていても楽しい。ここに来て深呼吸をすると長生き出来る様な気持ちになる。
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ふ
た
た
び
 90
周
年
に
つ
い
て

（
続・続・中
メ
ー
ル
No・３　

２
０
１
０
・３
・１
）1

　

先
月
号
に
「
湘
南
サ
ッ
カ
ー
部
90
周
年
記
念
」
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
が
、

も
う
少
し
詳
し
く
私
の
感
想
を
加
え
て
報
告
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
90
年
の

長
き
に
渡
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
活
躍
し
て
い
る
高
校
は
日
本
国
中
見
渡
し
て

も
、
そ
ん
な
に
多
く
は
無
い
は
ず
だ
。
戦
前
の
一
時
期
、
戦
後
の
何
年
間
、

名
前
が
で
て
来
る
が
、
戦
前
、
戦
後
、
現
在
、
名
前
が
出
て
く
る
公
立
高
校

は
そ
う
沢
山
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

戦
前
の
神
戸
一
中
=
戦
後
の
神
戸
高
校
、
広
島
一
中
=
国
泰
寺
高
校
、
浦
和

中
学
=
浦
和
高
校
、
志
太
中
学
=
藤
枝
東
高
校
、
韮
崎
中
学
=
韮
崎
高
校
、
等
々

名
前
が
出
て
来
る
が
、
戦
後
の
帝
京
、
国
見
、
浦
和
南
・
最
近
活
躍
し
た
サ
ッ

カ
ー
の
有
名
校
等
々
。
そ
の
中
に
湘
南
高
校
と
い
う
名
前
が
僅
か
に
で
て
来

る
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
脈
々
と
続
い
て
い
る
輝
か
し
い
記
録
は
（
特
に
県

立
高
校
で
）、日
本
の
高
校
の
中
で
も
胸
を
は
れ
る
記
録
だ
と
自
負
し
て
い
る
。

90
年
の
自
分
達
の
記
録
を
も
う
一
度
眺
め
て
み
る
と
、
戦
前
戦
後
を
通
じ

て
、
関
東
大
会
17
回
出
場
（
旧
制
中
学
時
代
８
回
・
新
制
高
校
９
回
）、
優

勝
３
回
（
戦
前
２
回
・
戦
後
１
回
）
国
体
神
奈
川
代
表
８
回
（
戦
前
４
回
・

戦
後
４
回
）、
優
勝
、
１
回
、
昭
和
45
年
以
降
は
神
奈
川
選
抜
と
し
て
出
場
。

全
国
高
校
選
手
権
大
会
神
奈
川
代
表
６
回
（
戦
前
３
回
・
戦
後
３
回
）
と
長

年
に
渡
っ
て
顔
を
出
し
て
い
る
記
録
は
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
う
。
是
非
現

役
が
全
国
へ
７
回
目
の
出
場
を
期
待
し
た
い
。

三ツ沢サッカー場（ニッパツ競技場）

何故この作品を描いたのか深い理由がある。先日亡くなられた横浜サッカー協会の古い役員の方の追悼の思い出を語る会
が、11月 3日にあった。彼とのご縁は特に親しい間柄でもないが、東京オリンピック以来のお付き合いである。それも
この絵「三ツ沢競技場」を通じての付き合いで、思い出は50年分の話になり、その気持ちを作品に託して霊前に捧げた。

赤木園・校舎正面

新校舎が出来てから正面に初代赤木校長の銅像を中心の庭園がある。最近は何か大事なニュースはこの庭園の上に垂
れ幕で世間に発表する。今回はノーベル賞受賞の「根岸さん」とフェンシングWU( ワールドユース )出場の「花田さん」
であったが、サッカー部全国大会出場は何時になるやら？

校門の古木（樹齢・・百年の楠木）

湘南のシンボルとも言えるこの楠木は一時枯れてしまう心配があったが、色々手を尽くし長生きしている。何回かこ
の古木の様子を描いているが、本当に歴史の重みを感じる素晴らしい雰囲気である。
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
雑
感

（
続・続・中
メ
ー
ル
No・６　

２
０
１
０
・６
・１
）

　

い
よ
い
よ
W
杯
が
始
ま
る
。
１
９
９
８
年
フ
ラ
ン
ス
・
ツ
ー
ル
ー
ズ
で
君

が
代
を
歌
っ
た
感
激
。
そ
し
て
２
０
０
２
年
日
本
開
催
・
横
浜
国
際
競
技
場

（
現
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
対
ロ
シ
ア
戦
の
勝
利
の
瞬
間
、
多
く
の
人
と
手

を
取
り
合
っ
て
の
喜
び
。
さ
ら
に
仙
台
競
技
場
の
試
合
で
ト
ル
コ
に
敗
れ
た

時
の
悔
し
涙
。
２
０
０
６
ド
イ
ツ
の
町
で
胸
を
張
っ
て
歩
い
た
「
鈴
木
中
、

W
杯
観
戦
ツ
ア
ー
」
楽
し
か
っ
た
思
い
出
。

　

定
年
退
職
後
こ
の
W
杯
３
大
会
と
２
０
０
０
年
ユ
ー
ロ
、
ベ
ル
ギ
ー
・
オ

ラ
ン
ダ
共
催
大
会
、
２
０
０
４
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
共
催
大
会
、

準
決
勝
２
試
合
観
戦
、
こ
れ
は
凄
い
試
合
だ
っ
た
。
私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
の

中
で
こ
の
経
験
は
何
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

貴
重
な
経
験
を
持
ち
な
が
ら
、
今
回
の
南
ア
フ
リ
カ
大
会
へ
足
が
向
か
な
い

の
は
何
故
だ
ろ
う
？

　

先
日
N
H
K
衛
星
放
送
で
戦
後
50
年
の
サ
ッ
カ
ー
界
の
流
れ
を
放
映
し

て
い
た
。
正
に
私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
日
本
代
表
の
ト
ッ

プ
選
手
で
は
な
か
っ
た
が
、そ
の
裏
方
の
指
導
者
と
し
て
彼
ら
（
長
沼
・
平
木
・

岡
野
・
八
重
樫
）
を
支
え
て
き
た
と
言
う
気
持
と
、
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
の
指
導

を
受
け
た
人
間
と
し
て
、
今
日
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
隆
盛
を
喜
ぶ
と
同
時
に
、

心
配
を
し
て
い
る
一
人
で
あ
る
。

　

２
０
１
０
岡
田
ジ
ャ
パ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
発
表
に
な
っ
た
。
予
選
リ
ー
グ

大岡越前祭り (4 月 17・18 日 )

御輿を担ぐ姿は何となくユーモアがあり纏を振る姿は絵になるが、人の動きを描くのは未だ 10年早いようだ・・それにし
ても日本人はお祭りが大好きだ。

を
勝
ち
あ
が
る
の
は
不
可
能
と
見
る
の
が
正
解
か
も
し
れ
な
い
が
、
負
け
る

に
し
て
も
負
け
方
が
あ
る
。
カ
メ
ル
ー
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ど

の
チ
ー
ム
に
も
勝
て
る
要
素
は
無
い
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
人
の
特
性
は
？

私
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
運
動
量
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
負
け
な

い
と
言
え
る
チ
ー
ム
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

2006 ドイツ W 杯

浜降祭（海の日）

茅ヶ崎市自慢のこの祭りは ｢海の日 ｣になった。勇壮なみこしを担いで茅ヶ崎の海に入る様子を描くつもりが、この景色だ
けになってしまった。朝早くから御輿を担ぎ「本村御輿」も間もなく「八王子神社」に到着する。担ぎ手の背中姿は何とな
く絵になる
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日
本
サ
ッ
カ
ー
の
行
方

（
続・続・中
メ
ー
ル
No・13　

２
０
１
１・１・１
）1

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

既
に
古
希
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
年
賀
状
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
長
年
役
員
と
し
て
通
っ
た
三
ツ
沢
サ
ッ
カ
ー
場
が
「
ニ
ッ
パ
ツ
・
・
・
」

と
名
前
が
後
援
企
業
名
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
会
場
で
サ
ッ
カ
ー
関
係

者
に
は
新
年
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

天
皇
杯
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
対
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
J
１
同
士
の
決

勝
対
決
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
か
も
う
一
つ
魅
力
に
欠
け
る
試
合
に
な
り
そ

う
で
す
。
原
因
は
何
処
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
日
本
の
観
衆
も
目
が
肥
え

て
き
て
、
毎
週
の
よ
う
に
T
V
観
戦
出
来
る
、
プ
レ
ミ
ヤ
、
セ
リ
エ
A
、
リ
ー

ガ
、
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
グ
、
等
と
比
べ
て
J
リ
ー
グ
の
人
気
が
落
ち
込
ん
で
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
大
学
日
本
一
も
新
年
に
な
っ
て
決
ま
り
ま
す
が
、
私
の
母
校(

筑

波
大
学)

が
ベ
ス
ト
４
で
敗
れ
、
中
京
大
学
と
関
西
大
学
の
決
勝
戦
に
な
り

ま
し
た
が
。
悔
し
い
け
れ
ど
、
大
変
良
い
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
地
方
大
学

の
台
頭
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
の
中
で
学
校
教
育
が
サ
ッ
カ
ー
の
原
点
だ
と
、

兼
ね
て
か
ら
言
い
続
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
者
を
育
て
る
事
が
出
来
な
け
れ
ば
駄
目
だ

と
思
い
ま
す
。
大
学
サ
ッ
カ
ー
は
優
秀
な
指
導
者
育
成
の
場
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
昭
和
の
初
期
に
加
納
治
五
郎
先
生
が
東
京
高
師
体
育
学
部
長

と
し
て
全
国
に
優
秀
な
体
育
教
師
を
送
り
出
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
を
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
時
で
す
。

　　

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
を
考
え
る
会
を
暮
れ
に
持
つ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
県

の
古
い
サ
ッ
カ
ー
仲
間
で
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
を
考
え
る
会
と
し
て
激
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。
結
論
は
も
っ
と
良
い
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
者
を
育
て
る
事
が
第

一
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
良
い
指
導
者
と
は
、
人
間
と
し
て
優
れ
た
人
材
で
、

本
人
も
一
流
の
選
手
で
無
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
誰
よ
り
も
何
よ
り

も
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で
あ
る
こ
と
。

　

何
回
か
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
良
い
指
導
者
の
条
件
は
［
１
］
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
で
あ
る
こ
と
、［
２
］
説
得
力
が
あ
る
こ
と
（
技
術
で
見
本
が
見
せ

ら
れ
る
事
）［
３
］
人
間
と
し
て
魅
力
の
あ
る
こ
と
、［
４
］
教
育
者
で
あ
る
事
、

大
変
難
し
い
要
求
で
す
が
、
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

｢

ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
優
勝
の
感
想｣

（
ザ
ッ
ク
J
A
P
A
N
）

　

此
処
で
少
し
感
想
を
書
く
な
ら
、
世
界
に
類
を
見
な
い
、
１
０
０
年
の
学

校
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
の
上
に
あ
る
日
本
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
が
監
督
に
は
非
常

に
や
り
や
す
い
環
境
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
っ
か
り
と
教
育
さ
れ
た

選
手
達
は
、
名
門
校
（
鹿
実
・
国
見
・
東
福
岡
・
藤
枝
東
・
清
水
東
・
星
稜
・

桐
光
・
等
の
卒
業
生
）
そ
し
て
大
学
生
（
明
治
・
筑
波
・
学
芸
・
法
政
・
大

学
の
現
役
）
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
。

　　

先
月
の
中
メ
ー
ル
の
絵
画
作
品
に
「
湘
南
の
卒
業
生
・
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

根
岸
英
一
さ
ん
の
垂
れ
幕
」
を
掲
載
し
た
。
そ
の
隣
に
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・

Jr
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
の
和
田
花
子
さ
ん
の
垂
れ
幕
」
を
載
せ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
反
響
が
凄
か
っ
た
。
世
界
大
会
と
言
う
の
は
私
達
が
想
像
を
す
る
も
の

と
は
世
界
が
違
う
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
の
話
で
、
高
校
生
と
し
て
は

見
事
な
結
果
だ
と
言
え
よ
う
。

　

想
像
だ
け
の
話
を
書
く
の
は
失
礼
な
の
で
、
そ
の
道
の
専
門
家
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
正
に
そ
の
通
り
で
、
そ
れ
は
想
像
以
上
の
素
晴
ら
し
い
大
会
の
よ

う
だ
っ
た
。
此
処
で
私
が
言
い
た
い
の
は
、昔
は
良
く
使
わ
れ
た「
文
武
両
道
」

と
言
う
言
葉
が
、
湘
南
高
校
で
現
実
の
問
題
と
し
て
語
れ
る
よ
う
な
時
代
が
、

又
来
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
。
秘
か
に
そ
う
期
待
し
て
い
る
一
人
の
年
寄
り

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。

　　

先
日
卒
業
生
（
54
回
M
君
）
の
関
係
で
、｢

名
古
屋｣

に
あ
る
業
界
の
管

理
職
対
象
の
講
演
会
を
依
頼
さ
れ
「
サ
ッ
カ
ー
の
組
織
論
」
と
言
う
話
を
し

て
き
た
。
そ
の
時
に
私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
に
「
元
湘
南
高
校
教
諭
・
神

奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
名
誉
会
長
」
と
書
か
れ
、
野
球
の
甲
子
園
の
優
勝
、

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
優
勝
と
６
回
の
全
国
大
会
出
場
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ

し
て
平
成
19
年
か
ら
神
奈
川
県
学
力
向
上
進
学
重
点
校
に
指
定
さ
れ
る
と
書

か
れ
て
あ
っ
た
。

　

韓
国
の
放
送
局
が
「
湘
南
高
校
」
の
取
材
に
来
た
ら
し
い
。
韓
国
で
は
こ

の
よ
う
な
学
校
は
な
い
よ
う
で
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
が
出
る
よ
う
な
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
で
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
を
本
格
的
に
や
っ
て
い
る
の
は
不
思
議

な
光
景
に
写
っ
た
ら
し
い
。
韓
国
で
は
体
育
の
専
門
コ
ー
ス
を
お
い
て
サ
ッ

カ
ー
を
強
化
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
、
日
本
も
こ
れ
か
ら
国
の
予

算
で
強
く
な
る
高
校
が
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
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江ノ島（ヨットにて南側から）

日頃見ることのない南側外洋から見る「江ノ島」は何とも言えないアングルである。ヨットは揺れるのでゆっくりスケッ
チできないが、写真と脳裏に焼きついた景色を描くのは本当に贅沢な遊びだと強く感じた・42回 OB湯浅君・感謝。

サイクルロードから江ノ島

このアングルは何回も描いた ｢江ノ島 ｣だがサイクルロードの左側の植木と海と江ノ島をひとつにまとめるのは、かな
り無理があるがそれが「絵描き」の楽しみである。卒業生 S君の「フンボルト賞」？のお祝いに・・・
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名古屋城

54回・卒業生M君の依頼で名古屋でサッカーの講演会を頼まれた時の作品。何年かぶりの名古屋城は美しく輝いていた。
木立の間から見える天守閣は「絵」になる姿だった。自己満足の出来る作品だったので、ある展覧会に出品した。

熱田神宮御神木

上記の作品と同じく懐かしい思い出の ｢熱田神宮 ｣の御神木は樹齢1000年とも言われる ｢大楠 ｣は見事だった。この作
品を家で仕上げた時に「東日本大震災」があり、不思議な作品となり、復興を祈った。
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２
０
１
０
シ
ー
ズ
ン

（
続・続・中
メ
ー
ル
No・15　

２
０
１
１・３
・１
）

　

今
回
は
２
０
１
０
シ
ー
ズ
ン
の
ま
と
め
を
し
て
み
た
い
。
先
ず
日
本
代
表

チ
ー
ム
が
大
変
良
い
結
果
を
残
し
た
事
は
、
サ
ッ
カ
ー
界
に
と
っ
て
も
ま
た

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
も
大
変
良
い
結
果
だ
っ
た
事
を
心
か
ら
喜
び

た
い
。
先
の
南
ア
フ
リ
カ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
岡
田
ジ
ャ
パ
ン
が
予
選
リ
ー

グ
で
格
上
の
カ
メ
ル
ー
ン
に
１
対
０
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
３
対
１
で
勝
利
し

リ
ー
グ
を
突
破
し
16
に
残
っ
た
快
挙
が
あ
る
。

　

戦
前
の
予
想
を
覆
し
世
界
の
ベ
ス
ト
16
に
入
っ
た
事
は
凄
い
事
で
あ
っ

た
。
１
９
９
８
年
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
の
本
大
会
出
場
で
予
選
敗
退
、

２
０
０
２
年
の
日
韓
地
元
開
催
は
16
に
入
っ
た
が
、
２
０
０
６
年
ド
イ
ツ
開

催
で
は
予
選
を
突
破
で
き
ず
、
期
待
し
て
現
地
へ
応
援
に
出
掛
け
た
が
、
残

念
な
が
ら
や
は
り
駄
目
か
と
肩
を
落
と
し
て
帰
国
し
た
苦
い
経
験
が
あ
り
、

今
回
の
結
果
は
快
挙
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
国
内
の
結
果
は
J
リ
ー
グ
の
優
勝
が
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
、
天
皇
杯

は
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
で
プ
ロ
リ
ー
グ
が
安
定
し
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

他
方
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
社
会
人
・
大
学
・
U
︱
18
・
高
校
・

中
学
・
少
年
・
女
子
・
シ
ニ
ア
と
都
道
府
県
協
会
傘
下
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
の
土

台
は
し
っ
か
り
と
力
を
つ
け
て
大
会
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。
全
て
は
書
き
尽

鎌倉円覚寺山門

初めて描いた山門から見える中のアングルが楽しくスケッチ出来た。門のうち枠に見える、緑の木立に囲まれた道が奥の本
殿に続く景色が美しかった。暗い山門の奥に開ける太陽の光の明るさが印象的だった。

く
せ
な
い
が
少
し
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

先
ず
大
学
で
あ
る
が
地
方
大
学
が
力
を
付
け
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

１
月
に
行
わ
れ
た
第
59
回
全
国
大
学
選
手
権
大
会
の
決
勝
戦
が
、
関
西
大
学

２
対
１
中
京
大
学
で
関
東
の
チ
ー
ム
が
残
れ
な
か
っ
た
現
実
を
ど
う
分
析
す

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
又
19
回
女
子
の
大
学
は
早
稲
田
大
学
が
３
年
連
続
優

勝
し
、
こ
の
こ
と
も
原
因
は
何
処
に
あ
る
の
か
探
っ
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
高
校
年
代
の
サ
ッ
カ
ー
の
U
︱
18
高
円
宮
杯
は
優
勝
が
S
F
広
島
、

２
位
・
F
C
東
京
、
３
位
静
岡
学
園
高
校
で
あ
っ
た
。
実
力
は
J
ユ
ー
ス
が

上
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
第
89
回
高
校
選
手
権
大
会
は
今
年
も
初
優
勝
に
な

る
が
滝
川
二
高(

兵
庫)

５
対
３
久
御
山
（
京
都
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
数
年

初
優
勝
が
続
い
て
い
る
。
88
回
・
山
梨
学
院
、
87
回
・
広
島
皆
実
、
86
回
・

流
経
大
柏
、
85
回
・
盛
岡
商
業
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
シ
ー
ズ
ン
の
最
後
を
飾
っ
た
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
は
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
監
督

の
采
配
が
当
た
り
見
事
な
優
勝
で
あ
っ
た
。準
決
勝
で
韓
国
に
P
K
で
勝
ち
、

決
勝
戦
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
延
長
１
対
０
で
の
優
勝
は
未
だ
記
憶
に
新
し
い

が
、
長
友
の
左
か
ら
の
セ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
を
右
の
李
の
左
足
ボ
レ
ー
の
ダ
イ

レ
ク
ト
シ
ュ
ー
ト
は
見
事
で
あ
っ
た
。
全
て
が
上
手
く
展
開
し
た
監
督
は
満

足
の
い
く
大
会
だ
っ
た
と
思
う
。

大雄山最乗寺山門

薄暗い立派な山門の向こうに見える道が「奥の院」に続いている。8合目まで来て、頂上まであと20％と言う杉の大木の
間を抜けてゆく景色が「希望の道」と言えそうなアングルで私の好きなモチーフである。
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今
は
昔

（
続
・
中
メ
ー
ル
No・47　

２
０
０
９
・９
・９
）1

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
年
頭
の
ご
挨
今
年
の
夏
は
天
候
不
順
、

地
震
、
台
風
、
大
雨
、
土
砂
崩
れ
、
水
害
、
等
々
、
あ
ま
り
良
い
ニ
ュ
ー
ス

が
無
い
。
幸
い
暑
さ
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
夏
の
高
校
野
球
は
明
る
く
て
、

見
て
い
て
楽
し
い
。
T
V
の
中
で
懐
か
し
い
場
面
が
映
し
出
さ
れ
、
池
田
高

校
、
P
L
学
園
、
浪
商
、
早
実
、
等
の
優
勝
場
面
、
オ
ー
ル
ド
フ
ア
ン
は
喜

ん
で
い
る
。
朝
日
新
聞
後
援
、
N
H
K
放
映
、
な
ん
と
言
っ
て
も
夏
の
日
本

一
の
娯
楽
だ
。

　

そ
れ
に
対
抗
し
た
の
か
、
サ
ッ
カ
ー
の
高
校
選
手
権
は
冬
に
行
わ
れ
、
毎

日
新
聞
と
民
放
T
V
局
の
放
映
。
こ
ち
ら
も
正
月
休
み
の
娯
楽
と
し
て
は

最
高
だ
。
指
導
者
の
懐
か
し
い
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。
藤
枝
東
（
故
長
池
）

習
志
野
（
西
堂
）
浦
和
南
（
松
本
）
帝
京(

小
沼)

、
国
見
（
小
峯
）、
鹿
児

島
実
（
松
沢
）
等
々
一
緒
に
飲
ん
で
サ
ッ
カ
ー
を
語
っ
た
仲
間
だ
っ
た
。
相

変
わ
ら
ず
皆
さ
ん
今
も
元
気
の
様
子
だ
。

　

こ
の
夏
は
湘
南
の
グ
ラ
ン
ド
に
あ
ま
り
足
が
向
か
な
い
。
理
由
は
簡
単
、

あ
の
「
体
育
祭
」
の
準
備
を
し
て
い
る
ク
レ
ー
ジ
ー
な
生
徒
達
の
（
髪
を
染

め
て
踊
っ
て
い
る
）
姿
を
見
る
の
が
い
や
だ
か
ら
だ
。
自
分
達
が
半
世
紀
も

前
に
［
仮
装
行
列
］
を
、「
体
育
祭
の
仮
装
」
と
言
う
マ
ス
ゲ
ー
ム
に
変
え

て
き
て
、
今
日
の
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
私
の
責
任
の
様
な
気
も
す
る
の

で
余
計
足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
。

　

同
じ
よ
う
に
半
世
紀
も
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
縄
跳
び
」「
湘
南
体

操
」「
持
久
走
」「
水
泳
」
等
体
育
科
の
授
業
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
何

時
見
て
も
嬉
し
く
心
に
響
い
て
く
る
。「
縄
跳
び
」
と
言
う
単
純
な
種
目
も
、

一
重
、
二
重
、
三
重
、
飛
び
、
前
で
交
差
、
横
で
交
差
（
サ
イ
ド
・
ク
ロ
ス
）、

斜
め
で
交
差
、
旋
回
、
左
右
に
旋
回
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
見
か
け
る
、
懐

か
し
い
景
色
で
あ
る
。
こ
の
縄
跳
び
が
広
島
の
学
校
で
も
か
な
り
行
わ
れ
て

い
る
と
言
う
話
を
聞
い
た
。
そ
の
原
因
は
何
回
か
こ
の
中
に
素
敵
な
水
彩
画

の
掲
載
を
お
願
い
し
て
い
る
倉
岡
氏
が
湘
南
か
ら
広
島
県
へ
転
勤
し
た
時
に

持
っ
て
行
き
、
普
及
発
展
し
た
と
言
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

　

１
９
６
０
～
８
０
年
代
、
学
校
行
事
の
中
に
「
文
化
講
演
会
」
と
言
う
、

各
界
の
名
士
を
呼
ん
で
講
演
を
全
校
生
徒
が
聞
く
非
常
に
生
徒
達
に
と
っ
て

は
人
気
の
あ
る
行
事
だ
っ
た
。
た
ま
た
ま
私
が
生
徒
会
の
担
当
だ
っ
た
時
に
、

私
の
父
の
関
係
で
落
語
家
の
故
柳
家
小
さ
ん
師
匠
に
お
願
い
を
し
て
、
話
を

聞
い
た
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
。
今
は
昔
話
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
色
々

な
学
校
行
事
が
そ
れ
な
り
に
充
実
し
、
只
勉
強
ば
か
り
で
な
く
、
部
活
動
も

学
校
行
事
も
神
奈
川
県
一
、
日
本
一
、
を
自
負
し
て
胸
を
張
っ
て
い
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
今
で
も
、
そ
う
言
う
学
校
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
な
が
ら

グ
ラ
ン
ド
に
顔
を
出
し
た
い
。

父
鈴
木
幾
雄

落
語
家
柳
家
小
さ
ん
師
匠

　

私
の
父
は
、
東
京
高
師
（
現
筑
波
大
学
）
卒
業
後
日
本
の
学
校
剣
道
界
の

中
心
的
立
場
で
活
躍
し
て
き
た
。
関
東
の
小
天
狗
と
呼
ば
れ
実
力
NO
１
の
剣

士
だ
と
言
わ
れ
、
60
歳
の
時
東
西
対
抗
戦
の
東
軍
の
大
将
と
し
て
闘
っ
た
の

が
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
自
分
で
は
勤
務
先
の
中
学
校
・
池
袋
の
近
く

に
幼
稚
園
の
ホ
ー
ル
を
借
り
「
中
心
館
」
と
言
う
道
場
を
開
き
、
戦
後
の
物

も
無
い
時
か
ら
町
の
子
供
達
を
対
象
に
剣
道
を
教
え
て
い
た
。
そ
の
頃
道
場

に
通
っ
て
い
た
の
が
若
き
日
の
「
落
語
家
の
小
さ
ん
師
匠
」
で
あ
っ
た
。
私

も
中
学
生
で
時
々
顔
を
出
し
た
事
も
あ
り
、
そ
の
後
も
師
匠
に
お
会
い
す
る

と
「
坊
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
湘
南
高
校
で
講
演
を
お
願
い
し
た
時
快
く
来
て
頂
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
さ
ら
に
海
老
名
高
校
で
校
長
の
時
、
P
T
A
・
生
徒
対
象
の
講
演

の
候
補
者
を
落
語
家
に
絞
り
、
職
員
会
議
で
相
談
し
て
い
る
時
私
が
提
案
し

た
ら
職
員
の
皆
さ
ん
が
「
あ
の
有
名
な
落
語
家
が
来
て
く
れ
る
は
ず
が
な
い
」

と
信
じ
ら
れ
な
い
顔
を
し
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
当
日
生
徒
、
職
員
、
保

護
者
の
前
で
、
校
長
を
捕
ま
え
て
「
坊
ち
ゃ
ん
」
を
連
発
す
る
の
で
最
初
か

ら
爆
笑
の
会
場
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
た
、
話
術
の
名
人
が
懐
か
し
い

　

余
談
に
な
る
が
私
が
座
っ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
の
向
こ
う
で
、
こ
の
冊
子
の

原
稿
を
校
正
し
て
く
れ
て
い
る
老
妻
も
、
何
十
年
か
前
こ
の
池
袋
の
道
場
に

女
性
剣
士
と
し
て
通
っ
て
い
た
事
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

［
次
ペ
ー
ジ
写
真
説
明
］

｢

中
和｣

　
NO. 

62　

こ
の
書
は
父
が
好
ん
で
使
っ
た
言
葉
で
、
多
分
中
国
の

古
い
文
献
に
あ
る
「
物
事
は
中
位
が
良
い
」
即
ち
え
え
加
減
が
良
い
と
言
う

こ
と
ら
し
い
。
息
子
の
次
男
の
名
前
を
中
（
た
だ
し
）
三
男
を
和
（
や
ま
と
）

と
命
名
し
て
満
足
し
て
い
た
。

｢

剣
道
の
構
え｣

NO. 

61
・
63　

父
の
剣
道
は｢

自
然
体｣

の
構
え
を
重
要
視

し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
を
常
に
心
が
け
、
足
の
さ
ば
き
に
、｢

送
り
足

｣

よ
り｢

歩
み
足｣

を
常
に
研
究
し
て
い
た
。
剣
道
の
動
き
も
他
の
ス
ポ
ー

ツ
の
軽
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
事
だ
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

｢

小
さ
ん
師
匠
の
記
念
の
扇
子｣

NO. 

64　

平
成
７
年
私
が
海
老
名
高
校
校
長

の
と
き
講
演
に
来
ら
れ
、
お
土
産
と
し
て
戴
い
た｢

芸
の
道
50
年
記
念｣

に

つ
く
ら
れ
た
も
の
だ

｢

記
念
の
色
紙｣

NO. 

65　

湘
南
高
校
で
講
演
の
後
「
江
ノ
島
」
で
食
事
を
し

た
時
さ
ら
り
と
筆
を
出
し
て
書
い
て
く
れ
た
「
色
紙
」
私
も
何
時
に
な
っ
た

ら
画
け
る
か
？(

我
が
家
の
お
宝
に
し
て
い
る)

｢

礼
状｣

NO. 

66　

茅
ヶ
崎
の
公
会
堂
で｢

小
さ
ん
一
門｣

の
落
語
会
が
あ
り
、

楽
屋
に
陣
中
見
舞
い
に
行
っ
た
時
の｢

丁
寧
な
礼
状｣

を
大
事
に
残
し
て

あ
っ
た
。
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No.62　鈴木幾雄・直筆「中和」

父鈴木幾雄はこの「中・和」と言う文字を好ん
で使っていた。古来中国の高僧の文章の中の文
字であるが。本人から説明を聞いた記憶はない
が、私の名前に「中」弟に「和」を命名したの
はよほどのこだわりがあったのだろう。

No.61　鈴木幾雄・剣道雑誌・写真

剣道の雑誌の中に「剣風を探る」と言う紹介があった時の写真である。父の剣風は
私には解らないが只研究熱心だったことは伺える。父の剣道の足裁きについて議論
をしたことがあるがサッカーに通じるフットワークと「歩み足」を晩年は強く打ち
出していた。

No.63　自然体（直筆の日本手ぬぐい）

この「自然体」は父が強調していた、構えであり、動きであり、受身であり、心の問題であったように、最近になっ
て解ってきたが、サッカーに通じる対敵動作の基本も「自然体」でなければボールは奪えないと思う、懐かしい「日
本手ぬぐい」である。

No.64　柳家小さん師匠・お返しの扇子

大事に我が家に残された「大・小・対」の「小さん師匠」からの「お返しの扇子」である。
何かの賞を戴いたときのものだと思うが・多分「芸の道50年・記念？」だったと思う。

No.66　柳家小さん師匠・直筆・礼状葉書

「無心」と書かれた高僧？多分己だと思
う・・さらっと描いた、筆書きの礼状・・
大事に我が家に残してある。何時の日
か私も直筆で描ける日を願いながら「絵
筆」を動かしているが・・・名人の域
に達するのは？いつのことやら・・

No.65　柳家小さん師匠・直筆色紙

湘南高校に講演に来られた帰りに、「江ノ島洗心亭」で食事をした帰りに、色紙に
さらっと描かれた ｢しばらく ｣のたぬき（己）の絵。名人芸に感心した懐かしい
思い出がある。
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舌
切
り
雀
の
た
わ
ご
と

（
平
成
３
年
２
月
~
８
年
（
１
９
９
１
年
~
））
No・20

突
然
出
来
た
口
の
中
の
ポ
リ
ー
プ
・
手
術
の
経
過

　

表
記
の
一
文(

ワ
ー
プ
ロ
で
書
か
れ
た
・
た
わ
ご
と)

に
縷
々
細
か
い
経

緯
が
書
い
て
い
る
が
「
舌
腫
瘍
切
除
」
が
正
式
の
病
名
で
あ
る
。
良
性
と
も

悪
性
と
も
正
式
に
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
未
だ
に｢

舌
癌｣

と
言
う
言
葉

は
あ
え
て
使
っ
て
い
な
い
。
只
１
回
目
の
入
院
で
完
治
せ
ず
２
年
後
に
再
入

院
し
外
科
的
手
術
で
全
て
の
腫
瘍
を
取
り
除
く
事
が
で
き
た
。

　

１
回
目
、（
平
成
元
年
９
月
）
人
間
ド
ッ
ク
で
発
見
さ
れ
た
最
初
の
経
緯
、

北
里
病
院
へ
の
通
院
簡
単
な
舌
の
表
面
の
切
除
と
放
射
線
照
射
（
最
大
26
回
）

こ
れ
が
原
因
で
歯
が
全
て
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
平
成
２
年
通
院
検

査
）

　

２
回
目
、（
平
成
３
年
１
月
）
再
入
院
手
術
、
全
身
麻
酔
で
舌
を
四
分
の

一
程
切
除
？
そ
れ
は
そ
れ
は
痛
か
っ
た
、つ
ら
か
っ
た
。
閻
魔
様（
エ
ン
マ
様
）

に
舌
を
抜
か
れ
た
夢
を
見
た
⁝
と
記
し
て
い
る
。

　

さ
て
そ
の
後
の
事
は
、
高
校
教
頭
・
病
気
・
高
校
校
長
・
退
職
、
神
奈
川

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
理
事
長
・
会
長
・
こ
の
辺
の
事
を
書
い
て
い
る
。
か
な

り
の
文
章
に
な
る
の
で
、
項
目
だ
け
を
紹
介
し
て
お
こ
う

○
描
く
事
・
書
く
事
（
手
術
後
・
病
室
で
こ
の
時
か
ら
始
め
る
気
に
な
っ
た
）

○
教
頭
の
仕
事
（
ぼ
や
き
）
○
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ　

○
校
長
雑
感
（
校
長

を
楽
し
も
う
）

クイーンの塔（横浜税関）（三塔物語り完成）

2011・11・3日（76歳の誕生日）に我が家の家族全員でお祝いをし
てくれた帰りに横浜駅から船で赤レンガへ向かった。そのときのス
ケッチこれで三塔が完成何かほっとしたのと、これからもう少し本気
で描こうと言う気持ちが湧いて来た。

○
快
老
を
目
指
し
て
（
良
い
老
人
の
条
件
）
○
意
地
悪
爺
さ
ん　

○
ア
バ
ウ

ト
な
人
生　

○
本
物
を
見
る
目　

○
J
リ
ー
グ
の
開
幕
に
思
う　

○
最
後
の

住
処
（
湘
南
地
区
を
希
望
）
○
ガ
ン
さ
ん
の
残
し
た
も
の
（
放
語
録
・
体
験
・

自
由
・
規
律
主
義
・
一
刀
両
断
⁝
）
○
勝
負
と
言
う
こ
と　

○
い
い
加
減
な

人
生(

中
・
和)　

○
還
暦
に
思
う

　

そ
の
後
は
約
10
年
「
中
メ
ー
ル
」
に
書
い
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
最
後
の

老
人
の
心
境
は
何
を
書
こ
う
か
目
下
思
案
中
で
あ
る
。

○
中
爺
の
ボ
ヤ
キ
、
た
わ
ご
と
、
歯
軋
り
、
寝
言
、
つ
ぶ
や
き
、
歯
な
し　

の(

噺)　

タ
イ
ト
ル
を
何
に
す
る
か
、
楽
し
み
に
し
て
欲
し
い
。
今
度
は
本

物
の
「
快
老
の
条
件
」
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
ど
う
や
ら
「
歯
な

し
の
爺
」
の
ぼ
や
き
に
な
り
そ
う
だ
。

　
「
舌
切
り
雀
」
で
随
分
と
苦
労
を
し
て
き
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
親
し
く
し
て
い

る
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
親
父
さ
ん
に
、｢

舌
を
切
っ
て
、
何
も
出
来
な
く
な
っ
た

｣

と
言
う
話
を
し
た
ら
「
下
を
切
っ
て
、・
・
が
出
来
な
く
な
っ
た
」
と
言
う

理
解
で
、
シ
モ
ネ
タ
の
ジ
ョ
ー
ク
は
世
界
共
通
だ
と
い
う
こ
と
が
解
っ
た
。

今
度
は｢

歯
な
し
の
話｣

は
ど
ん
な
ジ
ョ
ー
ク
が
飛
び
出
す
か
、
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
冗
談
抜
き
で
「
総
入
れ
歯
の
人
生
」
ど
う
な
る
こ
と
や

ら
、
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
、
今
の
と
こ
ろ
「
ケ
セ
ラ
セ
ラ
」
の
心
境

で
あ
る
。
２
０
１
２
年
は｢

喜
寿｣

を
迎
え
る
の
で
休
養
し
て
ゆ
っ
く
り
と

１
年
間
書
き
溜
め
、
２
０
１
３
年
に
新
た
な
出
発
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

"
乞
う
ご
期
待
"
で
あ
る
。

茅ヶ崎海岸から烏帽子岩

私のスケッチは茅ヶ崎の海岸からのものが多い、中でもこの漁船とヨットと烏帽子岩・のアングルは湘南の海の象徴で夢が
あり、色々の思い出の詰まった景色で、美しく見えて描いたものが何作もある。
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湘
南
高
校
健
在
な
り

（
続・続・中
メ
ー
ル
No・24　

２
０
１
１・12・１
）1

人
と
の
つ
な
が
り
・
家
族
・
友
人
・
教
え
子
・
・

　

こ
れ
が
最
終
原
稿
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
「
中
メ
ー
ル
50
回
・
続
中
メ
ー

ル
50
回
・
続
々
中
メ
ー
ル
24
回
」
10
年
間
書
い
て
き
た
が
、
こ
れ
で
終
わ
り

と
し
た
い
。
私
が
他
の
人
よ
り
恵
ま
れ
て
い
た
の
は
、
素
晴
ら
し
い
家
族
の

こ
と
は
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
の
で
こ
こ
で
は
カ
ッ
ト
す
る
が
、
良
い
友
人

と
良
い
教
え
子
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
胸
を
張
っ
て
言
え
る
と
思
っ
て
い

る
。

　

子
供
時
代
（
小
中
学
校
の
仲
間
）「
２
期
会
」
二
ク
ラ
ス
の
小
、
中
、
学

校
９
年
間
（
昭
和
16
年
～
25
年
）
の
同
期
の
仲
間
、高
校
３
年
間
「
多
磨
二
会
」

大
学
４
年
間
サ
ッ
カ
ー
仲
間
、
教
員
時
代
の
体
育
の
職
場
の
仲
間
、
サ
ッ
カ

ー
協
会
の
仲
間
・
・
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
中
間
・
・
そ
し
て
28
年
間

の
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
教
え
子
、
何
回
か
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
接
し
た

生
徒
と
の
つ
な
が
り
等
を
考
え
た
と
き
何
百
人
に
な
る
だ
ろ
う
か
？

　

そ
ん
な
人
と
人
と
の
強
い
絆
に
支
え
ら
れ
て
今
日
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と

思
う
時
、
77
年
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
戦
争
経
験
が
や
は
り
多
感
な

少
年
時
代
の
大
き
な
記
録
と
し
て
残
っ
て
く
る
。
そ
し
て
サ
ッ
カ
ー
と
言
う

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
接
し
て
き
た
人
間
関
係
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
支
え
て

く
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
描
い
て
き
た
粗
末
な
作
品

気は長く・心は丸く

高貴高齢者と言われるようになると確かに体力は衰えてくる。しかし気力まで衰えない為
には ｢気は長く（急がない）、心は丸く（怒らない）｣をモットーにして、何事ものんびり
と対応するように心掛けたい。(2012年元旦の目標 )

（
中
メ
ー
ル
と
水
彩
画
）
だ
が
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば
本
当
に
嬉

し
い
。

　

体
力
は
衰
え
て
き
た
が
、
気
力
は
ま
だ
ま
だ
衰
え
て
い
な
い
。
幸
い
に
時

間
は
充
分
に
あ
る
。
最
近
は
強
く
感
じ
て
い
る
が
、｢

心
は
○
く
・
気
は
長
く｣

。

怒
ら
な
い
、
急
が
な
い
、
何
事
も
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
腹
を
立
て
ず

に
、
す
べ
て
和
や
か
に
対
応
し
よ
う
と
心
が
け
て
い
る
。
時
間
が
あ
る
と
言

う
こ
と
は
本
当
に
幸
せ
な
事
な
の
だ
と
、
し
み
じ
み
と
慌
て
者
、
せ
っ
か
ち

の
性
分
を
反
省
し
て
い
る
。

　

と
言
う
理
由
で
こ
れ
か
ら
約
半
年
か
け
て
「
中
メ
ー
ル
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

と
言
う
タ
イ
ト
ル
で
文
章
と
画
集
を
作
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
期
待

に
添
え
る
も
の
が
出
来
る
か
ど
う
か
不
安
だ
が
、
多
く
の
仲
間
か
ら
も
コ
メ

ン
ト
を
頂
き
内
容
の
濃
い
作
品
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
紙
面
に
限
り
が

あ
る
の
で
失
礼
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
そ
の
時
は
お
許
し
下
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
湘
南
高
校
の
現
役
と
保
護
者
に
は
全
員
に
声
を
掛
け

る
こ
と
も
な
く
失
礼
な
事
も
あ
っ
た
と
思
う
が
お
許
し
願
い
た
い
。
苦
し
い

３
年
間
だ
っ
た
卒
業
生
は
今
後
も
忘
れ
ず
に
湘
南
で
培
わ
れ
た
精
神
を
大
学

で
社
会
人
と
し
て
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
現
役
諸
君
は
必
ず
や
、
神

奈
川
県
を
制
す
る
こ
と
を
信
じ
て
、
日
本
一
の
練
習
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

私
も
体
力
が
続
く
限
り
グ
ラ
ン
ド
に
足
を
運
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
冊
子
が
出
来
る
頃
に
は
「
湘
南
高
校
健
在
な
り
」
と
全
国
に
、
い

や
世
界
の
同
窓
生
に
見
せ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

2012 年賀状 2010 年賀状
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現
役
情
報

中
さ
ん
の
メ
モ
帳
（
２
０
１
２・１
・
22
）
No・22

　

昨
年
の
暮
れ
「
中
メ
ー
ル
」
を
し
ば
ら
く
止
め
る
と
言
う
こ
と
を
発
表
し

た
ら
、
沢
山
の
方
か
ら
止
め
な
い
で
く
れ
と
言
う
反
響
を
い
た
だ
い
た
。
お

世
辞
と
激
励
の
言
葉
だ
と
素
直
に
受
け
止
め
て
、
新
年
か
ら
何
を
書
こ
う
か

と
迷
っ
て
い
た
が
、
取
り
敢
え
ず
「
現
役
情
報
」
を
中
心
に
「
中
さ
ん
の
メ

モ
帳
」
を
不
定
期
で
は
あ
る
が
書
こ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。
現
役
は
し
ば
ら

く
公
式
戦
が
な
い
の
で
、
こ
の
１
月
は
じ
っ
く
り
と
腰
を
落
ち
着
け
て
毎
日

の
練
習
と
休
日
は
練
習
試
合
を
消
化
し
て
き
た
。
幸
い
少
し
力
が
つ
い
て
き

た
と
言
う
評
判
で
、
強
い
チ
ー
ム
か
ら
ゲ
ー
ム
の
申
し
込
み
を
受
け
て
、
毎

週
土
日
は
グ
ラ
ン
ド
に
足
を
運
ぶ
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
来
た
。

　

神
奈
川
県
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
現
状
を
古
い
O
B
は
知
ら
な
い
と
思
う

の
で
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。
学
校
体
育
と
し
て
高
体
連
が
主
催
す
る
大
会
は

「
夏
の
高
校
総
体
・
冬
の
選
手
権
大
会
・
関
東
大
会
・
新
人
大
会
」
が
あ
る
。

サ
ッ
カ
ー
協
会
と
共
催
の
大
会
が
「
高
円
宮
杯
U
︱
18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
」

で
あ
る
。
こ
こ
の
ト
ッ
プ
は
関
東
リ
ー
グ
で
高
校
は｢

桐
光
・
桐
蔭｣

県
内

リ
ー
グ
は
「
KS
～
8
、
K
１
、
A,B
～
16
、
K
２
、
A
B
C
D
～
32
、
K
３
、

（
A
～
Q
～
約
１
５
０
）」
で
そ
れ
ぞ
れ
が
リ
ー
グ
戦
を
行
っ
て
い
る
。
湘
南

は
リ
ー
グ
戦
を
K2
リ
ー
グ
で
戦
い
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
は
高
体
連
の
大
会
を
戦
っ

て
い
る
（
細
か
い
事
は
県
協
会
の
H
P
参
照
）

さ
て
暮
れ
の
冬
休
み
か
ら
１
月
の
練
習
試
合
で
あ
る
が
結
果
だ
け
報
告
し
よ

う
。
対
駒
沢(

東
京)

０
対
４
、対
山
崎(

東
京)

１
対
２
、対
正
智
深
谷(

埼

玉)

１
対
２
、
対
北
陵
０
対
１
、
対
武
相
０
対
３
、
対
日
大
日
吉
０
対
１
、

対
松
陽
０
対
３
、
対
日
大
藤
沢
０
対
０
、
対
淵
野
辺
１
対
２
、
対
相
洋
中
止
。

と
負
け
て
い
な
い
事
は
高
く
評
価
で
き
る
。
戦
い
方
は
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は

４
・
４
・
２
で
正
確
な
シ
ョ
ー
ト
パ
ス
か
ら
ス
ル
ー
パ
ス
を
狙
い
、
崩
し
て
ゆ

く
現
代
流
（
昔
か
ら
変
っ
て
い
な
い
）
サ
ッ
カ
ー
だ
が
、
イ
マ
イ
チ
技
術
の

未
熟
さ
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
不
足
、
90
分
走
り
き
る
体
力
、
シ
ュ
ー
ト
力
不
足

が
目
立
つ
が
、
見
て
い
て
楽
し
み
な
チ
ー
ム
で
あ
る
。

　

今
年
の
冬
の
選
手
権
大
会
の
決
勝
は
市
立
船
橋
２
対
１
四
日
市
中
央
の
試

合
が
４
万
人
を
越
え
る
大
観
衆
の
前
で
、
大
変
面
白
い
結
果
で
終
了
し
た
。

常
連
校
と
言
わ
れ
て
来
た
、
帝
京
、
国
見
、
鹿
児
島
実
業
、
藤
枝
東
、
韮
崎
、

等
の
名
前
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
学
校
よ
り
上
記
U—

18

で
戦
う
新
興
の
学
校
が
出
て
き
た
の
で
日
本
国
内
の
高
校
生
の
サ
ッ
カ
ー
分

布
が
変
っ
て
来
た
と
い
え
る
。
上
記
決
勝
に
残
っ
た
２
校
の
ほ
か
、
青
森
山

田
、
中
京
大
中
京
、
桐
生
第
一
、
静
岡
学
園
、
清
水
商
、
尚
志
、
等
の
名
前

が
出
て
く
る
の
は
、
や
は
り
高
円
宮
杯
で
鍛
え
ら
れ
た
学
校
が
こ
れ
か
ら
も

活
躍
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
い
う
情
況
で
、
湘
南
高
校
が
対
等
に
戦

い｢

サ
ッ
カ
ー
の
醍
醐
味
・
奥
の
深
さ｣

を
是
非
見
せ
て
欲
し
い
と
願
い
な

が
ら
、
寒
い
湘
南
の
グ
ラ
ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
を
観
て
楽
し
ん
で
い
る
。

サザンビーチ

茅ヶ崎海岸にある (幸福の輪 )、このリングの空間に二人で立って輪をつなげば幸せを呼ぶリ
ングだそうだ。この中に遠くに見える江ノ島と三浦半島は美しい。冬の何もない景色にこの
スケッチは楽しいアングルだ。

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ

中
さ
ん
の
メ
モ
帳
（
２
０
１
２.

３.

４
）
No・231

｢

ス
ケ
ッ
チ
と
現
役
情
報
（
卒
業
生
）

　

冬
の
湘
南
の
海
は
何
と
な
く
う
ら
寂
し
い
が
、
暖
か
い
日
の
ス
ケ
ッ
チ
が

私
は
大
好
き
だ
。

　

空
気
が
美
味
し
い
。
深
呼
吸
を
し
な
が
ら
陽
だ
ま
り
で
ボ
ー
と
海
を
眺
め

て
い
る
と
長
生
き
で
き
そ
う
な
気
が
す
る
。
は
る
か
に
見
え
る
江
ノ
島
の
姿

を
見
て
い
る
と
こ
の
半
世
紀
の
湘
南
と
の
付
き
合
い
が
次
か
ら
次
へ
と
思
い

浮
か
ん
で
く
る
。

　

多
く
の
卒
業
生
達
、
み
ん
な
素
晴
ら
し
い
生
徒
ば
か
り
だ
っ
た
。
私
が
こ

の
よ
う
に
長
生
き
し
て
い
る
の
も
、
み
ん
な
彼
ら
の
お
陰
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
多
く
の
若
者
達
が
私
よ
り
先
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
湘
南
の
海
を
眺

め
て
い
る
と
亡
く
な
っ
た
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。
湘
南
の
海

は
私
の
人
生
の
全
て
を
包
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

さ
て
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
こ
の
春
「
20
名
の
卒
業
生
（
選
手
18
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
２
）」
が
巣
立
っ
て
ゆ
く
（
87
回
生
）
に
な
る
。
最
後
の
10
月
の
高

校
選
手
権
大
会
予
選
ま
で
全
員
活
動
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
卒
業
生
と
の
送

別
試
合
を
３
月
３
日
に
行
っ
た
。
全
員
の
顔
と
名
前
が
一
致
し
な
い
が
「
本

当
に
良
く
や
っ
た
、
ご
苦
労
さ
ん
」
と
言
っ
て
送
り
出
し
た
い
。
私
の｢

メ

モ
帳｣

に
あ
る
合
宿
の
事
、
波
崎
、
菅
平
・
時
の
ス
ミ
カ
？
八
千
代
高
校
・

あ
の
練
習
試
合
・
そ
し
て
桐
蔭
と
の
夏
の
大
会
に
１
対
０
で
敗
れ
た
試
合
の

事
、
最
後
の
冬
の
選
手
権
大
会
で
、
向
上
高
２
対
０
で
敗
れ
た
試
合
、
が
メ

モ
さ
れ
て
あ
っ
た
。

　

送
別
の
辞
に
デ
ッ
ト
マ
ル
・
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
の
言
葉
を
送
っ
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
は
子
供
を
大
人
に
す
る
、
大
人
を
紳
士
に
す
る
」

　

大
学
へ
合
格
し
た
人
、
駄
目
だ
っ
た
人
、
決
し
て
後
悔
は
し
な
い
と
身
勝

手
な
私
は
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
必
ず
や
役
立
つ
事
を
確
信
し

て
い
る
。
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﹁
中
﹂兄
と
の
関
係
と

感
謝
の
言
葉

　
鈴
木　
宝
（
実
弟
）

　
小
生
は
「
中
」
の
弟
で
13
歳
年
下
の
宝
で
す
。
一
回
り

以
上
歳
が
離
れ
て
い
る
の
で
子
供
の
頃
は
余
り
兄
弟
と
言

う
感
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
に
せ
幼
稚
園
の
子
供

を
手
を
引
い
て
歩
い
て
い
た
お
じ
さ
ん
だ
っ
た
訳
で
す
か

ら
。
兄
が
湘
南
高
校
へ
赴
任
し
た
頃
は
小
生
は
小
学
生
で

湘
南
高
校
の
プ
ー
ル
に
泳
ぎ
に
泊
ま
り
が
け
で
き
ま
し

た
。
あ
の
冷
た
い
プ
ー
ル
の
水
の
感
覚
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
湘
南
高
校
最
後
の
年
に
サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
に

家
族
で
三
ツ
沢
サ
ッ
カ
ー
場
に
応
援
に
行
っ
た
思
い
出
も

あ
り
ま
す
。
兄
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
生

は
父
が
剣
道
師
範
と
言
う
環
境
だ
っ
た
為
剣
道
を
小
学
４

年
生
か
ら
初
め
て
高
校
生
ま
で
巣
鴨
学
園
で
活
躍
し
ま
し

た
。
そ
の
後
10
年
間
余
り
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、

兄
に
は
仕
事
の
世
話
を
し
て
貰
っ
た
り
、
病
気
に
な
っ
た

時
に
は
他
の
兄
と
は
違
っ
て
た
だ
一
人
色
々
な
面
で
世
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
又
小
生
が
40
歳
を
過
ぎ
て

今
度
は
息
子
の
大
学
の
進
学
や
就
職
に
つ
い
て
も
何
か
と

相
談
に
乗
っ
て
貰
い
ま
し
た
。
お
蔭
で
長
男
は
現
在
小
学

校
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
小
生
も
ま
た
、
息
子

も
こ
の
よ
う
に
兄
に
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。

　
そ
し
て
又
、
兄
嫁
の
渥
子
姉
と
は
剣
道
繋
が
り
で
、
姉

も
大
学
時
代
剣
道
を
父
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
ろ
小

生
も
小
学
生
で
一
緒
に
剣
道
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
兄
よ

り
も
以
前
に
姉
と
は
知
り
合
い
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な

訳
で
兄
の
家
に
行
く
の
は
と
て
も
楽
し
く
歓
迎
し
て
貰
え

る
の
で
休
み
ご
と
に
中
家
へ
良
く
行
き
ま
し
た
。
今
の
小

生
は
剣
道
を
復
活
さ
せ
現
在
剣
道
教
室
を
主
宰
し
て
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
指
導
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
月
に
は
兄

と
父
の
33
回
忌
を
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
喜
び
で
す
。

　
兄
に
は
、
小
生
何
も
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
兄

は
小
生
の
生
活
の
中
で
こ
と
ご
と
く
世
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
本
当
に
有
難
く
、
感
謝
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
サ
ッ
カ
ー
に
趣
味
の
絵

画
に
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。(

剣
道
教
士
七
段)

安
堵
、ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す

　
鈴
木
渥
子
（
妻
）

　
先
ず
、
無
事
に
元
気
に
喜
寿
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事

を
、
共
に
生
活
し
て
き
た
者
と
し
て
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。
25
年

前
、
教
頭
時
代
に
舌
腫
瘍
の
手
術
を
受
け
、
そ
の
後
の
食

生
活
は
歯
の
関
係
も
あ
り
、
思
う
よ
う
な
飲
食
は
し
難
い

状
態
が
続
い
て
居
ま
す
ね
。
で
も
、
こ
れ
ま
で
元
気
に
過

ご
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
毎
日
欠
か
す
こ
と
の
無
い
「
百

薬
の
長
」
と
言
わ
れ
る
お
酒
の
お
陰
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。　
思
い
返
せ
ば
我
々
も
結
婚
50
年
と
か
。　
よ
く
ぞ

性
格
も
趣
味
も
全
く
違
う
二
人
が
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら

れ
た
な
ぁ　
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
貴
方
サ
マ
の
広
~
い

お
心
の
お
蔭
さ
ま
な
の
で
し
ょ
う
ね
。　
唯
一
⁉
の
共
通

点
は
、
二
人
と
も
運
動
す
る
事
が
好
き
…
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
今
は
お
互
い
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
水
泳
を

楽
し
ん
で
お
り
、
こ
の
こ
と
が
夕
食
時
の
共
通
の
話
題
に

も
な
り
ま
す
ね
。

　
貴
方
サ
マ
に
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
教
え
子
、
友
人
、

そ
し
て
仲
間
が
沢
山
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
と
共
に
、
そ
し
て
皆
さ
ま
の
お
荷
物
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
ま
せ
。
見
守

ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

看
板

　
鈴
木　
理お

さ
む（

長
男
）

　
高
校
入
学
と
と
も
に
寮
生
活
を
始
め
て
以
来
,
実
家
を

離
れ
て
暮
ら
し
て
き
た
私
に
は
,鈴
木
中
と
い
う
人
物
が
,

ふ
つ
う
の
感
覚
で
言
う
「
父
」
と
は
別
の
か
た
ち
で
,
つ

ま
り
,
よ
そ
様
が
当
人
の
こ
と
を
呼
び
慣
ら
わ
す
よ
う
な

か
た
ち
で
姿
を
現
す
機
会
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
.
そ
れ
は
私
が
,
竹
刀
を
握
っ
た
り
ボ
ー
ル
を
蹴
っ

た
り
す
る
方
々
か
ら
「
幾
雄
先
生
の
お
孫
さ
ん
」
と
か

「
チ
ュ
ウ
さ
ん
の
息
子
」
と
呼
ば
れ
た
り
,
大
学
の
先
輩

方
か
ら
「
茗
溪
三
世
」
と
呼
ば
れ
た
り
,
さ
ら
に
は
学
校

関
係
の
方
々
か
ら
「
三
世
代
体
育
教
師
」
と
呼
ば
れ
た
り

す
る
場
面
に
お
い
て
顕
著
で
し
た
.
ど
う
や
ら
私
は
,
何

や
ら
色
々
な
「
看
板
」
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
.

今
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
,
こ
れ
ま
で
私
は
,

「
看
板
に
偽
り
な
し
」
と
示
す
こ
と
,
そ
し
て
「
看
板
に

ぶ
ら
下
が
ら
な
い
」
こ
と
を
潜
在
的
に
願
い
つ
つ
生
き
て

き
た
,
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
.
さ
て
当
人
は
と
言

え
ば
,齢
を
重
ね
て
「
喜
」
を
迎
え
,も
は
や
そ
の
「
看
板
」

に
何
と
書
か
れ
て
い
る
か
は
各
方
面
に
も
周
知
の
と
こ
ろ

で
す
.
と
こ
ろ
が
,
ど
う
も
こ
の
と
こ
ろ
,
日
が
な
水
と

戯
れ
た
り
絵
筆
を
握
っ
た
り
し
て
,
よ
も
や
新
た
な
看
板

を
掲
げ
よ
う
と
企
ん
で
い
る
…
？
ま
だ
ま
だ
息
子
は
の
ん

び
り
と
「
喜
」
ん
で
い
る
場
合
で
は
な
い
よ
う
で
す
.

【
略
歴
】
桐
蔭
学
園
中
・
高
↓
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群

↓
筑
波
大
学
大
学
院
体
育
研
究
科
修
了

工
学
院
大
学
助
手
↓
講
師
↓
宮
崎
大
学
助
教
授
↓
日
本
大

学
准
教
授
↓
教
授
（
文
理
学
部
体
育
学
科
）

博
士
（
教
育
学
），
専
攻
は
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学

「
写
真
」
本
人
・
５
人
家
族
・
八
ヶ
岳
仕
事
部
屋
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お
わ
り
に

　

こ
の
画
集
を
作
る
に
当
た
り
何
を
目
的
と
す
る
か
迷
い
に
迷
っ
た
、「
中
メ
ー

ル
」
の
内
容
で
勝
負
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
下
手
な
水
彩
画
」
で
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
か
。
す
な
わ
ち
「
文
章
」
か
「
絵
画
」
か
。
ど
ち
ら
を
と
っ
て
も
所
詮

素
人
の
作
品
、
文
学
作
品
で
も
な
く
、
美
術
作
品
で
も
な
い
。
で
も
何
か
心
に

残
る
記
念
に
な
る
も
の
を
残
し
た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
作
っ
た
作
品
と
し
て

見
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

　

全
て
の
作
品
が
自
分
な
り
に
心
に
残
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
50
年
と
言

う
時
間
、
そ
れ
は
そ
れ
は
色
々
の
事
が
あ
っ
た
が
、
自
分
な
り
に
我
を
通
し
て

人
の
迷
惑
も
考
え
ず
ま
っ
し
ぐ
ら
に
生
き
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

一
つ
一
つ
の
作
品
に
そ
れ
な
り
に
強
い
思
い
出
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て

が
サ
ッ
カ
ー
人
生
で
あ
り
、
そ
の
思
い
出
を
描
き
な
が
ら
筆
の
上
に
表
現
し
た

作
品
も
あ
る
。

　

今
や
人
生
90
年
・
１
０
０
年
の
時
代
に
な
っ
た
。
喜
寿
の
記
念
と
し
て
こ
の

よ
う
な
物
を
残
す
の
は
僭
越
な
感
じ
も
す
る
が
私
は
今
が
人
生
で
一
番
充
実
し

て
い
る
時
だ
と
感
じ
て
い
る
。
70
歳
を
過
ぎ
る
と
突
然
年
を
感
じ
て
く
る
、
75

歳
を
過
ぎ
る
と
体
力
の
衰
え
を
強
く
感
じ
る
。
ス
キ
ー
を
や
れ
ば
直
ぐ
判
る
、

昨
年
ま
で
制
動
が
利
い
た
足
腰
が
今
年
は
力
が
入
ら
な
い
、
転
ん
で
し
ま
う
。

ボ
ー
ル
を
強
く
蹴
れ
な
い
。

倉岡氏２０１２年賀状　（ぺトラ遺跡・ヨルダン・竹ペン・水彩）

広大な岩山と岩を刻んで造った壮麗な建物遺跡群。エル ･ハズネ（宝物殿）が有名ですが、エド ･ディル（神殿）も、岩
山を登り切った所にそそり立つ、高さ45ｍ、幅 50ｍは壮観。

　

悲
観
的
な
こ
と
を
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
ゴ
ル
フ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
飛
ば
な

く
な
っ
た
ら
そ
れ
な
り
に
正
確
な
寄
せ
と
パ
タ
ー
で
勝
負
は
出
来
る
。
只
動
け

な
く
な
っ
た
ら
駄
目
な
の
で
足
腰
は
鍛
え
よ
う
。
そ
ん
な
事
も
含
め
て
描
く
た

め
に
歩
く
の
は
良
い
。
絵
の
題
材
を
探
す
時
、
最
近
は
海
、
山
、
よ
り
も
建
物

に
興
味
が
あ
る
、
い
や
好
き
な
題
材
は
古
い
建
造
物
に
落
ち
着
い
て
き
た
。

　

生
意
気
に
「
記
念
に
残
る
画
集
」
な
ど
と
考
え
て
い
た
が
出
来
上
が
っ
た
も

の
は
、
絵
手
紙
、
絵
日
記
、
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
の
抜
粋
程
度
の
記
録
集
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
う
そ
偽
り
の
な
い
、
正
直
な
子
供
の
つ
づ
り
方
で
、
こ
れ
で

良
か
っ
た
と
自
己
満
足
す
る
よ
り
し
か
た
が
な
い
と
、
己
を
慰
め
て
い
る
。
な

に
よ
り
多
く
の
教
え
子
達
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
の
が
本
当
の
気
持
ち
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
後
何
年
生
き
ら
れ
る
か
？
次
は
﹁
米
寿
﹂
を
目
標
に
し
ょ
う
・
・
・

　
　
誰
の
言
葉
か
知
ら
な
い
が
︑
こ
ん
な
言
葉
が
心
に
響
く
今
日
こ
の
頃

　
　
で
あ
る

　
　｢

ボ
ケ
た
ら
あ
か
ん｣

　
　
そ
の
為
に
や
　

　
　
頭
の
洗
濯
　
生
き
が
い
に
　
何
か
一
つ
の
趣
味
持
っ
て
　
せ
い
ぜ
い

　
　
長
生
き
し
な
は
れ
や
　
　

2012・3 月・新東京駅丸の内口完成予想図

10月には完成予定の「丸の内口」作品NO1のスタートが旧丸の内口だったので今年完成される、この作品を最後の「とり」
にしたいと思ったが未完成のため東京駅にスケッチに行って ｢完成予想図 ｣を貰い描いたものである。
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編
集
後
記

　
先
生
が
湘
南
サ
ッ
カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
毎
月
書
い

て
い
る「
中
メ
ー
ル
」、あ
る
時
か
ら
目
覚
め
た「
絵
か
き
」、

執
筆
依
頼
を
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
原
稿
、
そ
れ
ら
を
ご
自

分
な
り
に
ま
と
め
「
喜
寿
の
記
念
に
本
を
出
す
」
と
、
大

き
な
ク
リ
ッ
プ
で
止
め
ら
れ
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
84
ペ
ー
ジ

の
束
を
渡
さ
れ
た
の
が
６
月
中
旬
。
当
初
は
今
ま
で
２
冊

刊
行
し
た
「
記
念
誌
」
程
度
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

先
生
の
熱
意
と
本
の
内
容
が
素
晴
ら
し
く
、
そ
れ
に
負
け

な
い
よ
う
に
と
41
回
生
植
松
君
と
相
談
、
プ
ロ
の
編
集
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
し
、
そ
れ
な
り
の
本
を

作
れ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
中
さ
ん
と
は
Ｏ
Ｂ
会
の
発
足
（
昭
55
年
）
以
後
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
り
、
お
世
話
し
た
り
？
し

て
き
ま
し
た
が
、「
先
生
」
と
い
う
職
業
は
、
優
秀
な
教

え
子
を
持
つ
と
、
い
つ
ま
で
も
「
先
生
」
で
い
ら
れ
る
の

だ
な
ー
と
思
う
昨
今
で
す
。

　
先
生
は
常
々
「
死
ん
で
か
ら
の
香
典
は
要
ら
な
い
、
死

ぬ
前
に
欲
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
本
の
出
版

中さんの絵本── cyu's mail/gallery

2012 年  11 月 1 日  初版第 1 刷発行

著　者　鈴木　中
発　行　神奈川県立湘南高校サッカー部 OB
編集人　相羽克治（湘南サッカー OB）

制作協力／（有）柳原デザイン室
印刷・製本／（株）佐藤印刷所

乱丁・落丁はお取り替えいたします
無断複製禁示　
Ⓒ Tadashi Suzuki. 2012 Printed in Japan

記
念
に
皆
様
か
ら
「
生
前
香
典
？
」
を
集
め
、
な
に
か
や

り
た
い
も
の
で
す
。

相
羽
克
治
（
41
回
生
）

　
こ
の
絵
本
の｢

誘
い
水｣

は
相
羽
克
治
、
植
松
二
郎
両

君
で
あ
っ
た
。
二
人
に
煽
て
ら
れ
、
勘
違
い
を
起
こ
し
て

こ
の
よ
う
な｢

絵
本｣

を
出
す
事
に
な
り
、
い
さ
さ
か
反

省
し
き
り
で
は
あ
る
。

　
し
か
し｢

人
の
煽
て
に
は
乗
り
な
さ
い
」
と
い
う
死
ん

だ
親
父
の
遺
言
も
あ
り
、
恥
を
忍
ん
で
書
い
て
み
た
が
内

心
「
ま
あ
ま
あ
」
だ
と
思
っ
て
自
己
満
足
し
て
い
る
。
普

通
教
え
子
と
言
う
者
は
「
師
の
影
を
踏
ま
ず
」
と
言
っ
て

「
黒
子
」
に
徹
し
て
蔭
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
だ
が
、
彼

ら
は
師
を
利
用
し
て
表
に
出
て
何
か
を
企
て
る
心
配
が
あ

る
の
で
、
い
つ
も
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。

　
次
は
「
米
寿
」
で
ど
ん
な
恥
を
描
く
の
か
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
色
々
有
り
難
う
。

鈴
木
中




